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一
　「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
の
史
料
解
釈

本
稿
は
、中
村
孝
也
氏
の
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
お
よ
び
、徳
川
義
宣
氏
の
『
新

修
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
を
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
徳
川
美
術
館
が
継
続
的
に

実
施
す
る
徳
川
家
康
関
連
史
料
の
紹
介
で
あ
る
。
今
回
紹
介
す
る
「
徳
川
家
康
書
状
　

豊
臣
秀
保
宛
」（
以
下
、「
本
書
状
」
と
い
う
）は
、
現
在
、
東
京
都
が
所
蔵（
東
京
都
江
戸
東

京
博
物
館
保
管
）す
る
書
状
で
、
平
成
二
十
二
年
度
に
京
都
の
古
書
店
よ
り
購
入
し
た
作

品
で
あ
る
た
め
、
直
前
の
伝
来
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
箱
の
上
面
倹
飩
蓋
表

面
に
あ
る
「
東
照
宮
御
消
息
」
の
文
字
は
、「
竹
腰
正
五
位
正
美
」、
す
な
わ
ち
尾
張
藩

付
家
老
・
竹
腰
家
九
代
正
美（
一
八
一
二
〜
八
二
）の
筆
で
あ
る
と
古
筆
了
仲
が
同
箱
蓋

裏
面
に
極
め
て
い
る
た
め
、
江
戸
末
期
ま
で
竹
腰
家
に
伝
来
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

本
書
状
は
、
縦
一
八
・
三
糎
、
横
七
八
・
三
糎
の
楮
紙
系
の
折
紙
で
、
現
在
は
掛
軸

装
と
な
っ
て
い
る
が
、
表
装
の
段
階
で
半
裁
の
上
、
背
面
部
を
表
面
に
繫
ぐ
横
紙
型
に

改
装
さ
れ
て
い
る
。
上
下
の
裂
は
白
地
龍
の
丸
文
緞
子
、
中
廻
し
の
裂
は
茶
地
牡
丹
唐

草
文
金
襴
、
一
文
字
お
よ
び
風
帯
の
裂
は
紺
地
葵
紋
に
松
葉
・
梅
文
金
襴
で
、
表
具
全

体
の
総
縦
寸
法
は
一
〇
三
・
〇
糎
、
総
横
幅
は
八
七
・
五
糎
、
軸
の
長
さ
は
九
五
・
〇

糎
、
軸
頭
は
黒
漆
塗
宗
丹
形
で
あ
る
。

な
お
、
江
戸
東
京
博
物
館
の
斎
藤
慎
一
氏
が
目
視
で
き
る
折
線
の
間
隔
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
元
の
折
紙
に
復
元
し
た
場
合
に
、
十
一
行
目
以
下
の
裏
面
に
あ
た
る
部
分
が
、

表
面
に
比
べ
て
大
幅
に
短
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
折
れ
筋
が
一
致
す
る

部
分
で
繫
い
だ
と
こ
ろ
、
十
行
目
と
十
一
行
目
の
間
に
は
、
そ
の
他
の
文
字
間
隔
か
ら

み
て
、
少
な
く
と
も
二
行
分
ほ
ど
切
断
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
見
す
る
と

文
意
は
通
じ
る
た
め
、
切
断
さ
れ
た
部
分
に
ど
の
よ
う
な
文
言
が
記
さ
れ
て
い
た
か
は

推
測
で
き
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

（
1
）

（
2
）
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原
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新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

三
三

か
れ
て
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
、
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
先
頃（
豊
臣
秀
吉
が
徳
川
家
康
邸
に
）御
成
に
な
り
、（
秀
吉
は
）ご
機
嫌
よ
ろ
し
く

無
事
に（
御
成
を
）終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
ご
安
心
下
さ
い
。
な
お（
欠
失
）

お
便
り
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

発
給
年
の
無
い
卯
月（
四
月
）四
日
付
で
、
家
康
か
ら
大
和
中
納
言
、
す
な
わ
ち
豊
臣

秀
保（
一
五
七
九
〜
九
五
）へ
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
病
気
療
養
の
た
め
か
、
湯
治
に
出

か
け
た
豊
臣
秀
保
に
対
す
る
見
舞
状
で
あ
り
、
豊
臣
秀
吉
を
自
邸
に
迎
え
た
こ
と
が
首

尾
良
く
終
わ
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
ま
ず
本
書
状
の
発

給
年
と
発
給
の
背
景
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
　
二
　「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
の
発
給
年
の
特
定
と
発
給
時
の
秀
保

宛
先
で
あ
る
「
太

（
マ
丶
）和

中
納
言
殿
」
と
は
、
秀
吉
の
姉
・
日
秀
と
三
好
吉
房
と
の
間
に

出
来
た
子
で
、
天
正
十
六
年（
一
五
八
八
）に
秀
吉
の
弟
で
あ
る
大
和
大
納
言
・
豊
臣
秀

長（
一
五
四
〇
〜
九
一
）の
養
子
と
な
り
、
同
十
九
年
に
秀
長
が
歿
し
た
後
、
秀
長
の
遺

領
で
あ
る
大
和
国
・
紀
伊
国
を
相
続
し
た
秀
保
の
こ
と
で
あ
る
。
秀
保
が
従
三
位
権
中

納
言
に
任
官
す
る
の
は
、『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
天
正
二
十
年（
一
五
九
二
）六
月
七
日

で
、
文
禄
四
年（
一
五
九
五
）四
月
十
六
日
に
歿
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
発
給

さ
れ
た
書
状
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
秀
保
の
中
納
言
任
官
時
に
豊
臣
秀
吉
が
徳
川
家
康
邸
に
御
成
を
行
っ
た
の
は
、

文
禄
三
年
六
月
五
日
・
同
年
九
月
九
日
・
同
年
十
一
月
二
十
五
日
・
文
禄
四
年
三
月

二
十
八
日
の
四
回
が
、『
言
經
卿
記
』
や
『
家
忠
日
記
』
等
の
諸
史
料
か
ら
確
認
出
来

る
。
書
状
の
日
付
・
卯
月（
四
月
）四
日
と
、
文
中
で
用
い
た
「
先
度
御
成
」
と
い
う
近

日
で
の
状
況
を
報
告
す
る
文
言
か
ら
鑑
み
て
、
本
書
状
に
い
う
「
御
成
」
と
は
、
三
月

二
十
八
日
に
御
成
が
行
わ
れ
た
文
禄
四
年
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
書
状
内
容
に
よ
り
秀
保
が
病
気
療
養
の
た
め
に
湯
治
に
赴
い
た
と
み
ら
れ
る

た
め
、
本
書
状
が
発
給
さ
れ
た
十
二
日
後
に
大
和
国
十
津
川
に
お
い
て
享
年
十
七
歳
で

歿
す
る
状
況
と
も
符
合
す
る
。
た
だ
、
秀
保
の
死
因
に
つ
い
て
『
公
卿
補
任
』
で
は

「
横
死
云
々
」
と
記
し
て
お
り
、『
言
經
卿
記
』
で
も
四
月
廿
日
条
で
秀
保
の
死
に
つ
い

て
「
不
可
説
々
々
」
と
い
う
表
現
を
使
う
な
ど
、
病
死
で
は
な
い
と
す
る
風
聞
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

『
国
史
大
辞
典
』
の
「
羽
柴
秀
保
」
の
項
で
も
十
津
川
で
水
死
し
た
と
い
う
説
も
紹

介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
武
徳
編
年
集
成
』
の
記
述
に
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
。
本

書
で
の
秀
保
は
、「
無
双
ノ
悪
人
」
と
ま
で
書
か
れ
た
悪
逆
非
道
の
君
主
で
、
癩
病
治

療
の
た
め
十
津
川
の
温
泉
に
赴
い
た
際
、
吉
野
川
上
流
の
西
川
に
お
い
て
数
十
丈
あ
る

崖
か
ら
小
性
を
飛
び
込
ま
せ
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
逆
に
小
性
に
抱
き
つ
か
れ
て
共
に

崖
か
ら
「
深
泥
ノ
流
」
に
落
ち
て
「
微
塵
ニ
成
」
っ
た
と
す
る
。
た
だ
本
書
で
は
、
こ

の
出
来
事
を
文
禄
三
年
の
こ
と
と
す
る
な
ど
、
事
実
誤
認
の
記
述
も
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
こ
の
死
因
に
つ
い
て
は
創
作
・
風
聞
の
域
を
出
な
い
。

『
駒
井
日
記
』
で
は
四
月
十
日
条
に
「
と
つ
川
に
て
御
煩
出
被
成
由
」
と
あ
り
、
以

後
、
亡
く
な
る
ま
で
毎
日
の
よ
う
に
十
津
川
へ
見
舞
い
の
使
者
や
、
医
師
が
派
遣
さ
れ

て
い
る
様
子
を
記
す
他
、
秀
保
の
病
は
「
疱
瘡
」
で
あ
る
と
か
「
ゆ
ほ
ろ
し
」（
発
疹
か
）

と
い
っ
た
風
聞
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
多
聞
院
日
記
』
に
は
四
月
十
二
日
条
以
降
、
秀
保
の
「
煩
」
に
対
し
て
祈
禱
を
行
っ

た
が
、
四
月
十
五
日
条
で
「
中
納
言
死
去
必
定
也
ト
云
々
」
と
あ
り
、『
駒
井
日
記
』

で
は
四
月
十
六
日
の
「
暁
」
に
死
去
し
た
と
す
る
。『
駒
井
日
記
』
に
は
危
篤
と
な
る

四
月
十
五
日
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
暁
よ
り
少
御
蟄
気
様
御
息
様
あ
ら
く
成
申

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）（

9
）

新
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史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
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よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

三
二

本
書
状
の
釈
文
と
意
訳
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　〔
釈
文
〕

能
令
啓
候 

仍
御
湯

治
以
来
者 

為
御
見

舞
以
書
状
等
不
申

入
無
音
所
存
之
至
候

如
何
之
御
湯
治
相
当

申
候
哉 

承
度
存
候

将
又
先
度

御
成
御
機
嫌
能

万
事
仕
合
無
残

所
可
御
心
安
候 

猶

　（
欠
失
）

令
期
後
音
之
時
候

恐
々
謹
言

　
卯
月
四
日
　
　
家
康（
花
押
）

　
太

（
マ
丶
）和

中
納
言
殿

〔
意
訳
〕

お
手
紙
を
お
出
し
い
た
し
ま
す
。（
豊
臣
秀
保
が
）湯
治
に
赴
い
て
か
ら
お
見
舞
い
の
書

状
も
送
ら
ず
、
音
信
不
通
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た（
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
）。
湯
治
に
赴

徳川家康書状　豊臣秀保宛（東京都所蔵）
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史
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三
三

か
れ
て
い
か
が
で
し
た
で
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ょ
う
か
、
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
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て
、
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嫌
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成
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こ
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の
で
、
ご
安
心
下
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。
な
お（
欠
失
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お
便
り
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

発
給
年
の
無
い
卯
月（
四
月
）四
日
付
で
、
家
康
か
ら
大
和
中
納
言
、
す
な
わ
ち
豊
臣

秀
保（
一
五
七
九
〜
九
五
）へ
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
病
気
療
養
の
た
め
か
、
湯
治
に
出

か
け
た
豊
臣
秀
保
に
対
す
る
見
舞
状
で
あ
り
、
豊
臣
秀
吉
を
自
邸
に
迎
え
た
こ
と
が
首

尾
良
く
終
わ
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
ま
ず
本
書
状
の
発

給
年
と
発
給
の
背
景
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
　
二
　「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
の
発
給
年
の
特
定
と
発
給
時
の
秀
保

宛
先
で
あ
る
「
太

（
マ
丶
）和

中
納
言
殿
」
と
は
、
秀
吉
の
姉
・
日
秀
と
三
好
吉
房
と
の
間
に

出
来
た
子
で
、
天
正
十
六
年（
一
五
八
八
）に
秀
吉
の
弟
で
あ
る
大
和
大
納
言
・
豊
臣
秀

長（
一
五
四
〇
〜
九
一
）の
養
子
と
な
り
、
同
十
九
年
に
秀
長
が
歿
し
た
後
、
秀
長
の
遺

領
で
あ
る
大
和
国
・
紀
伊
国
を
相
続
し
た
秀
保
の
こ
と
で
あ
る
。
秀
保
が
従
三
位
権
中

納
言
に
任
官
す
る
の
は
、『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
天
正
二
十
年（
一
五
九
二
）六
月
七
日

で
、
文
禄
四
年（
一
五
九
五
）四
月
十
六
日
に
歿
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
発
給

さ
れ
た
書
状
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
秀
保
の
中
納
言
任
官
時
に
豊
臣
秀
吉
が
徳
川
家
康
邸
に
御
成
を
行
っ
た
の
は
、

文
禄
三
年
六
月
五
日
・
同
年
九
月
九
日
・
同
年
十
一
月
二
十
五
日
・
文
禄
四
年
三
月

二
十
八
日
の
四
回
が
、『
言
經
卿
記
』
や
『
家
忠
日
記
』
等
の
諸
史
料
か
ら
確
認
出
来

る
。
書
状
の
日
付
・
卯
月（
四
月
）四
日
と
、
文
中
で
用
い
た
「
先
度
御
成
」
と
い
う
近

日
で
の
状
況
を
報
告
す
る
文
言
か
ら
鑑
み
て
、
本
書
状
に
い
う
「
御
成
」
と
は
、
三
月

二
十
八
日
に
御
成
が
行
わ
れ
た
文
禄
四
年
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
書
状
内
容
に
よ
り
秀
保
が
病
気
療
養
の
た
め
に
湯
治
に
赴
い
た
と
み
ら
れ
る

た
め
、
本
書
状
が
発
給
さ
れ
た
十
二
日
後
に
大
和
国
十
津
川
に
お
い
て
享
年
十
七
歳
で

歿
す
る
状
況
と
も
符
合
す
る
。
た
だ
、
秀
保
の
死
因
に
つ
い
て
『
公
卿
補
任
』
で
は

「
横
死
云
々
」
と
記
し
て
お
り
、『
言
經
卿
記
』
で
も
四
月
廿
日
条
で
秀
保
の
死
に
つ
い

て
「
不
可
説
々
々
」
と
い
う
表
現
を
使
う
な
ど
、
病
死
で
は
な
い
と
す
る
風
聞
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

『
国
史
大
辞
典
』
の
「
羽
柴
秀
保
」
の
項
で
も
十
津
川
で
水
死
し
た
と
い
う
説
も
紹

介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
武
徳
編
年
集
成
』
の
記
述
に
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
。
本

書
で
の
秀
保
は
、「
無
双
ノ
悪
人
」
と
ま
で
書
か
れ
た
悪
逆
非
道
の
君
主
で
、
癩
病
治

療
の
た
め
十
津
川
の
温
泉
に
赴
い
た
際
、
吉
野
川
上
流
の
西
川
に
お
い
て
数
十
丈
あ
る

崖
か
ら
小
性
を
飛
び
込
ま
せ
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
逆
に
小
性
に
抱
き
つ
か
れ
て
共
に

崖
か
ら
「
深
泥
ノ
流
」
に
落
ち
て
「
微
塵
ニ
成
」
っ
た
と
す
る
。
た
だ
本
書
で
は
、
こ

の
出
来
事
を
文
禄
三
年
の
こ
と
と
す
る
な
ど
、
事
実
誤
認
の
記
述
も
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
こ
の
死
因
に
つ
い
て
は
創
作
・
風
聞
の
域
を
出
な
い
。

『
駒
井
日
記
』
で
は
四
月
十
日
条
に
「
と
つ
川
に
て
御
煩
出
被
成
由
」
と
あ
り
、
以

後
、
亡
く
な
る
ま
で
毎
日
の
よ
う
に
十
津
川
へ
見
舞
い
の
使
者
や
、
医
師
が
派
遣
さ
れ

て
い
る
様
子
を
記
す
他
、
秀
保
の
病
は
「
疱
瘡
」
で
あ
る
と
か
「
ゆ
ほ
ろ
し
」（
発
疹
か
）

と
い
っ
た
風
聞
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
多
聞
院
日
記
』
に
は
四
月
十
二
日
条
以
降
、
秀
保
の
「
煩
」
に
対
し
て
祈
禱
を
行
っ

た
が
、
四
月
十
五
日
条
で
「
中
納
言
死
去
必
定
也
ト
云
々
」
と
あ
り
、『
駒
井
日
記
』

で
は
四
月
十
六
日
の
「
暁
」
に
死
去
し
た
と
す
る
。『
駒
井
日
記
』
に
は
危
篤
と
な
る

四
月
十
五
日
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
暁
よ
り
少
御
蟄
気
様
御
息
様
あ
ら
く
成
申

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）（

9
）

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

三
二

本
書
状
の
釈
文
と
意
訳
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　〔
釈
文
〕

能
令
啓
候 

仍
御
湯

治
以
来
者 

為
御
見

舞
以
書
状
等
不
申

入
無
音
所
存
之
至
候

如
何
之
御
湯
治
相
当

申
候
哉 

承
度
存
候

将
又
先
度

御
成
御
機
嫌
能

万
事
仕
合
無
残

所
可
御
心
安
候 

猶

　（
欠
失
）

令
期
後
音
之
時
候

恐
々
謹
言

　
卯
月
四
日
　
　
家
康（
花
押
）

　
太

（
マ
丶
）和

中
納
言
殿

〔
意
訳
〕

お
手
紙
を
お
出
し
い
た
し
ま
す
。（
豊
臣
秀
保
が
）湯
治
に
赴
い
て
か
ら
お
見
舞
い
の
書

状
も
送
ら
ず
、
音
信
不
通
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た（
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
）。
湯
治
に
赴

徳川家康書状　豊臣秀保宛（東京都所蔵）



新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

三
五

（
二
）文
禄
三
年（
一
五
九
四
）六
月
五
日
　
伏
見
邸
御
成

『
武
徳
編
年
集
成
』

○
五
日
　
神
君
伏
見
ノ
御
假
舘
へ
秀
吉
喫
茶
ノ
會
ト
シ
テ
来
臨 

終
日
御
饗
応
美

ヲ
尽
サ
ル 

是
ヨ
リ
秀
吉
伏
見
ニ
逗
留
シ
城
築
を
監
検
セ
ラ
ル

『
朝
野
舊
聞
裒
藁
』
東
照
宮
御
事
蹟
　
第
二
九
六

五
日
伏
見
の
御
舘
に
を
い
て
「
＊
創
業
記
考
異
に
ハ
聚
楽
の
亭
と
す 

今
武
徳
大

成
記 

大
三
川
志
に
し
た
か
ふ
」
太
閤
を
招
請
せ
ら
れ
茶
會
を
催
し
給
ふ

原
本
家
忠
日
記
「
＊
四
月
條
」
曰 

普
請
候 

太
閤
様 

明
日
五
日
ニ
大
納
言
様
御

茶
湯
二
而
御
成
候 

御
見
舞
ニ
御
屋
敷
へ
出
仕
候

御
年
譜
曰 

五
日
秀
吉
来
二

于
公
第
一

有
レ

饗

創
業
記
考
異
曰 

五
日
公
聚
楽
御
舘
ニ
於
テ
秀
吉
ヲ
饗
セ
ラ
ル

家
忠
日
記
追
加
曰 

五
日
大
神
君
ノ
御
舘
ニ
秀
吉
ヲ
招
請
シ
給
ヒ
御
茶
會
ヲ
促

サ
ル 

終
日
ノ
饗
應
ア
リ 

家
忠
出
仕
ス
「
＊
按
す
る
に
今
日
の
出
仕
ハ
国
数
輩

な
る
へ
け
れ
と
も
今
所
見
な
し
」

武
徳
大
成
記
曰 

六
月
秀
吉
伏
見
城
普
請
巡
見
ア
リ 

神
君
茶
ノ
會
ヲ
催
シ
伏
見

ノ
邸
ニ
テ
秀
吉
を
饗
シ
タ
マ
フ

大
三
川
志
曰 

五
日
神
祖
伏
見
ノ
假
舘
へ
秀
吉
ヲ
請
シ
喫
茶
ノ
會
ヲ
ナ
シ 

終
日

饗
應
シ
タ
マ
フ 

秀
吉
伏
見
ニ
滞
留
シ
城
築
ヲ
監
検
ス
「
＊
按
ス
ル
に
呉
服
師

由
緒
書
に
此
年
三
月
廿
八
日
太
閤
を
招
請
し
給
ひ
し
事
見
ゆ 

今 

原
本
家
忠
日

記 

駒
井
日
記
等
を
考
る
に
其
日
太
閤
を
饗
せ
ら
れ
し
事
所
見
な
し 

是
必
す
六

月
五
日
の
事
を
誤
り
傳
へ
し
る
る
へ
け
れ
ハ
左
に
附
載
す
」

呉
服
師
由
緒
書
曰 

文
禄
三
年
三
月
廿
八
日
於
二

伏
見
一

御
亭
秀
吉
公
御
招
請
之

時 

茶
屋
四
郎
次
郎 

亀
屋
栄
任
両
人
御
菓
子
奉
行
被
二

仰
付
一

奉
二

勤
仕
一

候
「
＊

此
時
御
相
伴
衆
御
詰
衆
御
膳
方
被
二

申
付
一

候
御
定
書
有
レ

之
候
」

（
三
）文
禄
三
年（
一
五
九
四
）九
月
九
日
　
伏
見
邸
御
成

『
家
忠
日
記
』

九
日
、
甲申
、
同
普
請
候
、
大
納
言
樣
へ
ハ
太
閤
樣
御
成
候
と
て
今
日
之
出
仕
や
ミ

候
、
石
左
、
牧
右
馬

そ
ひ
ニ
被
越
候
、

（
四
）文
禄
三
年（
一
五
九
四
）十
一
月
二
十
五
日
　
伏
見
邸
御
成

『
言
經
卿
記
』

　
廿
五
日
、
己
亥
、　
晴
陰

　（
中
略
）

一
、
江
戶
亞
相
へ
　
大
（
豐
臣
秀
吉
）

閤
樣
御
茶
湯
ニ
渡
御
也
云
〻
、

（
五
）慶
長
元
年（
一
五
九
六
）閏
七
月
十
一
日
　
徳
川
秀
忠
伏
見
邸
御
成

『
言
經
卿
記
』十

一
日
、
丙
午
、
　
天
晴
、
陰
、

（
中
略
）

一
、
冷
へ
香
薷
散
一
兩
進
了
、
後
刻
伏
見
へ
發
足
了
、
江
戸
内
府
へ
被
行
也
云
〻
、

不
及
對
顏
了
云
々
、
大
（
豐
臣
秀
吉
）

閤
江
戶
中
納
言
殿
へ
渡
御
也
云
〻
、
ソ
レ
ヘ
内
府
モ

御
出
也
云
〻
、

（
15
）

傍
注

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

三
四

由
」
と
か
「
兎
角
出
物
多
」
と
い
っ
た
症
状
の
よ
う
で
、
こ
れ
ら
の
風
聞
が
正
し
け
れ

ば
少
な
く
と
も
転
落
死
と
い
っ
た
状
況
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
病
気
に
よ
っ
て
亡
く

な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

十
津
川
に
赴
い
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
本
書
状
の
内
容
か
ら
三
月
二
十
八
日
の
御
成

に
は
参
加
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
間
に
は
湯
治
に
出
か
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

死
に
至
る
病
と
の
認
識
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
本
書
状
を
受
け
取
っ
た
当
時
の
秀
保

は
、
す
で
に
健
康
的
に
優
れ
な
か
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
　
三
　
史
料
か
ら
見
る
秀
吉
の
徳
川
邸
御
成

本
書
状
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
秀
吉
に
よ
る
徳
川
家
康
邸
へ
の
御
成
に
つ
い
て
記
述

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
秀
吉
の
御
成
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
豊
三
氏
に
よ
る
研
究
が

知
ら
れ
て
お
り
、
同
氏
に
よ
れ
ば
秀
吉
の
御
成
は
、「
天
下
一
統
事
業
の
祝
賀
的
意
味

を
以
て
、
段
階
を
追
っ
て
催
さ
れ
、
そ
の
た
び
ご
と
に
盛
大
化
し
て
い
っ
た
」
と
す

る
。
ま
た
、
秀
吉
の
御
成
は
、
ほ
ぼ
近
親
者
・
婚
姻
関
係
者
に
限
ら
れ
た
天
正
期
と
、

政
権
に
と
っ
て
重
要
な
大
大
名
が
中
心
と
な
っ
た
文
禄
・
慶
長
期
と
に
大
き
く
分
け
ら

れ
る
と
し
、
特
に
、
文
禄
・
慶
長
期
に
催
さ
れ
た
御
成
は
、「
式
正
の
御
成
」
と
そ
れ

以
外
の
御
成
と
に
区
別
さ
れ
て
、
御
成
を
催
す
大
名
家
に
対
し
て
も
家
格
の
規
定
が
成

さ
れ
た
こ
と
、
御
成
を
催
し
た
背
景
に
は
、
朝
鮮
侵
攻
時
の
戦
争
最
高
責
任
者
・
太
閤

と
し
て
の
威
信
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

た
だ
、
秀
吉
の
御
成
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
輝
元
公
上
洛
日
記
』『
天
正
十
八
年
毛

利
亭
御
成
記
』『
文
禄
三
年
前
田
亭
御
成
記
』『
文
禄
三
年
卯
月
八
日
　
加
賀
之
中
納
言

殿
江
御
成
之
事
』
な
ど
、
わ
ず
か
な
史
料
し
か
遺
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
悉
皆
的
に
知

る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
は
、
派
手
好
み
の
秀
吉
ら
し
い
大

が
か
り
な
御
成
が
行
わ
れ
た
反
面
、
室
町
将
軍
家
の
御
成
に
比
べ
て
御
成
時
間
は
短

縮
・
簡
略
化
さ
れ
、
主
要
な
行
事
は
陽
の
あ
た
る
時
間
に
終
了
し
た
こ
と
、
か
つ
て
寝

殿
・
会
所
の
二
箇
所
で
行
わ
れ
て
い
た
行
事
が
一
箇
所
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

献
儀
や
能
の
番
組
の
数
が
減
ら
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
判
る
。
さ
ら

に
数
寄
の
茶
湯
が
公
的
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、
座
敷
飾
り
も
従
来
に
は
な
い
葉
茶
壺
飾

り
や
、
古
筆
手
鑑
飾
り
と
い
っ
た
装
飾
形
式
が
現
れ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

佐
藤
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
秀
吉
に
よ
る
徳
川
家
康
邸
へ
の
御
成
は
、
千
利
休
を
自

刃
さ
せ
た
直
後
の
天
正
十
九
年
三
月
二
日
の
京
都
邸
御
成
を
最
初
と
し
、
先
に
紹
介
し

た
文
禄
三
年
六
月
五
日
の
伏
見
邸
御
成
、
同
年
九
月
九
日
の
伏
見
邸
御
成
、
同
年
十
一

月
二
十
五
日
の
伏
見
邸
御
成
、
同
四
年
三
月
二
十
八
日
の
京
都
邸
御
成
の
他
、
慶
長

元
年（
一
五
九
六
）八
月
二
十
日
の
伏
見
邸
御
成
、
同
二
年
七
月
十
三
日
の
伏
見
邸
御
成
、

同
三
年
四
月
十
日
の
伏
見
邸
御
成
の
都
合
八
回
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
慶

長
元
年
閏
七
月
十
一
日
に
は
、
徳
川
秀
忠
の
伏
見
邸
に
御
成
し
た
こ
と
も
確
認
で
き

る
。
た
だ
し
、
本
書
状
に
あ
る
文
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
の
御
成
以
外
は
、
限
ら
れ
た

史
料
に
散
見
さ
れ
る
の
み
で
御
成
の
実
態
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
の
が
実
状
で

あ
る
。

以
下
、
文
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
以
外
の
御
成
に
つ
い
て
、
秀
忠
邸
御
成
を
含
め
て

確
認
出
来
る
史
料
を
列
記
す
る
。

（
一
）天
正
十
九
年（
一
五
九
一
）三
月
二
日
　
京
都
邸
御
成

『
言
經
卿
記
』

　
　
　
　
二
日
、
戊
（
×
戌
）辰
、　
天
晴

　
　
　
　（
中
略
）

一
、
殿
（
豐
臣
秀
吉
）

下
江
戶
大
（
德
川
家
康
）

納
言
殿
へ
御
出
也
云
〻
、

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）



新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

三
五

（
二
）文
禄
三
年（
一
五
九
四
）六
月
五
日
　
伏
見
邸
御
成

『
武
徳
編
年
集
成
』

○
五
日
　
神
君
伏
見
ノ
御
假
舘
へ
秀
吉
喫
茶
ノ
會
ト
シ
テ
来
臨 

終
日
御
饗
応
美

ヲ
尽
サ
ル 
是
ヨ
リ
秀
吉
伏
見
ニ
逗
留
シ
城
築
を
監
検
セ
ラ
ル

『
朝
野
舊
聞
裒
藁
』
東
照
宮
御
事
蹟
　
第
二
九
六

五
日
伏
見
の
御
舘
に
を
い
て
「
＊
創
業
記
考
異
に
ハ
聚
楽
の
亭
と
す 

今
武
徳
大

成
記 

大
三
川
志
に
し
た
か
ふ
」
太
閤
を
招
請
せ
ら
れ
茶
會
を
催
し
給
ふ

原
本
家
忠
日
記
「
＊
四
月
條
」
曰 
普
請
候 

太
閤
様 

明
日
五
日
ニ
大
納
言
様
御

茶
湯
二
而
御
成
候 

御
見
舞
ニ
御
屋
敷
へ
出
仕
候

御
年
譜
曰 

五
日
秀
吉
来
二

于
公
第
一

有
レ

饗

創
業
記
考
異
曰 

五
日
公
聚
楽
御
舘
ニ
於
テ
秀
吉
ヲ
饗
セ
ラ
ル

家
忠
日
記
追
加
曰 

五
日
大
神
君
ノ
御
舘
ニ
秀
吉
ヲ
招
請
シ
給
ヒ
御
茶
會
ヲ
促

サ
ル 

終
日
ノ
饗
應
ア
リ 

家
忠
出
仕
ス
「
＊
按
す
る
に
今
日
の
出
仕
ハ
国
数
輩

な
る
へ
け
れ
と
も
今
所
見
な
し
」

武
徳
大
成
記
曰 

六
月
秀
吉
伏
見
城
普
請
巡
見
ア
リ 

神
君
茶
ノ
會
ヲ
催
シ
伏
見

ノ
邸
ニ
テ
秀
吉
を
饗
シ
タ
マ
フ

大
三
川
志
曰 

五
日
神
祖
伏
見
ノ
假
舘
へ
秀
吉
ヲ
請
シ
喫
茶
ノ
會
ヲ
ナ
シ 

終
日

饗
應
シ
タ
マ
フ 

秀
吉
伏
見
ニ
滞
留
シ
城
築
ヲ
監
検
ス
「
＊
按
ス
ル
に
呉
服
師

由
緒
書
に
此
年
三
月
廿
八
日
太
閤
を
招
請
し
給
ひ
し
事
見
ゆ 

今 

原
本
家
忠
日

記 

駒
井
日
記
等
を
考
る
に
其
日
太
閤
を
饗
せ
ら
れ
し
事
所
見
な
し 

是
必
す
六

月
五
日
の
事
を
誤
り
傳
へ
し
る
る
へ
け
れ
ハ
左
に
附
載
す
」

呉
服
師
由
緒
書
曰 

文
禄
三
年
三
月
廿
八
日
於
二

伏
見
一

御
亭
秀
吉
公
御
招
請
之

時 

茶
屋
四
郎
次
郎 

亀
屋
栄
任
両
人
御
菓
子
奉
行
被
二

仰
付
一

奉
二

勤
仕
一

候
「
＊

此
時
御
相
伴
衆
御
詰
衆
御
膳
方
被
二

申
付
一

候
御
定
書
有
レ

之
候
」

（
三
）文
禄
三
年（
一
五
九
四
）九
月
九
日
　
伏
見
邸
御
成

『
家
忠
日
記
』

九
日
、
甲申
、
同
普
請
候
、
大
納
言
樣
へ
ハ
太
閤
樣
御
成
候
と
て
今
日
之
出
仕
や
ミ

候
、
石
左
、
牧
右
馬

そ
ひ
ニ
被
越
候
、

（
四
）文
禄
三
年（
一
五
九
四
）十
一
月
二
十
五
日
　
伏
見
邸
御
成

『
言
經
卿
記
』

　
廿
五
日
、
己
亥
、　
晴
陰

　（
中
略
）

一
、
江
戶
亞
相
へ
　
大
（
豐
臣
秀
吉
）

閤
樣
御
茶
湯
ニ
渡
御
也
云
〻
、

（
五
）慶
長
元
年（
一
五
九
六
）閏
七
月
十
一
日
　
徳
川
秀
忠
伏
見
邸
御
成

『
言
經
卿
記
』十

一
日
、
丙
午
、
　
天
晴
、
陰
、

（
中
略
）

一
、
冷
へ
香
薷
散
一
兩
進
了
、
後
刻
伏
見
へ
發
足
了
、
江
戸
内
府
へ
被
行
也
云
〻
、

不
及
對
顏
了
云
々
、
大
（
豐
臣
秀
吉
）

閤
江
戶
中
納
言
殿
へ
渡
御
也
云
〻
、
ソ
レ
ヘ
内
府
モ

御
出
也
云
〻
、

（
15
）

傍
注

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

三
四

由
」
と
か
「
兎
角
出
物
多
」
と
い
っ
た
症
状
の
よ
う
で
、
こ
れ
ら
の
風
聞
が
正
し
け
れ

ば
少
な
く
と
も
転
落
死
と
い
っ
た
状
況
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
病
気
に
よ
っ
て
亡
く

な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

十
津
川
に
赴
い
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
本
書
状
の
内
容
か
ら
三
月
二
十
八
日
の
御
成

に
は
参
加
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
間
に
は
湯
治
に
出
か
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

死
に
至
る
病
と
の
認
識
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
本
書
状
を
受
け
取
っ
た
当
時
の
秀
保

は
、
す
で
に
健
康
的
に
優
れ
な
か
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
　
三
　
史
料
か
ら
見
る
秀
吉
の
徳
川
邸
御
成

本
書
状
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
秀
吉
に
よ
る
徳
川
家
康
邸
へ
の
御
成
に
つ
い
て
記
述

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
秀
吉
の
御
成
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
豊
三
氏
に
よ
る
研
究
が

知
ら
れ
て
お
り
、
同
氏
に
よ
れ
ば
秀
吉
の
御
成
は
、「
天
下
一
統
事
業
の
祝
賀
的
意
味

を
以
て
、
段
階
を
追
っ
て
催
さ
れ
、
そ
の
た
び
ご
と
に
盛
大
化
し
て
い
っ
た
」
と
す

る
。
ま
た
、
秀
吉
の
御
成
は
、
ほ
ぼ
近
親
者
・
婚
姻
関
係
者
に
限
ら
れ
た
天
正
期
と
、

政
権
に
と
っ
て
重
要
な
大
大
名
が
中
心
と
な
っ
た
文
禄
・
慶
長
期
と
に
大
き
く
分
け
ら

れ
る
と
し
、
特
に
、
文
禄
・
慶
長
期
に
催
さ
れ
た
御
成
は
、「
式
正
の
御
成
」
と
そ
れ

以
外
の
御
成
と
に
区
別
さ
れ
て
、
御
成
を
催
す
大
名
家
に
対
し
て
も
家
格
の
規
定
が
成

さ
れ
た
こ
と
、
御
成
を
催
し
た
背
景
に
は
、
朝
鮮
侵
攻
時
の
戦
争
最
高
責
任
者
・
太
閤

と
し
て
の
威
信
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

た
だ
、
秀
吉
の
御
成
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
輝
元
公
上
洛
日
記
』『
天
正
十
八
年
毛

利
亭
御
成
記
』『
文
禄
三
年
前
田
亭
御
成
記
』『
文
禄
三
年
卯
月
八
日
　
加
賀
之
中
納
言

殿
江
御
成
之
事
』
な
ど
、
わ
ず
か
な
史
料
し
か
遺
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
悉
皆
的
に
知

る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
は
、
派
手
好
み
の
秀
吉
ら
し
い
大

が
か
り
な
御
成
が
行
わ
れ
た
反
面
、
室
町
将
軍
家
の
御
成
に
比
べ
て
御
成
時
間
は
短

縮
・
簡
略
化
さ
れ
、
主
要
な
行
事
は
陽
の
あ
た
る
時
間
に
終
了
し
た
こ
と
、
か
つ
て
寝

殿
・
会
所
の
二
箇
所
で
行
わ
れ
て
い
た
行
事
が
一
箇
所
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

献
儀
や
能
の
番
組
の
数
が
減
ら
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
判
る
。
さ
ら

に
数
寄
の
茶
湯
が
公
的
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、
座
敷
飾
り
も
従
来
に
は
な
い
葉
茶
壺
飾

り
や
、
古
筆
手
鑑
飾
り
と
い
っ
た
装
飾
形
式
が
現
れ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

佐
藤
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
秀
吉
に
よ
る
徳
川
家
康
邸
へ
の
御
成
は
、
千
利
休
を
自

刃
さ
せ
た
直
後
の
天
正
十
九
年
三
月
二
日
の
京
都
邸
御
成
を
最
初
と
し
、
先
に
紹
介
し

た
文
禄
三
年
六
月
五
日
の
伏
見
邸
御
成
、
同
年
九
月
九
日
の
伏
見
邸
御
成
、
同
年
十
一

月
二
十
五
日
の
伏
見
邸
御
成
、
同
四
年
三
月
二
十
八
日
の
京
都
邸
御
成
の
他
、
慶
長

元
年（
一
五
九
六
）八
月
二
十
日
の
伏
見
邸
御
成
、
同
二
年
七
月
十
三
日
の
伏
見
邸
御
成
、

同
三
年
四
月
十
日
の
伏
見
邸
御
成
の
都
合
八
回
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
慶

長
元
年
閏
七
月
十
一
日
に
は
、
徳
川
秀
忠
の
伏
見
邸
に
御
成
し
た
こ
と
も
確
認
で
き

る
。
た
だ
し
、
本
書
状
に
あ
る
文
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
の
御
成
以
外
は
、
限
ら
れ
た

史
料
に
散
見
さ
れ
る
の
み
で
御
成
の
実
態
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
の
が
実
状
で

あ
る
。

以
下
、
文
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
以
外
の
御
成
に
つ
い
て
、
秀
忠
邸
御
成
を
含
め
て

確
認
出
来
る
史
料
を
列
記
す
る
。

（
一
）天
正
十
九
年（
一
五
九
一
）三
月
二
日
　
京
都
邸
御
成

『
言
經
卿
記
』

　
　
　
　
二
日
、
戊
（
×
戌
）辰
、　
天
晴

　
　
　
　（
中
略
）

一
、
殿
（
豐
臣
秀
吉
）

下
江
戶
大
（
德
川
家
康
）

納
言
殿
へ
御
出
也
云
〻
、

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）



新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

三
七

術
館
に
は
家
康
の
遺
産
「
駿
府
御
分
物
」
と
し
て
名
物
「
虚
堂
智
愚
墨
蹟
　
与
徳
惟
禅

者
偈
」
一
幅
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
北
向
道
陳
│
細
川
幽
斎
│
徳
川
家
康
遺
品
│
尾
張

家
初
代
義
直
│
尾
張
家
三
代
綱
誠
遺
品
│
五
代
将
軍
綱
吉
│
六
代
将
軍
家
宣
遺
品
│
尾

張
家
四
代
吉
通
│
尾
張
徳
川
家
と
伝
わ
っ
た
経
緯
が
判
明
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
細
川

幽
斎
か
ら
家
康
に
伝
え
ら
れ
た
経
緯
が
不
明
確
で
あ
る
。

細
川
幽
斎
所
持
に
つ
い
て
は
『
宗
湛
日
記
』
天
正
十
五
年
十
月
十
二
日
条
に
、
長
岡

玄
旨（
細
川
幽
斎
）の
京
都
邸
へ
秀
吉
が
訪
れ
た
後
、
神
谷
宗
湛
が
細
川
邸
を
訪
れ
た
と

こ
ろ
、
数
寄
屋
の
床
に
こ
の
墨
蹟
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

時
、
宗
湛
は
本
紙
の
寸
法
・
表
具
裂
・
文
字
を
詳
細
に
書
き
記
し
て
お
り
、
そ
の
記
載

内
容
が
現
状
の
作
品
形
態
と
一
致
す
る
た
め
、
尾
張
徳
川
家
に
伝
え
ら
れ
た
一
幅
は
、

か
つ
て
細
川
幽
斎
が
所
持
し
た
一
幅
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、『
山
上
宗

二
記
』
で
は
、「
一
虛
堂
　
一
幅
　
長
岡
幽
齋
　
此
一
軸
道（北
向
）陳所
持
名
物
也
、」
と
あ

り
、
幽
斎
以
前
は
北
向
道
陳
が
所
持
し
て
い
た
由
来
も
判
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
次
に

こ
の
墨
蹟
が
記
録
に
表
れ
る
の
は
、
家
康
の
遺
産
目
録
『
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
』
で

あ
る
た
め
、
家
康
は
誰
か
ら
こ
の
一
幅
を
譲
り
受
け
た
の
か
、
現
時
点
で
は
判
明
し
て

い
な
い
。

家
康
が
所
持
し
た
虚
堂
の
墨
蹟
は
一
幅
の
み
で
は
な
い
た
め
、『
言
經
卿
記
』
に
記

さ
れ
た
「
キ
タ
ウ
文
字
」
が
本
幅
に
あ
た
る
と
断
言
で
き
な
い
も
の
の
、
細
川
幽
斎
か

ら
豊
臣
秀
吉
の
手
に
渡
り
、
慶
長
元
年
八
月
二
十
日
の
伏
見
邸
御
成
の
際
に
家
康
に
下

賜
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
も
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
提
示
し
た
い
。

さ
て
、
秀
吉
が
実
施
し
た
大
が
か
り
な
御
成
は
、
佐
藤
豊
三
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に

天
正
十
八
年
九
月
十
八
日
の
毛
利
邸
御
成
と
、
文
禄
三
年
四
月
八
日
の
前
田
邸
御
成
の

二
例
が
知
ら
れ
る
。
前
者
は
小
田
原
平
定
の
祝
賀
と
し
て
、
後
者
は
太
閤
と
な
っ
て
初

の
御
成
で
あ
る
と
同
時
に
朝
鮮
出
兵
の
戦
意
高
揚
を
計
る
目
的
を
も
っ
て
催
さ
れ
た
御

成
で
あ
り
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
秀
吉
独
自
の
趣
向
を
凝
ら
し
、
室
町
将
軍
家
の
御

成
次
第
に
即
し
た
一
大
行
事
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
特
に
前
田
邸
御
成
は
、『
駒
井
日

記
』
に
お
い
て
「
式
正
御
成
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
、
室
町
将
軍
家
の
権
威
・
儀
礼
を
踏

襲
し
た
天
下
人
と
し
て
の
御
成
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

こ
れ
ま
で
に
み
た
家
康
邸
・
秀
忠
邸
へ
の
御
成
は
、
い
ず
れ
も
立
ち
寄
り
程
度
の
御

成
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
御
成
は
、
何
ら
か
の
政
治
性
を
内
包
し
て
い
る
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
が
、
表
面
的
に
は
気
安
い
訪
問
の
類
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
し
、

本
書
状
に
あ
る
文
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
の
京
都
邸
、
す
な
わ
ち
聚
楽
第
下
に
置
か
れ

た
家
康
邸
へ
の
御
成
は
、
こ
れ
ま
で
に
み
た
御
成
と
異
な
り
、
毛
利
邸
・
前
田
邸
へ
の

御
成
と
同
様
の
規
模
で
執
り
行
わ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
式
正
の
御
成
で
あ
る
こ
と
が
記
録

よ
り
判
明
す
る
。
次
に
こ
の
御
成
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　
　
四
　
文
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
の
御
成

文
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
の
京
都
邸
御
成
は
、
他
の
御
成
と
異
な
り
数
種
の
記
録
に

よ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
規
模
が
判
明
し
て
い
る
。

『
言
經
卿
記
』

　
　
　
廿
八
日
、
辛
丑
、
　
天
晴
、
晩
小
雨
、
次
雨
、

一
、
大
閤
御
方
　
江
戸
亞
相
渡
御
也
云
〻
、
御
能
有
之
、
御
機
嫌
ヨ
キ
云
〻
、

『
當
代
記
』
巻
三

文
祿
四
乙未
正
月

三
月
廿
八
日
、
太
閤
秀
吉
公
家
康
公
江
於
聚
樂
御
成
、
自
家
康
公
進
上
物
銀
三
千

枚
、
小
袖
百
、
此
内
唐
織
色

色
あ
り
、　
綿
千
把
、
八
丈
島
五
百
端
、
褶
三
百
端
、
太
刀
長光
、
御

（
16
）

（
17
）

（
18
）

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

三
六

（
六
）慶
長
元
年（
一
五
九
六
）八
月
二
十
日
　
伏
見
邸
御
成

『
言
經
卿
記
』廿

三
日
、
丁
亥
、
天
晴
、
小
動
了
、
晩
陰
、
夜
雨
、

（
中
略
）

一
、
石
河
日
向
守
へ
罷
向
對
顏
了
、
吸
物
・
酒
有
之
、
去
廿
日
ニ
　
江
戶
内
府
亭

へ
　
大
（
豐
臣
秀
吉
）

閤
樣
茶
湯
ニ
渡
御
也
云
〻
、
キ
（
虛
堂
智
愚
）

タ
ウ
文
字
拜
領
也
云
〻
、
同
中
（
德
川
秀
忠
）

納
言

殿
へ
茶
壺
キ
ン
セ
イ
、
拜
領
云
〻
、
又
内
府
壺

可
被
遣
之
由
御
異
見
也

云
〻
、
関
東
江
戸
城
へ
卅
日
逗
留
御
イ
ト
マ
被
參
云
〻
、
上
下
路
次
卅
日
、

合
六
十
日
也
云
〻
」
大
閤
樣
御
機
嫌
也
云
〻
、
來
廿
八
日
ニ
内
府
御
下
向

也
云
〻
、
叉
明
後
日
廿
五
日
中
納
言
殿
へ
大
閤
樣
茶
湯
ニ
被
渡
御
云
〻
、

石（河
脫
カ
）

日
向
守
雜
談
了
、

（
七
）慶
長
二
年（
一
五
九
七
）七
月
十
三
日
　
伏
見
邸
御
成

『
言
經
卿
記
』十

二
日
、
辛
丑
、　
天
晴

（
中
略
）

一
、
江
戶
内
府
ヨ
リ
、
月

取
ニ
遣
之
處
ニ
、
明
日
　
大
（
豐
臣
秀
吉
）
閤
内
府
宅
へ
御
成
ニ
付

而
、
急
忙
之
間
、
重
而
可
相
渡
之
由
有
之
、
奉
行
岩
間
兵
庫
助
へ
錫
代
二
百

文
遣
了
、
少
モ
不
取
之
由
申
來
了
、
返
了
、
但
下
奉
行
二
人
二
十
疋
ツ
丶
遣

了
、

（
八
）慶
長
三
年（
一
五
九
八
）四
月
十
日
　
伏
見
邸
御
成

『
言
經
卿
記
』十

日
、
乙
丑
、
　
陰
、

（
中
略
）

一
、
伏
見
へ
發
足
、
冷
・
阿
茶
丸

同
道
了
、
先
日石

（
石
川
家
成
）

向
守
へ
罷
向
了
、
盃
酌
有
之
、

吸
物
也
、
今
日
　
大
（
豐
臣
秀
吉
）

閤
さ

江
戶
内
府
へ
」
御
成
也
、
昨
日
ナ
レ
ト
モ
今
日

也
云
〻
、
則
帰
京
了
、

文
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
の
御
成
以
外
で
、
秀
忠
邸
へ
の
御
成
を
含
め
確
認
さ
れ
る

八
回
の
事
例
で
は
、
文
禄
三
年
六
月
五
日
の
伏
見
邸
御
成
と
、
慶
長
元
年
八
月
二
十
日

の
伏
見
邸
御
成
が
比
較
的
情
報
量
が
多
い
も
の
の
、
具
体
的
内
容
が
分
か
る
ほ
ど
で
は

な
く
、
他
の
事
例
に
至
っ
て
は
大
半
が
御
成
の
事
実
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
慶

長
元
年
八
月
二
十
日
の
伏
見
邸
御
成
を
記
し
た
『
言
經
卿
記
』
の
記
録
か
ら
、
同
年
八

月
二
十
五
日
に
秀
忠
邸
へ
の
御
成
を
告
げ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
御

成
が
実
現
し
た
の
か
は
『
言
經
卿
記
』
に
記
載
は
無
く
、
他
の
史
料
か
ら
も
確
認
が
取

れ
な
い
。

御
成
記
録
の
多
く
が
『
言
經
卿
記
』
の
み
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ

の
八
回
の
御
成
は
規
式
に
即
し
た
方
法
で
多
数
の
相
伴
者
を
擁
し
て
実
施
し
た
大
が
か

り
な
御
成
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
文
禄
三
年
六
月
五
日
・
同
十
一
月
二
十
五
日
・
慶
長

元
年
八
月
二
十
日
の
三
回
は
茶
事
の
御
成
で
あ
り
、
特
に
文
禄
三
年
六
月
五
日
の
御
成

は
、「
終
日
ノ
饗
応
」
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
伏
見
城
普
請
場
巡
検
の
途
次
に
立
ち
寄
っ

た
形
で
あ
る
た
め
、
太
閤
と
し
て
の
威
信
儀
礼
で
は
な
く
、
秀
吉
個
人
の
嗜
好
に
よ
る

立
ち
寄
り
と
解
釈
出
来
る
。
文
禄
三
年
九
月
九
日
の
御
成
に
し
て
も
、
伏
見
邸
へ
出
仕

予
定
だ
っ
た
松
平
家
忠
が
、
秀
吉
の
御
成
が
あ
っ
た
た
め
出
仕
を
取
り
や
め
た
こ
と
か

ら
み
て
、
予
定
さ
れ
た
御
成
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。

な
お
、
慶
長
元
年
八
月
二
十
日
の
御
成
で
は
、
秀
吉
か
ら
家
康
に
「
キ
タ
ウ
文
字
」、

す
な
わ
ち
虚
堂
智
愚
の
墨
蹟
が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
徳
川
美



新
出
史
料
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徳
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豊
臣
秀
保
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」
お
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「
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三
七

術
館
に
は
家
康
の
遺
産
「
駿
府
御
分
物
」
と
し
て
名
物
「
虚
堂
智
愚
墨
蹟
　
与
徳
惟
禅

者
偈
」
一
幅
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
北
向
道
陳
│
細
川
幽
斎
│
徳
川
家
康
遺
品
│
尾
張

家
初
代
義
直
│
尾
張
家
三
代
綱
誠
遺
品
│
五
代
将
軍
綱
吉
│
六
代
将
軍
家
宣
遺
品
│
尾

張
家
四
代
吉
通
│
尾
張
徳
川
家
と
伝
わ
っ
た
経
緯
が
判
明
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
細
川

幽
斎
か
ら
家
康
に
伝
え
ら
れ
た
経
緯
が
不
明
確
で
あ
る
。

細
川
幽
斎
所
持
に
つ
い
て
は
『
宗
湛
日
記
』
天
正
十
五
年
十
月
十
二
日
条
に
、
長
岡

玄
旨（
細
川
幽
斎
）の
京
都
邸
へ
秀
吉
が
訪
れ
た
後
、
神
谷
宗
湛
が
細
川
邸
を
訪
れ
た
と

こ
ろ
、
数
寄
屋
の
床
に
こ
の
墨
蹟
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

時
、
宗
湛
は
本
紙
の
寸
法
・
表
具
裂
・
文
字
を
詳
細
に
書
き
記
し
て
お
り
、
そ
の
記
載

内
容
が
現
状
の
作
品
形
態
と
一
致
す
る
た
め
、
尾
張
徳
川
家
に
伝
え
ら
れ
た
一
幅
は
、

か
つ
て
細
川
幽
斎
が
所
持
し
た
一
幅
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、『
山
上
宗

二
記
』
で
は
、「
一
虛
堂
　
一
幅
　
長
岡
幽
齋
　
此
一
軸
道（北
向
）陳所
持
名
物
也
、」
と
あ

り
、
幽
斎
以
前
は
北
向
道
陳
が
所
持
し
て
い
た
由
来
も
判
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
次
に

こ
の
墨
蹟
が
記
録
に
表
れ
る
の
は
、
家
康
の
遺
産
目
録
『
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
』
で

あ
る
た
め
、
家
康
は
誰
か
ら
こ
の
一
幅
を
譲
り
受
け
た
の
か
、
現
時
点
で
は
判
明
し
て

い
な
い
。

家
康
が
所
持
し
た
虚
堂
の
墨
蹟
は
一
幅
の
み
で
は
な
い
た
め
、『
言
經
卿
記
』
に
記

さ
れ
た
「
キ
タ
ウ
文
字
」
が
本
幅
に
あ
た
る
と
断
言
で
き
な
い
も
の
の
、
細
川
幽
斎
か

ら
豊
臣
秀
吉
の
手
に
渡
り
、
慶
長
元
年
八
月
二
十
日
の
伏
見
邸
御
成
の
際
に
家
康
に
下

賜
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
も
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
提
示
し
た
い
。

さ
て
、
秀
吉
が
実
施
し
た
大
が
か
り
な
御
成
は
、
佐
藤
豊
三
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に

天
正
十
八
年
九
月
十
八
日
の
毛
利
邸
御
成
と
、
文
禄
三
年
四
月
八
日
の
前
田
邸
御
成
の

二
例
が
知
ら
れ
る
。
前
者
は
小
田
原
平
定
の
祝
賀
と
し
て
、
後
者
は
太
閤
と
な
っ
て
初

の
御
成
で
あ
る
と
同
時
に
朝
鮮
出
兵
の
戦
意
高
揚
を
計
る
目
的
を
も
っ
て
催
さ
れ
た
御

成
で
あ
り
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
秀
吉
独
自
の
趣
向
を
凝
ら
し
、
室
町
将
軍
家
の
御

成
次
第
に
即
し
た
一
大
行
事
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
特
に
前
田
邸
御
成
は
、『
駒
井
日

記
』
に
お
い
て
「
式
正
御
成
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
、
室
町
将
軍
家
の
権
威
・
儀
礼
を
踏

襲
し
た
天
下
人
と
し
て
の
御
成
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

こ
れ
ま
で
に
み
た
家
康
邸
・
秀
忠
邸
へ
の
御
成
は
、
い
ず
れ
も
立
ち
寄
り
程
度
の
御

成
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
御
成
は
、
何
ら
か
の
政
治
性
を
内
包
し
て
い
る
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
が
、
表
面
的
に
は
気
安
い
訪
問
の
類
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
し
、

本
書
状
に
あ
る
文
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
の
京
都
邸
、
す
な
わ
ち
聚
楽
第
下
に
置
か
れ

た
家
康
邸
へ
の
御
成
は
、
こ
れ
ま
で
に
み
た
御
成
と
異
な
り
、
毛
利
邸
・
前
田
邸
へ
の

御
成
と
同
様
の
規
模
で
執
り
行
わ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
式
正
の
御
成
で
あ
る
こ
と
が
記
録

よ
り
判
明
す
る
。
次
に
こ
の
御
成
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　
　
四
　
文
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
の
御
成

文
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
の
京
都
邸
御
成
は
、
他
の
御
成
と
異
な
り
数
種
の
記
録
に

よ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
規
模
が
判
明
し
て
い
る
。

『
言
經
卿
記
』

　
　
　
廿
八
日
、
辛
丑
、
　
天
晴
、
晩
小
雨
、
次
雨
、

一
、
大
閤
御
方
　
江
戸
亞
相
渡
御
也
云
〻
、
御
能
有
之
、
御
機
嫌
ヨ
キ
云
〻
、

『
當
代
記
』
巻
三

文
祿
四
乙未
正
月

三
月
廿
八
日
、
太
閤
秀
吉
公
家
康
公
江
於
聚
樂
御
成
、
自
家
康
公
進
上
物
銀
三
千

枚
、
小
袖
百
、
此
内
唐
織
色

色
あ
り
、　
綿
千
把
、
八
丈
島
五
百
端
、
褶
三
百
端
、
太
刀
長光
、
御

（
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（
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）

（
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）

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

三
六

（
六
）慶
長
元
年（
一
五
九
六
）八
月
二
十
日
　
伏
見
邸
御
成

『
言
經
卿
記
』廿

三
日
、
丁
亥
、
天
晴
、
小
動
了
、
晩
陰
、
夜
雨
、

（
中
略
）

一
、
石
河
日
向
守
へ
罷
向
對
顏
了
、
吸
物
・
酒
有
之
、
去
廿
日
ニ
　
江
戶
内
府
亭

へ
　
大
（
豐
臣
秀
吉
）

閤
樣
茶
湯
ニ
渡
御
也
云
〻
、
キ
（
虛
堂
智
愚
）

タ
ウ
文
字
拜
領
也
云
〻
、
同
中
（
德
川
秀
忠
）

納
言

殿
へ
茶
壺
キ
ン
セ
イ
、
拜
領
云
〻
、
又
内
府
壺

可
被
遣
之
由
御
異
見
也

云
〻
、
関
東
江
戸
城
へ
卅
日
逗
留
御
イ
ト
マ
被
參
云
〻
、
上
下
路
次
卅
日
、

合
六
十
日
也
云
〻
」
大
閤
樣
御
機
嫌
也
云
〻
、
來
廿
八
日
ニ
内
府
御
下
向

也
云
〻
、
叉
明
後
日
廿
五
日
中
納
言
殿
へ
大
閤
樣
茶
湯
ニ
被
渡
御
云
〻
、

石（河
脫
カ
）

日
向
守
雜
談
了
、

（
七
）慶
長
二
年（
一
五
九
七
）七
月
十
三
日
　
伏
見
邸
御
成

『
言
經
卿
記
』十

二
日
、
辛
丑
、　
天
晴

（
中
略
）

一
、
江
戶
内
府
ヨ
リ
、
月

取
ニ
遣
之
處
ニ
、
明
日
　
大
（
豐
臣
秀
吉
）
閤
内
府
宅
へ
御
成
ニ
付

而
、
急
忙
之
間
、
重
而
可
相
渡
之
由
有
之
、
奉
行
岩
間
兵
庫
助
へ
錫
代
二
百

文
遣
了
、
少
モ
不
取
之
由
申
來
了
、
返
了
、
但
下
奉
行
二
人
二
十
疋
ツ
丶
遣

了
、

（
八
）慶
長
三
年（
一
五
九
八
）四
月
十
日
　
伏
見
邸
御
成

『
言
經
卿
記
』十

日
、
乙
丑
、
　
陰
、

（
中
略
）

一
、
伏
見
へ
發
足
、
冷
・
阿
茶
丸

同
道
了
、
先
日石

（
石
川
家
成
）

向
守
へ
罷
向
了
、
盃
酌
有
之
、

吸
物
也
、
今
日
　
大
（
豐
臣
秀
吉
）

閤
さ

江
戶
内
府
へ
」
御
成
也
、
昨
日
ナ
レ
ト
モ
今
日

也
云
〻
、
則
帰
京
了
、

文
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
の
御
成
以
外
で
、
秀
忠
邸
へ
の
御
成
を
含
め
確
認
さ
れ
る

八
回
の
事
例
で
は
、
文
禄
三
年
六
月
五
日
の
伏
見
邸
御
成
と
、
慶
長
元
年
八
月
二
十
日

の
伏
見
邸
御
成
が
比
較
的
情
報
量
が
多
い
も
の
の
、
具
体
的
内
容
が
分
か
る
ほ
ど
で
は

な
く
、
他
の
事
例
に
至
っ
て
は
大
半
が
御
成
の
事
実
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
慶

長
元
年
八
月
二
十
日
の
伏
見
邸
御
成
を
記
し
た
『
言
經
卿
記
』
の
記
録
か
ら
、
同
年
八

月
二
十
五
日
に
秀
忠
邸
へ
の
御
成
を
告
げ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
御

成
が
実
現
し
た
の
か
は
『
言
經
卿
記
』
に
記
載
は
無
く
、
他
の
史
料
か
ら
も
確
認
が
取

れ
な
い
。

御
成
記
録
の
多
く
が
『
言
經
卿
記
』
の
み
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ

の
八
回
の
御
成
は
規
式
に
即
し
た
方
法
で
多
数
の
相
伴
者
を
擁
し
て
実
施
し
た
大
が
か

り
な
御
成
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
文
禄
三
年
六
月
五
日
・
同
十
一
月
二
十
五
日
・
慶
長

元
年
八
月
二
十
日
の
三
回
は
茶
事
の
御
成
で
あ
り
、
特
に
文
禄
三
年
六
月
五
日
の
御
成

は
、「
終
日
ノ
饗
応
」
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
伏
見
城
普
請
場
巡
検
の
途
次
に
立
ち
寄
っ

た
形
で
あ
る
た
め
、
太
閤
と
し
て
の
威
信
儀
礼
で
は
な
く
、
秀
吉
個
人
の
嗜
好
に
よ
る

立
ち
寄
り
と
解
釈
出
来
る
。
文
禄
三
年
九
月
九
日
の
御
成
に
し
て
も
、
伏
見
邸
へ
出
仕

予
定
だ
っ
た
松
平
家
忠
が
、
秀
吉
の
御
成
が
あ
っ
た
た
め
出
仕
を
取
り
や
め
た
こ
と
か

ら
み
て
、
予
定
さ
れ
た
御
成
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。

な
お
、
慶
長
元
年
八
月
二
十
日
の
御
成
で
は
、
秀
吉
か
ら
家
康
に
「
キ
タ
ウ
文
字
」、

す
な
わ
ち
虚
堂
智
愚
の
墨
蹟
が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
徳
川
美



新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

三
九

（
一
五
二
五
〜
一
六
〇
六
）が
記
し
た
⑩
の
奥
付
ま
で
で
、
⑪
以
降
は
尾
張
藩
士
・
朝
岡
家

に
よ
る
七
五
三
・
五
五
三
形
式
で
膳
の
次
第
を
行
う
場
合
の
規
式
書
で
あ
る
。
こ
の
部

分
は
、
儀
礼
伝
書
と
し
て
相
伝
す
る
上
で
、
お
そ
ら
く
⑬
の
奥
付
が
記
さ
れ
た
寛
文
三

年（
一
六
六
三
）時
点
で
付
加
し
た
記
録
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
⑪
と
⑫
お
よ
び
⑬

部
分
は
『
群
書
類
従
』
に
は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
。

本
状
の
筆
者
は
、
朝
岡
弥
五
右
衛
門
尉
国
豊
で
、
朝
岡
伊
予
守
安
国（『
寛
政
重
修
諸

家
譜
』
で
は
「
泰
国
」、
一
五
二
九
〜
一
六
〇
〇
）の
第
二
子
に
あ
た
る
。
安
国
の
家
督
は
、

兄
の
泰
勝（
一
五
七
三
〜
一
六
二
九
）が
嗣
い
で
、
元
禄
二
年（
一
六
八
九
）に
刃
傷
沙
汰
で

改
易
に
な
る
ま
で
旗
本
と
し
て
存
続
し
た
。
国
豊
は
尾
張
徳
川
家
初
代
義
直
に
仕
え
て

分
家
し
、
尾
張
徳
川
家
の
故
実
礼
法
を
司
る
家
と
し
て
、
国
豊
の
血
統
は
江
戸
時
代
を

通
じ
て
命
脈
を
保
っ
た
。
国
豊
の
生
歿
年
は
未
詳
だ
が
、
父
・
兄
の
生
歿
年
か
ら
鑑
み

て
、
本
状
の
執
筆
時
点
で
は
晩
年
に
近
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
⑬
の
奧
付
で

父
・
安
国
の
名
も
併
記
し
て
い
る
が
、
安
国
は
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）に
歿
し
て
い
る

た
め
、
家
訓
・
秘
伝
書
の
よ
う
な
形
で
継
承
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
父
の
名
を
入
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
宛
先
の
青
山
弥
次
兵
衛
は
、
礼
法
を
伝
授
さ
れ
た
者
と
思
わ
れ
る
。

前
半
の
「
文
禄
四
年
御
成
記
」
部
分（
①
〜
⑩
）を
記
し
た
松
波
重
隆
は
、
家
康
に
仕

え
て
従
五
位
下
但
馬
守
に
叙
任
さ
れ
た
こ
と
、
慶
長
十
一
年
に
八
十
二
歳
で
歿
し
た
こ

と
し
か
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
記
載
は
な
く
、
文
禄
四
年
の
御
成
時
は
本
状
に
記
さ

れ
た
よ
う
に
、
御
献
方
奉
行
の
下
に
お
い
て
御
献
方
の
役
を
務
め
た
以
外
、
当
時
の
役

職
や
徳
川
家
内
の
立
場
は
不
明
で
あ
る
。
子
孫
は
六
百
二
十
石
の
旗
本
と
し
て
重
隆

以
降
六
代
を
数
え
た
も
の
の
、
元
禄
十
六
年（
一
七
〇
三
）に
重
隆
の
曾
孫
に
あ
た
る
重
純

（
一
六
八
〇
〜
一
七
〇
三
）の
代
で
無
嗣
断
絶
し
た
。

本
状
か
ら
判
る
こ
と
は
、
徳
川
家
を
挙
げ
て
の
接
待
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
前

書
き
に
お
い
て
「
都
鄙
之
珍
物
」
を
調
え
、「
何
之
御
成
ニ
増
培
一
段
馳
走
」
す
る
こ

と
を
堅
く
家
老
に
申
し
つ
け
、
台
所
を
統
括
す
る
大
角
与
左
衛
門
の
下
で
国
内
各
所
か

ら
料
理
人
を
集
め
て
、
徳
川
家
の
威
信
を
示
す
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
御
献

方
奉
行
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
膳
符（
膳
部
）方
に
は
有
力
家
臣
が
割
り
当
て
ら
れ（
表
1
）、

準
備
に
万
全
を
期
し
て
い
る
。

御
台
所
、
す
な
わ
ち
料
理
の
監
修
役
、
も
し
く
は
指
南
役
を
務
め
た
大
角
与
左
衛
門

は
、
豊
臣
家
の
厨
所
頭
で
、
御
膳
符
方
の
監
修
・
指
南
役
で
あ
る
道
春
・
西
道
・
道

祐
・
林
副
は
経
歴
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
豊
臣
家
の
同
朋
衆
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
徳
川
家
に
よ
る
饗
応
で
は
あ
る
も
の
の
、
秀
吉
の
好
み
な
ど
は
彼
ら
を
通
じ
て
遺

役
　
　
割

担
当
者
〈
表
記
名
〉

担
当
者
諱

生
歿
年

御
成
時

の
年
齢

御
成
時

の
官
位

御
成
時
の
領
地
・
役
職

備
　
　
考

御
台
所

大
角
与
左
衛
門

生
歿
年
未
詳

不
明

豊
臣
家
厨
所
頭

御
膳
符
方

道
春

生
歿
年
未
詳

不
明

不
明（
豊
臣
家
同
朋
衆
か
）

来
歴
不
明

西
道

生
歿
年
未
詳

不
明

不
明（
豊
臣
家
同
朋
衆
か
）

来
歴
不
明

道
祐

生
歿
年
未
詳

不
明

不
明（
豊
臣
家
同
朋
衆
か
）

来
歴
不
明

林
副

生
歿
年
未
詳

不
明

不
明（
豊
臣
家
同
朋
衆
か
）

来
歴
不
明

表
1　
「
式
御
成
之
次
第
」
に
み
る
文
禄
四
年
御
成
の
徳
川
家
役
割
分
担

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

三
八

腰
物
光忠
、
御
脇
指
行光
、
御
馬
一
疋
黑
毛
鞍

を
置
、
家
康
公
御
息 

中
納
言
秀
忠
進
上
物
銀

五
百
枚
、
小
袖
五
十
、
越
後
布
百
端
、
御
太
刀
一
腰
、
御
馬
一
疋
鹿毛
、
家
康
公
御

袋
進
上
物
小
袖
十
、
黄
金
十
枚
、
同
御
息
三
河
守
よ
り
小
袖
卅
、
其
外
十
萬
貫
以

上
の
衆
小
袖
廿
、
三
萬
貫
二
萬
貫
と
を
り
衆
小
袖
五
つ
丶
、
五
千
貫
二
千
貫
と
を

り
迄
小
袖
、
或
は
三
或
は
二
進
上
也
、
即
還
御
也
、

『
武
徳
編
年
集
成
』

○
廿
八
日
　
秀
吉
牛ウ

シ
ク
ル
マ車ニ

テ
聚
楽
城
下
　
神
君
ノ
舘
ニ
来
臨
供
奉
皆
直
垂
ヲ
着
ス

神
君
ヨ
リ
長
光
ノ
太
刀 

光
忠
ノ
刀 
行
光
ノ
脇
差 

良
馬
一
匹
驪
毛
鞍
置 

白
銀
三
千
枚

則
三
万
両

ナ
リ
　

 

美
服
百
領
此
内
　
　
　
　

唐
織
色
々
ナ
リ 

八
丈
嶋
五
百
端 

褶
三
百
反

台
徳
公
ヨ
リ
太
刀
一
腰 

馬
一
匹 

白
銀
五
百
枚 
時
服
五
十
領 

越
後
布
百
端
　
傳

通
院
殿
ヨ
リ
黄
金
十
枚 

時
服
十
領 

結
城
少
将
秀
康
朝
臣
ヨ
リ
時
服
三
十
領
及
ヒ

神
君
ノ
　
御
家
人
十
万
貫
以
上
ノ
輩
時
服
二
十
領 
三
万
貫
二
万
貫
ノ
族
時
服
五

領 

五
千
貫
ヨ
リ
二
千
貫
迠
ハ
時
服
或
ハ
三
領
或
ハ
二
領
ヲ
献
ス 
饗
応
ノ
美 

筆
紙

ニ
不
及
ト
云
〻

こ
の
他
に
『
朝
野
舊
聞
裒
藁
』
に
記
載
さ
れ
た
引
用
史
料
に
は
、「
創
業
記
」「
御
年

譜
」「
家
忠
日
記
追
加
」「
武
徳
大
成
記
」「
落
穂
集
」「
貞
享
書
上
」
な
ど
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
前
記
の
史
料
と
ほ
ぼ
同
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
能
の
上
覧
、
刀
剣
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
献
上
物
、
家
康
以
外
の
一
族
の
臨
席
な
ど
、
前
項
で
紹
介
し
た
御
成

記
録
に
は
見
ら
れ
な
い
儀
礼
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
御
成
が
特
別
な
行
事
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

文
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
の
徳
川
邸
御
成
に
つ
い
て
は
、『
朝
野
舊
聞
裒
藁
』
で
「
文

禄
四
年
御
成
記
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
式
次
第
に
関
す
る
記
録
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

具
体
的
な
内
容
が
あ
る
程
度
判
明
す
る
。「
文
禄
四
年
御
成
記
」
は
、『
群
書
類
従
』
巻

四
百
九
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
が
所
蔵
す
る
、
尾
張
徳
川
家
の

故
実
礼
法
を
司
っ
た
尾
張
藩
士
朝
岡
家
伝
来
の
小
笠
原
流
伝
書
記
録
群
の
中
に
、「
式

御
成
之
次
第
」（
以
下
、「
本
状
」
と
い
う
）と
題
し
て
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
録
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
文
言
の
表
記
や
、
記
載
項
目
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
大
意
は
同
じ
で
、
御
成
儀

礼
の
凡
例
と
し
て
後
世
に
継
承
さ
れ
た
記
録
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る（
史
料
1
）。
な
お
、

本
状
は
紙
本
墨
書
で
、
法
量
は
縦
一
七
・
九
糎
・
長
七
七
〇
・
九
糎
で
あ
り
、
以
下
の

よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

①
　
御
成
時
の
役
割
分
担

②
　
家
康
の
進
物
次
第（
初
献
〜
七
献
）

③
　
一
門
・
家
中
の
進
物
次
第

④
　
相
伴
衆
一
覧（
公
家
・
大
名
）

⑤
　
献
の
部
次
第（
初
献
〜
七
献
）

⑥
　
膳
の
部
次
第（
本
膳
〜
七
之
膳
・
菓
子
十
二
種
）

⑦
　
相
伴
衆
膳
の
次
第（
本
膳
〜
五
之
膳
・
菓
子
九
種
）

⑧
　
諸
大
夫
衆
膳
の
次
第（
本
膳
〜
三
之
膳
・
菓
子
七
種
）

⑨
　
能
楽
屋
膳
の
次
第（
本
膳
〜
三
之
膳
・
菓
子
五
種
）

⑩
　
松
波
重
隆
奧
付（
文
禄
四
年
三
月
廿
八
日
）

⑪
　
七
五
三
膳
の
次
第（
本
膳
〜
三
之
膳
・
菓
子
九
種
）

⑫
　
五
五
三
膳
の
次
第（
本
膳
〜
三
之
膳
・
菓
子
九
種
）

⑬
　
朝
岡
安
国
・
朝
岡
国
豊
奥
付（
寛
文
三
癸
卯
年
二
月
十
二
日
）

文
禄
四
年
の
御
成
に
関
す
る
記
録
は
、
こ
の
御
成
を
差
配
し
た
松
波
右
衛
門
尉
重
隆

（
19
）



新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

三
九

（
一
五
二
五
〜
一
六
〇
六
）が
記
し
た
⑩
の
奥
付
ま
で
で
、
⑪
以
降
は
尾
張
藩
士
・
朝
岡
家

に
よ
る
七
五
三
・
五
五
三
形
式
で
膳
の
次
第
を
行
う
場
合
の
規
式
書
で
あ
る
。
こ
の
部

分
は
、
儀
礼
伝
書
と
し
て
相
伝
す
る
上
で
、
お
そ
ら
く
⑬
の
奥
付
が
記
さ
れ
た
寛
文
三

年（
一
六
六
三
）時
点
で
付
加
し
た
記
録
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
⑪
と
⑫
お
よ
び
⑬

部
分
は
『
群
書
類
従
』
に
は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
。

本
状
の
筆
者
は
、
朝
岡
弥
五
右
衛
門
尉
国
豊
で
、
朝
岡
伊
予
守
安
国（『
寛
政
重
修
諸

家
譜
』
で
は
「
泰
国
」、
一
五
二
九
〜
一
六
〇
〇
）の
第
二
子
に
あ
た
る
。
安
国
の
家
督
は
、

兄
の
泰
勝（
一
五
七
三
〜
一
六
二
九
）が
嗣
い
で
、
元
禄
二
年（
一
六
八
九
）に
刃
傷
沙
汰
で

改
易
に
な
る
ま
で
旗
本
と
し
て
存
続
し
た
。
国
豊
は
尾
張
徳
川
家
初
代
義
直
に
仕
え
て

分
家
し
、
尾
張
徳
川
家
の
故
実
礼
法
を
司
る
家
と
し
て
、
国
豊
の
血
統
は
江
戸
時
代
を

通
じ
て
命
脈
を
保
っ
た
。
国
豊
の
生
歿
年
は
未
詳
だ
が
、
父
・
兄
の
生
歿
年
か
ら
鑑
み

て
、
本
状
の
執
筆
時
点
で
は
晩
年
に
近
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
⑬
の
奧
付
で

父
・
安
国
の
名
も
併
記
し
て
い
る
が
、
安
国
は
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）に
歿
し
て
い
る

た
め
、
家
訓
・
秘
伝
書
の
よ
う
な
形
で
継
承
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
父
の
名
を
入
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
宛
先
の
青
山
弥
次
兵
衛
は
、
礼
法
を
伝
授
さ
れ
た
者
と
思
わ
れ
る
。

前
半
の
「
文
禄
四
年
御
成
記
」
部
分（
①
〜
⑩
）を
記
し
た
松
波
重
隆
は
、
家
康
に
仕

え
て
従
五
位
下
但
馬
守
に
叙
任
さ
れ
た
こ
と
、
慶
長
十
一
年
に
八
十
二
歳
で
歿
し
た
こ

と
し
か
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
記
載
は
な
く
、
文
禄
四
年
の
御
成
時
は
本
状
に
記
さ

れ
た
よ
う
に
、
御
献
方
奉
行
の
下
に
お
い
て
御
献
方
の
役
を
務
め
た
以
外
、
当
時
の
役

職
や
徳
川
家
内
の
立
場
は
不
明
で
あ
る
。
子
孫
は
六
百
二
十
石
の
旗
本
と
し
て
重
隆

以
降
六
代
を
数
え
た
も
の
の
、
元
禄
十
六
年（
一
七
〇
三
）に
重
隆
の
曾
孫
に
あ
た
る
重
純

（
一
六
八
〇
〜
一
七
〇
三
）の
代
で
無
嗣
断
絶
し
た
。

本
状
か
ら
判
る
こ
と
は
、
徳
川
家
を
挙
げ
て
の
接
待
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
前

書
き
に
お
い
て
「
都
鄙
之
珍
物
」
を
調
え
、「
何
之
御
成
ニ
増
培
一
段
馳
走
」
す
る
こ

と
を
堅
く
家
老
に
申
し
つ
け
、
台
所
を
統
括
す
る
大
角
与
左
衛
門
の
下
で
国
内
各
所
か

ら
料
理
人
を
集
め
て
、
徳
川
家
の
威
信
を
示
す
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
御
献

方
奉
行
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
膳
符（
膳
部
）方
に
は
有
力
家
臣
が
割
り
当
て
ら
れ（
表
1
）、

準
備
に
万
全
を
期
し
て
い
る
。

御
台
所
、
す
な
わ
ち
料
理
の
監
修
役
、
も
し
く
は
指
南
役
を
務
め
た
大
角
与
左
衛
門

は
、
豊
臣
家
の
厨
所
頭
で
、
御
膳
符
方
の
監
修
・
指
南
役
で
あ
る
道
春
・
西
道
・
道

祐
・
林
副
は
経
歴
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
豊
臣
家
の
同
朋
衆
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
徳
川
家
に
よ
る
饗
応
で
は
あ
る
も
の
の
、
秀
吉
の
好
み
な
ど
は
彼
ら
を
通
じ
て
遺

役
　
　
割

担
当
者
〈
表
記
名
〉

担
当
者
諱

生
歿
年

御
成
時

の
年
齢

御
成
時

の
官
位

御
成
時
の
領
地
・
役
職

備
　
　
考

御
台
所

大
角
与
左
衛
門

生
歿
年
未
詳

不
明

豊
臣
家
厨
所
頭

御
膳
符
方

道
春

生
歿
年
未
詳

不
明

不
明（
豊
臣
家
同
朋
衆
か
）

来
歴
不
明

西
道

生
歿
年
未
詳

不
明

不
明（
豊
臣
家
同
朋
衆
か
）

来
歴
不
明

道
祐

生
歿
年
未
詳

不
明

不
明（
豊
臣
家
同
朋
衆
か
）

来
歴
不
明

林
副

生
歿
年
未
詳

不
明

不
明（
豊
臣
家
同
朋
衆
か
）

来
歴
不
明

表
1　
「
式
御
成
之
次
第
」
に
み
る
文
禄
四
年
御
成
の
徳
川
家
役
割
分
担

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

三
八

腰
物
光忠
、
御
脇
指
行光
、
御
馬
一
疋
黑
毛
鞍

を
置
、
家
康
公
御
息 

中
納
言
秀
忠
進
上
物
銀

五
百
枚
、
小
袖
五
十
、
越
後
布
百
端
、
御
太
刀
一
腰
、
御
馬
一
疋
鹿毛
、
家
康
公
御

袋
進
上
物
小
袖
十
、
黄
金
十
枚
、
同
御
息
三
河
守
よ
り
小
袖
卅
、
其
外
十
萬
貫
以

上
の
衆
小
袖
廿
、
三
萬
貫
二
萬
貫
と
を
り
衆
小
袖
五
つ
丶
、
五
千
貫
二
千
貫
と
を

り
迄
小
袖
、
或
は
三
或
は
二
進
上
也
、
即
還
御
也
、

『
武
徳
編
年
集
成
』

○
廿
八
日
　
秀
吉
牛ウ

シ
ク
ル
マ車ニ

テ
聚
楽
城
下
　
神
君
ノ
舘
ニ
来
臨
供
奉
皆
直
垂
ヲ
着
ス

神
君
ヨ
リ
長
光
ノ
太
刀 

光
忠
ノ
刀 

行
光
ノ
脇
差 

良
馬
一
匹
驪
毛

鞍
置 

白
銀
三
千
枚

則
三
万
両

ナ
リ

　

 

美
服
百
領
此
内

　
　
　
　

唐
織
色
々
ナ
リ 

八
丈
嶋
五
百
端 

褶
三
百
反

台
徳
公
ヨ
リ
太
刀
一
腰 

馬
一
匹 

白
銀
五
百
枚 

時
服
五
十
領 

越
後
布
百
端
　
傳

通
院
殿
ヨ
リ
黄
金
十
枚 

時
服
十
領 

結
城
少
将
秀
康
朝
臣
ヨ
リ
時
服
三
十
領
及
ヒ

神
君
ノ
　
御
家
人
十
万
貫
以
上
ノ
輩
時
服
二
十
領 

三
万
貫
二
万
貫
ノ
族
時
服
五

領 

五
千
貫
ヨ
リ
二
千
貫
迠
ハ
時
服
或
ハ
三
領
或
ハ
二
領
ヲ
献
ス 

饗
応
ノ
美 

筆
紙

ニ
不
及
ト
云
〻

こ
の
他
に
『
朝
野
舊
聞
裒
藁
』
に
記
載
さ
れ
た
引
用
史
料
に
は
、「
創
業
記
」「
御
年

譜
」「
家
忠
日
記
追
加
」「
武
徳
大
成
記
」「
落
穂
集
」「
貞
享
書
上
」
な
ど
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
前
記
の
史
料
と
ほ
ぼ
同
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
能
の
上
覧
、
刀
剣
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
献
上
物
、
家
康
以
外
の
一
族
の
臨
席
な
ど
、
前
項
で
紹
介
し
た
御
成

記
録
に
は
見
ら
れ
な
い
儀
礼
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
御
成
が
特
別
な
行
事
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

文
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
の
徳
川
邸
御
成
に
つ
い
て
は
、『
朝
野
舊
聞
裒
藁
』
で
「
文

禄
四
年
御
成
記
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
式
次
第
に
関
す
る
記
録
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

具
体
的
な
内
容
が
あ
る
程
度
判
明
す
る
。「
文
禄
四
年
御
成
記
」
は
、『
群
書
類
従
』
巻

四
百
九
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
が
所
蔵
す
る
、
尾
張
徳
川
家
の

故
実
礼
法
を
司
っ
た
尾
張
藩
士
朝
岡
家
伝
来
の
小
笠
原
流
伝
書
記
録
群
の
中
に
、「
式

御
成
之
次
第
」（
以
下
、「
本
状
」
と
い
う
）と
題
し
て
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
録
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
文
言
の
表
記
や
、
記
載
項
目
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
大
意
は
同
じ
で
、
御
成
儀

礼
の
凡
例
と
し
て
後
世
に
継
承
さ
れ
た
記
録
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る（
史
料
1
）。
な
お
、

本
状
は
紙
本
墨
書
で
、
法
量
は
縦
一
七
・
九
糎
・
長
七
七
〇
・
九
糎
で
あ
り
、
以
下
の

よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

①
　
御
成
時
の
役
割
分
担

②
　
家
康
の
進
物
次
第（
初
献
〜
七
献
）

③
　
一
門
・
家
中
の
進
物
次
第

④
　
相
伴
衆
一
覧（
公
家
・
大
名
）

⑤
　
献
の
部
次
第（
初
献
〜
七
献
）

⑥
　
膳
の
部
次
第（
本
膳
〜
七
之
膳
・
菓
子
十
二
種
）

⑦
　
相
伴
衆
膳
の
次
第（
本
膳
〜
五
之
膳
・
菓
子
九
種
）

⑧
　
諸
大
夫
衆
膳
の
次
第（
本
膳
〜
三
之
膳
・
菓
子
七
種
）

⑨
　
能
楽
屋
膳
の
次
第（
本
膳
〜
三
之
膳
・
菓
子
五
種
）

⑩
　
松
波
重
隆
奧
付（
文
禄
四
年
三
月
廿
八
日
）

⑪
　
七
五
三
膳
の
次
第（
本
膳
〜
三
之
膳
・
菓
子
九
種
）

⑫
　
五
五
三
膳
の
次
第（
本
膳
〜
三
之
膳
・
菓
子
九
種
）

⑬
　
朝
岡
安
国
・
朝
岡
国
豊
奥
付（
寛
文
三
癸
卯
年
二
月
十
二
日
）

文
禄
四
年
の
御
成
に
関
す
る
記
録
は
、
こ
の
御
成
を
差
配
し
た
松
波
右
衛
門
尉
重
隆

（
19
）



新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

四
一

相
伴
者〈
表
記
名
〉
相
伴
者〈
通
称
〉

生
歿
年

御
成
時

の
年
齢

御
成
時

の
官
位

御
成
時
の
領
地
・
石
高

備
　
　
考

聖
護
院

道
勝

１
５
７
６
│

１
６
２
０

20

誠
仁
親
王
第
五
王
子
・
後
の
興
意
法
親
王
。

菊
亭
右
太
臣

今
出
川
晴
季

１
５
３
９
│

１
６
１
７

57

従
一
位

正
し
く
は
「
右
大
臣
」・
8
月
25
日
越
後
流
罪（
秀
次
事
件
）。

武
蔵
大
納
言

徳
川
家
康

１
５
４
２
│

１
６
１
６

54

従
二
位

武
蔵
国
江
戸
城
主
２
、４
０
２
、０
０
０
石
石
高
は
『
徳
川
諸
家
系
譜
』
に
基
づ
く
。

久
我
大
納
言

久
我
敦
通

１
５
６
５
│

１
６
２
４

31

正
二
位

勧
修
寺
大
納
言

勧
修
寺
晴
豊

１
５
４
４
│

１
６
０
２

52

正
二
位

中
山
大
納
言

中
山
親
綱

１
５
４
４
│

１
５
９
８

52

正
二
位

烏
丸
大
納
言

烏
丸
光
宣

１
５
４
９
│

１
６
１
１

47

正
二
位

日
野
大
納
言

日
野
輝
資

１
５
５
５
│

１
６
２
３

41

正
二
位

廣
橋
中
納
言

廣
橋
兼
勝

１
５
５
８
│

１
６
２
２

38

従
二
位

藤
宰
相

高
倉
永
孝

１
５
６
０
│

１
６
０
７

36

従
三
位

飛
鳥
井
中
将

飛
鳥
井
雅
庸

１
５
６
９
│

１
６
１
５

27

正
四
位
下

羽
柴
備
前
中
納
言
宇
喜
多
秀
家

１
５
７
２
│

１
６
５
５

24

従
三
位

備
前
国
岡
山
城
主

『
公
卿
補
任
』
で
は
文
禄
3
年
7
月
29
日
に
権
中
納
言
辞
退
。

同
岐
阜
中
納
言

織
田
秀
信

１
５
８
０
│

１
６
０
５

16

従
三
位

美
濃
国
岐
阜
城
主
１
３
０
、０
０
０
石

『
公
卿
補
任
』
で
は
文
禄
5
年
、
従
三
位
中
納
言
任
官
。

同
大
和
中
納
言

豊
臣
秀
保

１
５
７
９
│

１
５
９
５

17

従
三
位

大
和
国
郡
山
城
主

『
公
卿
補
任
』
で
は
天
正
20
年
6
月
28
日
に
権
中
納
言
辞
退
。

同
筑
前
中
納
言

小
早
川
秀
俊

１
５
８
２
│

１
６
０
２

14

従
三
位

筑
前
国
名
島
城
主
３
３
６
、１
４
０
石

後
の「
秀
秋
」・『
公
卿
補
任
』で
は
天
正
20
年
9
月
20
日
に
権
中
納
言
辞
退
。

同
安
藝
中
納
言

毛
利
輝
元

１
５
５
３
│

１
６
２
５

43

従
三
位

安
芸
国
広
島
城
主
１
、１
２
０
、０
０
０
石
『
公
卿
補
任
』で
は
参
議
、慶
長
2
年
3
月
10
日
に
従
三
位
権
中
納
言
任
官
。

『
寛
政
譜
』
で
は
文
禄
4
年
正
月
に
従
三
位
中
納
言
任
官
。

同
加
賀
中
納
言

前
田
利
家

１
５
３
８
？
│

１
５
９
９

58

従
三
位

加
賀
国
金
沢
城
主

『
公
卿
補
任
』
で
は
文
禄
3
年
5
月
20
日
に
権
中
納
言
辞
退
。

同
越
後
中
納
言

上
杉
景
勝

１
５
５
５
│

１
６
２
３

41

従
三
位

越
後
国
春
日
山
城
主

慶
長
3
年
正
月
10
日
、
陸
奥
国
会
津
若
松
城
主
一
、二
〇
〇
、〇
〇
〇
石
。

同
安
藝
宰
相

毛
利
秀
元

１
５
７
９
│

１
６
５
０

17

不
明

毛
利
輝
元
嫡
子

『
寛
政
譜
』
で
は
正
四
位
上
侍
従
、
文
禄
4
年
7
月
27
日
に
正
三
位
参
議
。

同
三
原
宰
相

小
早
川
隆
景

１
５
３
３
│

１
５
９
７

63

不
明

安
芸
国
三
原
城
主

『
寛
政
譜
』で
は
従
四
位
下
侍
従
、文
禄
4
年
8
月
6
日
に
従
三
位
中
納
言
。

同
丹
後
少
将

細
川
忠
興

１
５
６
３
│

１
６
４
５

33

従
四
位
下

丹
後
国
宮
津
城
主
１
２
０
、０
０
０
石

同
結
城
少
将

結
城
秀
康

１
５
７
４
│

１
６
０
７

22

従
四
位
下

下
総
国
結
城
城
主
１
０
１
、０
０
０
石

徳
川
家
康
次
男
。

同
越
中
少
将

前
田
利
勝（
利
長
）
１
５
６
２
│

１
６
１
４

35

従
四
位
下

越
中
国
富
山
城
主

前
田
利
家
嫡
男
。『
寛
政
譜
』
で
は
文
禄
4
年
に
中
将
。

同
吉
田
侍
従

池
田
輝
政

１
５
６
４
│

１
６
１
３

32

従
四
位
下

三
河
国
吉
田
城
主
１
５
２
、０
０
０
石

同
若
桜
侍
従

木
下
勝
俊

１
５
６
９
│

１
６
４
９

27

従
四
位
下
か
若
狭
国
後
瀬
山
城
主
６
２
、０
０
０
石

同
郡
上
侍
従

稲
葉
貞
通

１
５
４
６
│

１
６
０
３

50

従
四
位
下
か
美
濃
国
郡
上
八
幡
城
主

『
寛
政
譜
』
で
は
従
五
位
下
、『
寛
永
傳
』
で
は
従
四
位
下
。

同
松
任
侍
従

丹
羽
長
重

１
５
７
１
│

１
６
３
７

25

従
四
位
下

加
賀
国
松
任
城
主
４
３
、０
０
０
石

表
2　
「
式
御
成
之
次
第
」
に
み
る
文
禄
四
年
御
成
の
相
伴
衆

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

四
〇

料
理（
人
）

上
京
下
京
衆

　

堺
衆

大
坂
衆

奈
良
之
衆

賀
茂
衆

関
東
衆

御
献
方
奉
行

嶋
田
次
兵
衛

重
次（
し
げ
つ
ぐ
）
１
５
４
５
│

１
６
３
７

51

武
蔵
国
内
２
、０
０
０
石

浅
井
雁
兵
衛

道
多（
み
ち
あ
ま
）
１
５
７
７
│

１
６
３
４

19

不
明（
嫡
子
政
道
は
凜
米
２
０
０
俵
給
付
）

加
藤
喜
助

正
次（
ま
さ
つ
ぐ
）
１
５
４
９
│

１
６
１
３

47

武
蔵
国
・
上
総
国
内
２
、０
０
０
石

森
河
金
右
衛
門

氏
俊（
う
じ
と
し
）
１
５
４
５
│

１
５
９
８

51

武
蔵
国
・
上
総
国
内
２
、０
０
０
石

『
寛
政
譜
』で
は「
森
川
」

阿
部
八
右
衛
門

正
廣（
ま
さ
ひ
ろ
）
１
５
５
０
│

１
６
０
２

46

２
、０
０
０
石

御
献
方
之
役

松
波
右
衛
門

重
隆（
し
げ
た
か
）
１
５
２
５
│

１
６
０
６

71

不
明（
子
孫
は
６
２
０
石
知
行
）

御
湯
漬
之
御
膳
符
方

石
河
日
向
守

家
成（
い
え
な
り
）
１
５
３
４
│

１
６
０
９

62

従
五
位
下
伊
豆
国
梅
縄
城
主（
隠
棲
領
）５
、０
０
０
石

『
寛
政
譜
』で
は「
石
川
」

諸
大
夫
衆
江
御
膳
符
方

大
久
保
十
兵
衛

長
安（
な
が
や
す
）
１
５
４
５
│

１
６
１
３

51

不
明

伊
奈
熊
蔵

忠
次（
た
だ
つ
ぐ
）
１
５
５
０
│

１
６
１
０

46

関
東
郡
代
兼
甲
府
代
官
・
武
蔵
国
内
１
０
、０
０
０
石

彦
坂
小
刑
部

元
成（
も
と
な
り
）

生
歿
年
未
詳

不
明

町
奉
行

御
能
之
時
楽
屋
ニ
オ
イ
テ
膳
符
方

酒
井
宮
内
太
輔

家
次（
い
え
つ
ぐ
）
１
５
６
４
│

１
６
１
９

32

従
五
位
下
下
総
国
臼
井
城
主
３
０
、０
０
０
石

正
し
く
は
「
宮
内
大
輔
」

石
河
左
右
衛
門
大
夫
康
通（
や
す
み
ち
）
１
５
５
４
│

１
６
０
７

42

上
総
国
成
戸
城
主
２
０
、０
０
０
石

『
寛
政
譜
』で
は「
石
川
」

平
岩
主
計
頭

親
吉（
ち
か
よ
し
）
１
５
４
２
│

１
６
１
１

54

従
五
位
下
上
野
国
廐
橋
城
主
３
３
、０
０
０
石

烏
帽
子
着
之
衆
江
膳
符
方

本
多
豊
後
守

康
重（
や
す
し
げ
）
１
５
５
４
│

１
６
１
１

42

従
五
位
下
上
野
国
白
井
城
主
２
０
、０
０
０
石

鳥
居
彦
右
衛
門

元
忠（
も
と
た
だ
）
１
５
３
９
│

１
６
０
０

57

下
総
国
矢
作
城
主
４
０
、０
０
０
石

牧
野
右
馬
允

康
成（
や
す
な
り
）
１
５
５
５
│

１
６
０
９

41

上
野
国
大
胡
城
主
２
０
、０
０
０
石

小
笠
原
信
濃
守

秀
政（
ひ
で
ま
さ
）
１
５
６
９
│

１
６
１
５

27

従
五
位
下
下
総
国
古
河
城
主
３
０
、０
０
０
石

正
し
く
は
「
上
野
介
」

料
理
仕
立
之
膳
符
方

本
多
中
務
丞

忠
勝（
た
だ
か
つ
）
１
５
４
８
│

１
６
１
０

48

従
五
位
下
上
総
国
大
多
喜
城
主
１
０
０
、０
０
０
石

正
し
く
は
「
中
務
大
輔
」

井
侍
従

直
政（
な
お
ま
さ
）
１
５
６
１
│

１
６
０
２

35

従
五
位
下
上
野
国
箕
輪
城
主
１
２
０
、０
０
０
石

井
伊
直
政

榊
原
式
部
太
輔

康
政（
や
す
ま
さ
）
１
５
４
８
│

１
６
０
６

48

従
五
位
下
上
野
国
館
林
城
主
１
０
０
、０
０
０
石

正
し
く
は
「
式
部
大
輔
」

御
菓
子
奉
行

四
郎
次
郎

清
延（
き
よ
の
ぶ
）
１
５
４
２
│

１
５
９
６

54

茶
屋
家
初
代

永
仁

生
年
未
詳
│

１
６
１
６

不
明

亀
屋
栄
任



新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

四
一

相
伴
者〈
表
記
名
〉
相
伴
者〈
通
称
〉

生
歿
年

御
成
時

の
年
齢

御
成
時

の
官
位

御
成
時
の
領
地
・
石
高

備
　
　
考

聖
護
院

道
勝

１
５
７
６
│

１
６
２
０

20

誠
仁
親
王
第
五
王
子
・
後
の
興
意
法
親
王
。

菊
亭
右
太
臣

今
出
川
晴
季

１
５
３
９
│

１
６
１
７

57

従
一
位

正
し
く
は
「
右
大
臣
」・
8
月
25
日
越
後
流
罪（
秀
次
事
件
）。

武
蔵
大
納
言

徳
川
家
康

１
５
４
２
│

１
６
１
６

54

従
二
位

武
蔵
国
江
戸
城
主
２
、４
０
２
、０
０
０
石
石
高
は
『
徳
川
諸
家
系
譜
』
に
基
づ
く
。

久
我
大
納
言

久
我
敦
通

１
５
６
５
│

１
６
２
４

31

正
二
位

勧
修
寺
大
納
言

勧
修
寺
晴
豊

１
５
４
４
│

１
６
０
２

52

正
二
位

中
山
大
納
言

中
山
親
綱

１
５
４
４
│

１
５
９
８

52

正
二
位

烏
丸
大
納
言

烏
丸
光
宣

１
５
４
９
│

１
６
１
１

47

正
二
位

日
野
大
納
言

日
野
輝
資

１
５
５
５
│

１
６
２
３

41

正
二
位

廣
橋
中
納
言

廣
橋
兼
勝

１
５
５
８
│

１
６
２
２

38

従
二
位

藤
宰
相

高
倉
永
孝

１
５
６
０
│

１
６
０
７

36

従
三
位

飛
鳥
井
中
将

飛
鳥
井
雅
庸

１
５
６
９
│

１
６
１
５

27

正
四
位
下

羽
柴
備
前
中
納
言
宇
喜
多
秀
家

１
５
７
２
│

１
６
５
５

24

従
三
位

備
前
国
岡
山
城
主

『
公
卿
補
任
』
で
は
文
禄
3
年
7
月
29
日
に
権
中
納
言
辞
退
。

同
岐
阜
中
納
言

織
田
秀
信

１
５
８
０
│

１
６
０
５

16

従
三
位

美
濃
国
岐
阜
城
主
１
３
０
、０
０
０
石

『
公
卿
補
任
』
で
は
文
禄
5
年
、
従
三
位
中
納
言
任
官
。

同
大
和
中
納
言

豊
臣
秀
保

１
５
７
９
│

１
５
９
５

17

従
三
位

大
和
国
郡
山
城
主

『
公
卿
補
任
』
で
は
天
正
20
年
6
月
28
日
に
権
中
納
言
辞
退
。

同
筑
前
中
納
言

小
早
川
秀
俊

１
５
８
２
│

１
６
０
２

14

従
三
位

筑
前
国
名
島
城
主
３
３
６
、１
４
０
石

後
の「
秀
秋
」・『
公
卿
補
任
』で
は
天
正
20
年
9
月
20
日
に
権
中
納
言
辞
退
。

同
安
藝
中
納
言

毛
利
輝
元

１
５
５
３
│

１
６
２
５

43

従
三
位

安
芸
国
広
島
城
主
１
、１
２
０
、０
０
０
石
『
公
卿
補
任
』で
は
参
議
、慶
長
2
年
3
月
10
日
に
従
三
位
権
中
納
言
任
官
。

『
寛
政
譜
』
で
は
文
禄
4
年
正
月
に
従
三
位
中
納
言
任
官
。

同
加
賀
中
納
言

前
田
利
家

１
５
３
８
？
│

１
５
９
９

58

従
三
位

加
賀
国
金
沢
城
主

『
公
卿
補
任
』
で
は
文
禄
3
年
5
月
20
日
に
権
中
納
言
辞
退
。

同
越
後
中
納
言

上
杉
景
勝

１
５
５
５
│

１
６
２
３

41

従
三
位

越
後
国
春
日
山
城
主

慶
長
3
年
正
月
10
日
、
陸
奥
国
会
津
若
松
城
主
一
、二
〇
〇
、〇
〇
〇
石
。

同
安
藝
宰
相

毛
利
秀
元

１
５
７
９
│

１
６
５
０

17

不
明

毛
利
輝
元
嫡
子

『
寛
政
譜
』
で
は
正
四
位
上
侍
従
、
文
禄
4
年
7
月
27
日
に
正
三
位
参
議
。

同
三
原
宰
相

小
早
川
隆
景

１
５
３
３
│

１
５
９
７

63

不
明

安
芸
国
三
原
城
主

『
寛
政
譜
』で
は
従
四
位
下
侍
従
、文
禄
4
年
8
月
6
日
に
従
三
位
中
納
言
。

同
丹
後
少
将

細
川
忠
興

１
５
６
３
│

１
６
４
５

33

従
四
位
下

丹
後
国
宮
津
城
主
１
２
０
、０
０
０
石

同
結
城
少
将

結
城
秀
康

１
５
７
４
│

１
６
０
７

22

従
四
位
下

下
総
国
結
城
城
主
１
０
１
、０
０
０
石

徳
川
家
康
次
男
。

同
越
中
少
将

前
田
利
勝（
利
長
）
１
５
６
２
│

１
６
１
４

35

従
四
位
下

越
中
国
富
山
城
主

前
田
利
家
嫡
男
。『
寛
政
譜
』
で
は
文
禄
4
年
に
中
将
。

同
吉
田
侍
従

池
田
輝
政

１
５
６
４
│

１
６
１
３

32

従
四
位
下

三
河
国
吉
田
城
主
１
５
２
、０
０
０
石

同
若
桜
侍
従

木
下
勝
俊

１
５
６
９
│

１
６
４
９

27

従
四
位
下
か
若
狭
国
後
瀬
山
城
主
６
２
、０
０
０
石

同
郡
上
侍
従

稲
葉
貞
通

１
５
４
６
│

１
６
０
３

50

従
四
位
下
か
美
濃
国
郡
上
八
幡
城
主

『
寛
政
譜
』
で
は
従
五
位
下
、『
寛
永
傳
』
で
は
従
四
位
下
。

同
松
任
侍
従

丹
羽
長
重

１
５
７
１
│

１
６
３
７

25

従
四
位
下

加
賀
国
松
任
城
主
４
３
、０
０
０
石

表
2　
「
式
御
成
之
次
第
」
に
み
る
文
禄
四
年
御
成
の
相
伴
衆

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

四
〇

料
理（
人
）

上
京
下
京
衆

　

堺
衆

大
坂
衆

奈
良
之
衆

賀
茂
衆

関
東
衆

御
献
方
奉
行

嶋
田
次
兵
衛

重
次（
し
げ
つ
ぐ
）
１
５
４
５
│

１
６
３
７

51

武
蔵
国
内
２
、０
０
０
石

浅
井
雁
兵
衛

道
多（
み
ち
あ
ま
）
１
５
７
７
│

１
６
３
４

19

不
明（
嫡
子
政
道
は
凜
米
２
０
０
俵
給
付
）

加
藤
喜
助

正
次（
ま
さ
つ
ぐ
）
１
５
４
９
│

１
６
１
３

47

武
蔵
国
・
上
総
国
内
２
、０
０
０
石

森
河
金
右
衛
門

氏
俊（
う
じ
と
し
）
１
５
４
５
│

１
５
９
８

51

武
蔵
国
・
上
総
国
内
２
、０
０
０
石

『
寛
政
譜
』で
は「
森
川
」

阿
部
八
右
衛
門

正
廣（
ま
さ
ひ
ろ
）
１
５
５
０
│

１
６
０
２

46

２
、０
０
０
石

御
献
方
之
役

松
波
右
衛
門

重
隆（
し
げ
た
か
）
１
５
２
５
│

１
６
０
６

71

不
明（
子
孫
は
６
２
０
石
知
行
）

御
湯
漬
之
御
膳
符
方

石
河
日
向
守

家
成（
い
え
な
り
）
１
５
３
４
│

１
６
０
９

62

従
五
位
下
伊
豆
国
梅
縄
城
主（
隠
棲
領
）５
、０
０
０
石

『
寛
政
譜
』で
は「
石
川
」

諸
大
夫
衆
江
御
膳
符
方

大
久
保
十
兵
衛

長
安（
な
が
や
す
）
１
５
４
５
│

１
６
１
３

51

不
明

伊
奈
熊
蔵

忠
次（
た
だ
つ
ぐ
）
１
５
５
０
│

１
６
１
０

46

関
東
郡
代
兼
甲
府
代
官
・
武
蔵
国
内
１
０
、０
０
０
石

彦
坂
小
刑
部

元
成（
も
と
な
り
）

生
歿
年
未
詳

不
明

町
奉
行

御
能
之
時
楽
屋
ニ
オ
イ
テ
膳
符
方

酒
井
宮
内
太
輔

家
次（
い
え
つ
ぐ
）
１
５
６
４
│

１
６
１
９

32

従
五
位
下
下
総
国
臼
井
城
主
３
０
、０
０
０
石

正
し
く
は
「
宮
内
大
輔
」

石
河
左
右
衛
門
大
夫
康
通（
や
す
み
ち
）
１
５
５
４
│

１
６
０
７

42

上
総
国
成
戸
城
主
２
０
、０
０
０
石

『
寛
政
譜
』で
は「
石
川
」

平
岩
主
計
頭

親
吉（
ち
か
よ
し
）
１
５
４
２
│

１
６
１
１

54

従
五
位
下
上
野
国
廐
橋
城
主
３
３
、０
０
０
石

烏
帽
子
着
之
衆
江
膳
符
方

本
多
豊
後
守

康
重（
や
す
し
げ
）
１
５
５
４
│

１
６
１
１

42

従
五
位
下
上
野
国
白
井
城
主
２
０
、０
０
０
石

鳥
居
彦
右
衛
門

元
忠（
も
と
た
だ
）
１
５
３
９
│

１
６
０
０

57

下
総
国
矢
作
城
主
４
０
、０
０
０
石

牧
野
右
馬
允

康
成（
や
す
な
り
）
１
５
５
５
│

１
６
０
９

41

上
野
国
大
胡
城
主
２
０
、０
０
０
石

小
笠
原
信
濃
守

秀
政（
ひ
で
ま
さ
）
１
５
６
９
│

１
６
１
５

27

従
五
位
下
下
総
国
古
河
城
主
３
０
、０
０
０
石

正
し
く
は
「
上
野
介
」

料
理
仕
立
之
膳
符
方

本
多
中
務
丞

忠
勝（
た
だ
か
つ
）
１
５
４
８
│

１
６
１
０

48

従
五
位
下
上
総
国
大
多
喜
城
主
１
０
０
、０
０
０
石

正
し
く
は
「
中
務
大
輔
」

井
侍
従

直
政（
な
お
ま
さ
）
１
５
６
１
│

１
６
０
２

35

従
五
位
下
上
野
国
箕
輪
城
主
１
２
０
、０
０
０
石

井
伊
直
政

榊
原
式
部
太
輔

康
政（
や
す
ま
さ
）
１
５
４
８
│

１
６
０
６

48

従
五
位
下
上
野
国
館
林
城
主
１
０
０
、０
０
０
石

正
し
く
は
「
式
部
大
輔
」

御
菓
子
奉
行

四
郎
次
郎

清
延（
き
よ
の
ぶ
）
１
５
４
２
│

１
５
９
６

54

茶
屋
家
初
代

永
仁

生
年
未
詳
│

１
６
１
６

不
明

亀
屋
栄
任
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史
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こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
家
臣
で
あ
る
井
伊
直
政
が
、
家
康
・
秀
忠
・
秀
康
に
続
い

て
家
康
四
男
の
福
松
よ
り
先
に
献
納
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
御
成
に
お
け
る
献

納
は
、
そ
の
家
の
一
門
衆
か
ら
成
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
従
五
位
下
侍
従
に
任
じ

ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
家
臣
身
分
の
井
伊
が
こ
の
列
に
加
わ
る
こ
と
は
本
来
で
は
あ

り
え
な
い
。
膳
符
方
を
務
め
た
家
臣
の
中
で
も
叙
任
し
て
い
る
家
臣
は
他
に
七
人
お

り
、
い
ず
れ
も
従
五
位
下
で
あ
る
た
め
、
官
位
の
上
で
井
伊
が
突
出
し
て
い
る
わ
け
で

も
な
く
、
こ
の
一
例
で
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
時
点
で
井
伊
は
一
門
級
の
扱
い
を
受
け
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
の
い
き
さ
つ
に
関
し
て
は
関
連
す
る
史
料
が
見
当
た
ら

な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
指
摘
の
み
に
留
め
る
。

一
門
衆
の
献
納
に
続
い
て
、
上
級
家
臣
か
ら
は
太
刀
折
紙
と
小
袖
五
領
、
そ
れ
以
外

の
家
臣
か
ら
は
太
刀
目
録
・
小
袖
一
領
が
献
納
さ
れ
、
一
通
り
済
ん
で
後
に
「
膳
」
の

部
の
座
敷
配
置
と
な
っ
て
秀
吉
以
下
、
相
伴
し
た
公
家
・
有
力
大
名
に
対
し
て
膳
部
が

出
さ
れ
た
。
膳
は
一
度
に
並
べ
ら
れ
る
が
、
秀
吉
に
対
し
て
は
七
膳
・
菓
子
十
二
種
、

記
載
さ
れ
た
三
十
七
人
の
相
伴
衆
に
対
し
て
は
五
膳
・
菓
子
九
種
、
本
状
に
は
未
記
載

の
諸
大
夫
衆
に
対
し
て
は
三
膳
・
菓
子
七
種
と
差
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
他
、
御

能
の
時
の
楽
屋
に
三
膳
・
菓
子
五
種
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

相
伴
衆
に
出
さ
れ
た
膳
の
形
式
は
、
三
方
と
足
打
折
敷
の
区
別
が
付
け
ら
れ
て
い

た
。「
同（
羽
柴
）三
原
宰
相
」（
小
早
川
隆
景
）ま
で
が
三
方
で
、「
同（
羽
柴
）丹
後
少
将
」（
細

川
忠
興
）以
降
が
足
打
折
敷
と
な
っ
て
お
り
、
官
位
の
差
に
よ
る
区
別
と
思
わ
れ
る
。

細
川
忠
興
以
下
は
従
四
位
下
・
従
五
位
下
で
あ
る
の
に
対
し
、
小
早
川
隆
景
と
「
同

（
羽
柴
）安
藝
宰
相
」（
毛
利
秀
元
）が
官
位
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
よ
り
前
の
相
伴
衆

は
従
三
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
三
位
以
上
の
公
卿
か
、
そ
れ
以
下
の
者
か
で
膳
部
形

式
に
差
を
設
け
た
と
思
わ
れ
る
。
小
早
川
隆
景
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
は
従
四
位

下
侍
従
で
、
こ
の
年
の
八
月
六
日
に
従
三
位
中
納
言
に
任
官
さ
れ
る
と
し
、
毛
利
秀
元

も
同
記
録
で
は
正
四
位
上
侍
従
で
、
こ
の
年
の
七
月
二
十
七
日
に
正
三
位
参
議
に
な
っ

た
と
す
る
が
、
本
状
に
あ
る
相
伴
衆
一
覧
の
記
載
内
容
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
両

者
と
も
御
成
当
時
は
従
三
位
以
上
の
官
位
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

相
伴
に
は
徳
川
家
康
も
加
わ
っ
た
よ
う
で
、公
家
衆
の
一
員
と
し
て
「
武
蔵
大
納
言
」

の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
家
康
は
従
二
位
で
、
他
の
大
納
言
任
官
者
の
正
二
位

よ
り
下
位
で
は
あ
っ
た
が
、
聖
護
院
道
勝
・
右
大
臣
の
今
出
川（
菊
亭
）晴
季
に
次
ぐ
、

大
納
言
筆
頭
に
位
置
し
て
い
る
。
な
お
相
伴
衆
に
結
城
秀
康
の
名
は
あ
る
も
の
の
、
中

納
言
で
あ
っ
た
秀
忠
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
列
記
さ
れ
た
大
名
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
官
職
に
齟
齬
は
な
い
が
、『
公
卿

補
任
』
で
は
ま
だ
中
納
言
に
任
官
し
て
い
な
い
織
田
信
秀
を
「
同（
羽
柴
）岐
阜
中
納
言
」

と
す
る
な
ど
、『
公
卿
補
任
』
や
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
記
さ
れ
た
官
位
・
官
職
任

官
日
と
異
な
る
表
記
の
人
物
も
い
る
。
た
だ
、
両
書
と
も
江
戸
初
期
以
前
の
記
述
に
関

し
て
は
事
実
誤
認
の
記
載
が
あ
る
た
め
、
記
述
全
て
が
正
し
い
わ
け
で
は
な
く
、
本
状

が
同
時
代
史
料
を
忠
実
に
筆
写
し
た
の
か
、
後
世
の
編
纂
に
な
る
史
料
な
の
か
を
見
極

め
る
の
は
難
し
い
。
中
で
も
「
同（
羽
柴
）東
郷
侍
従
」
と
称
さ
れ
た
長
谷
川
秀
一
は
、

歿
年
未
詳
だ
が
通
説
で
は
前
年
の
文
禄
三
年
二
月
頃
に
歿
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、「
同

（
羽
柴
）大
溝
侍
従
」
と
す
る
人
物
も
特
定
出
来
な
い（
表
2
）。

長
谷
川
秀
一
に
つ
い
て
は
、
文
禄
五
年
正
月
ま
で
越
前
国
大
野
郡
畔
川
村
に
対
し
て

長
谷
川
一
門
か
ら
発
給
さ
れ
た
判
物
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
あ
る
い
は
文
禄
五
年
頃

ま
で
生
存
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。「
大
溝
侍
従
」
の
文
字
脇
に
あ
る
「
サ
ン
法
師

殿
」
の
添
書
き
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
織
田
信
雄
の
嫡
男
・
織
田
秀
雄
が
、
幼
名
・
三
法

師
で
あ
り
、
こ
の
当
時
、
越
前
国
大
野
城
主
だ
っ
た
た
め
、
あ
る
い
は
「
大
野
侍
従
」

の
書
き
間
違
い
の
可
能
性
も
あ
る
も
の
の
確
証
は
無
い
。

中
で
も
本
状
に
は
「
同（
羽
柴
）大
和
中
納
言
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
今

（
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）
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漏
な
く
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
料
理
人
は
、
上
京
下
京
衆
・
堺
衆
・
大
坂
衆
・
奈

良
之
衆
・
賀
茂
衆
・
関
東
衆
を
動
員
し
て
お
り
、
屈
指
の
規
模
の
饗
宴
で
あ
っ
た
。

な
お
、
厨
所
頭
の
大
角
は
こ
の
後
、
大
坂
城
落
城
の
前
日
で
あ
る
慶
長
二
十
年

（
一
六
一
五
）五
月
七
日
に
豊
臣
家
を
裏
切
り
、
大
坂
城
の
厨
所
に
放
火
し
て
城
を
灰
燼

に
帰
さ
せ
た
こ
と
が
「
駿
河
土
産
」
所
収
の
逸
話
と
し
て
『
東
照
宮
御
実
紀
附
録
』
巻

十
六
に
記
さ
れ
て
い
る
。
大
角
は
、
こ
の
行
為
に
よ
っ
て
徳
川
家
に
取
り
た
て
て
も
ら

お
う
と
計
っ
た
が
、ほ
ど
な
く
病
死
し
た
。
家
康
は
、大
角
の
裏
切
り
を
「
恩
し
ら
ず
」

と
し
て
憎
み
、
も
し
生
き
て
い
た
ら
「
刑
戮
」
に
処
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

德
川
方
の
御
献
方
奉
行
は
、
嶋
田
重
次
・
浅
井
道
多
・
加
藤
正
次
・
森
川
氏
俊
・
阿

部
正
広
の
二
千
石
高
の
旗
本
五
人
が
務
め
た
。
膳
符
方
は
、「
御
湯
漬
之
御
膳
符
方
」

「
諸
大
夫
衆
江
御
膳
符
方
」「
御
能
之
時
楽
屋
ニ
オ
イ
テ
膳
符
方
」「
烏
帽
子
着
之
衆
江

膳
符
方
」「
料
理
仕
立
之
膳
符
方
」「
御
菓
子
奉
行
」
の
七
役
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
万

石
級
の
重
臣
が
差
配
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
「
料
理
仕
立
之
膳
符
方
」
を
務
め
た
の
が

本
多
忠
勝
・
井
伊
直
政
・
榊
原
康
政
の
筆
頭
三
重
臣
で
あ
り
、
こ
の
役
務
が
最
も
重
要

だ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
御
菓
子
は
、
茶
屋
家
初
代
の
四
郎
次
郎
清
延
と
亀
屋
栄
任
の

豪
商
が
受
け
持
っ
た
。

儀
式
は
、
当
時
の
通
例
に
従
い
酒
盃
を
取
り
交
わ
す
「
献
」
の
部
か
ら
始
ま
っ
た
は

ず
で
、
一
献
ご
と
に
家
康
か
ら
秀
吉
に
進
物
が
献
上
さ
れ
た
。
初
献
で
は
長
光
の
太

刀
・
黒
毛
鞍
置
の
馬
、
二
献
で
小
袖
百
領
、
三
献
で
光
忠
の
刀
・
助
光
の
脇
差
、
四
献

で
八
丈
嶋
五
百
反
、
五
献
で
銀
子
三
千
枚
、
六
献
で
綿
千
把
、
七
献
で
巻
物
三
百
巻
の

献
上
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
、
家
康
嫡
男
の
徳
川
秀
忠
よ
り
太
刀
・
月
毛
馬
・
小
袖

五
十
領
・
銀
子
五
百
枚
、
家
康
二
男
の
結
城
秀
康
よ
り
太
刀
目
録
・
小
袖
三
十
領
・
井

伊
直
政
よ
り
太
刀
目
録
・
小
袖
五
領
、
家
康
四
男
の
福
松（
後
の
松
平
忠
吉
）よ
り
太
刀

折
紙
・
小
袖
二
十
領
が
納
め
ら
れ
た
。
な
お
、
初
献
が
始
ま
っ
た
と
同
時
に
能
も
始
め

ら
れ
、
式
三
番
か
ら
脇
能
が
終
わ
る
頃
に
御
酌
が
祗
候
し
て
、
脇
能
後
に
献
参
し
、
狂

言
の
間
に
幾
度
も
献
参
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）

（
21
）

同
伊
賀
侍
従

筒
井
定
次

１
５
６
２
│

１
６
１
５

34

従
四
位
下

伊
賀
国
上
野
城
主
２
０
０
、０
０
０
石

同
能
登
侍
従

前
田
利
政

１
５
７
８
│

１
６
３
３

18

従
四
位
下
か
能
登
国
七
尾
城
主

前
田
利
家
次
男
。

同
最
上
侍
従

最
上
義
光

１
５
４
６
│

１
６
１
４

50

従
四
位
下

出
羽
国
山
形
城
主

同
八
幡
山
侍
従

京
極
高
次

１
５
６
３
│

１
６
０
９

33

従
四
位
下

近
江
国
八
幡
山
城
主
２
８
、０
０
０
石

同
大
崎
侍
従

伊
達
政
宗

１
５
６
７
│

１
６
３
６

29

従
五
位
下

陸
奥
国
岩
出
山
城
主
５
８
５
、０
０
０
石
『
寛
政
譜
』
で
は
慶
長
2
年
冬
に
従
四
位
下
少
将
。

同
左
近
侍
従

立
花
宗
茂

１
５
６
９
│

１
６
４
２

27

従
四
位
下

筑
後
国
柳
川
城
主
１
３
２
、２
０
０
石

同
東
郷
侍
従

長
谷
川
秀
一
か

未
　
詳
│

１
５
９
４
？

不
明

従
四
位
下
か
越
前
国
東
郷
城
主

通
説
で
は
文
禄
3
年
2
月
頃
歿
。
但
し
文
禄
5
年
ま
で
長
谷
川
家
一
門
の

判
物
が
確
認
さ
れ
る
。

同
北
庄
侍
従

堀
秀
治

１
５
７
６
│

１
６
０
６

20

従
五
位
下
か
越
前
国
北
庄
城
主
１
８
０
、８
０
０
石

『
寛
政
譜
』
で
は
慶
長
3
年
正
月
に
従
五
位
下
侍
従
。

同
大
溝
侍
従

不
明

添
書
の
「
サ
ン
法
師
殿
」
を
信
じ
れ
ば
、
当
時
、
越
前
国
大
野
城
主
の
織

田
秀
雄(

１
５
８
３
│

１
６
１
０)

が
該
当
す
る
。
秀
雄
な
ら
ば
「
大
野
」
の

誤
記
か
。
た
だ
し
、
秀
雄
の
侍
従
任
官
は
確
認
出
来
な
い
。

同
宇
津
宮
侍
従

宇
都
宮
国
綱

１
５
６
８
│

１
６
０
７

28

不
明

下
野
国
宇
都
宮
城
主

『
寛
政
譜
』
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』、『
寛
永
傳
』
は
『
寛
永
諸
家
系
図
傳
』
の
略
。
両
書
で
確
認
で
き
る
石
高
の
み
を
記
載
。
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史
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こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
家
臣
で
あ
る
井
伊
直
政
が
、
家
康
・
秀
忠
・
秀
康
に
続
い

て
家
康
四
男
の
福
松
よ
り
先
に
献
納
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
御
成
に
お
け
る
献

納
は
、
そ
の
家
の
一
門
衆
か
ら
成
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
従
五
位
下
侍
従
に
任
じ

ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
家
臣
身
分
の
井
伊
が
こ
の
列
に
加
わ
る
こ
と
は
本
来
で
は
あ

り
え
な
い
。
膳
符
方
を
務
め
た
家
臣
の
中
で
も
叙
任
し
て
い
る
家
臣
は
他
に
七
人
お

り
、
い
ず
れ
も
従
五
位
下
で
あ
る
た
め
、
官
位
の
上
で
井
伊
が
突
出
し
て
い
る
わ
け
で

も
な
く
、
こ
の
一
例
で
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
時
点
で
井
伊
は
一
門
級
の
扱
い
を
受
け
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
の
い
き
さ
つ
に
関
し
て
は
関
連
す
る
史
料
が
見
当
た
ら

な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
指
摘
の
み
に
留
め
る
。

一
門
衆
の
献
納
に
続
い
て
、
上
級
家
臣
か
ら
は
太
刀
折
紙
と
小
袖
五
領
、
そ
れ
以
外

の
家
臣
か
ら
は
太
刀
目
録
・
小
袖
一
領
が
献
納
さ
れ
、
一
通
り
済
ん
で
後
に
「
膳
」
の

部
の
座
敷
配
置
と
な
っ
て
秀
吉
以
下
、
相
伴
し
た
公
家
・
有
力
大
名
に
対
し
て
膳
部
が

出
さ
れ
た
。
膳
は
一
度
に
並
べ
ら
れ
る
が
、
秀
吉
に
対
し
て
は
七
膳
・
菓
子
十
二
種
、

記
載
さ
れ
た
三
十
七
人
の
相
伴
衆
に
対
し
て
は
五
膳
・
菓
子
九
種
、
本
状
に
は
未
記
載

の
諸
大
夫
衆
に
対
し
て
は
三
膳
・
菓
子
七
種
と
差
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
他
、
御

能
の
時
の
楽
屋
に
三
膳
・
菓
子
五
種
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

相
伴
衆
に
出
さ
れ
た
膳
の
形
式
は
、
三
方
と
足
打
折
敷
の
区
別
が
付
け
ら
れ
て
い

た
。「
同（
羽
柴
）三
原
宰
相
」（
小
早
川
隆
景
）ま
で
が
三
方
で
、「
同（
羽
柴
）丹
後
少
将
」（
細

川
忠
興
）以
降
が
足
打
折
敷
と
な
っ
て
お
り
、
官
位
の
差
に
よ
る
区
別
と
思
わ
れ
る
。

細
川
忠
興
以
下
は
従
四
位
下
・
従
五
位
下
で
あ
る
の
に
対
し
、
小
早
川
隆
景
と
「
同

（
羽
柴
）安
藝
宰
相
」（
毛
利
秀
元
）が
官
位
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
よ
り
前
の
相
伴
衆

は
従
三
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
三
位
以
上
の
公
卿
か
、
そ
れ
以
下
の
者
か
で
膳
部
形

式
に
差
を
設
け
た
と
思
わ
れ
る
。
小
早
川
隆
景
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
は
従
四
位

下
侍
従
で
、
こ
の
年
の
八
月
六
日
に
従
三
位
中
納
言
に
任
官
さ
れ
る
と
し
、
毛
利
秀
元

も
同
記
録
で
は
正
四
位
上
侍
従
で
、
こ
の
年
の
七
月
二
十
七
日
に
正
三
位
参
議
に
な
っ

た
と
す
る
が
、
本
状
に
あ
る
相
伴
衆
一
覧
の
記
載
内
容
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
両

者
と
も
御
成
当
時
は
従
三
位
以
上
の
官
位
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

相
伴
に
は
徳
川
家
康
も
加
わ
っ
た
よ
う
で
、公
家
衆
の
一
員
と
し
て
「
武
蔵
大
納
言
」

の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
家
康
は
従
二
位
で
、
他
の
大
納
言
任
官
者
の
正
二
位

よ
り
下
位
で
は
あ
っ
た
が
、
聖
護
院
道
勝
・
右
大
臣
の
今
出
川（
菊
亭
）晴
季
に
次
ぐ
、

大
納
言
筆
頭
に
位
置
し
て
い
る
。
な
お
相
伴
衆
に
結
城
秀
康
の
名
は
あ
る
も
の
の
、
中

納
言
で
あ
っ
た
秀
忠
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
列
記
さ
れ
た
大
名
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
官
職
に
齟
齬
は
な
い
が
、『
公
卿

補
任
』
で
は
ま
だ
中
納
言
に
任
官
し
て
い
な
い
織
田
信
秀
を
「
同（
羽
柴
）岐
阜
中
納
言
」

と
す
る
な
ど
、『
公
卿
補
任
』
や
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
記
さ
れ
た
官
位
・
官
職
任

官
日
と
異
な
る
表
記
の
人
物
も
い
る
。
た
だ
、
両
書
と
も
江
戸
初
期
以
前
の
記
述
に
関

し
て
は
事
実
誤
認
の
記
載
が
あ
る
た
め
、
記
述
全
て
が
正
し
い
わ
け
で
は
な
く
、
本
状

が
同
時
代
史
料
を
忠
実
に
筆
写
し
た
の
か
、
後
世
の
編
纂
に
な
る
史
料
な
の
か
を
見
極

め
る
の
は
難
し
い
。
中
で
も
「
同（
羽
柴
）東
郷
侍
従
」
と
称
さ
れ
た
長
谷
川
秀
一
は
、

歿
年
未
詳
だ
が
通
説
で
は
前
年
の
文
禄
三
年
二
月
頃
に
歿
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、「
同

（
羽
柴
）大
溝
侍
従
」
と
す
る
人
物
も
特
定
出
来
な
い（
表
2
）。

長
谷
川
秀
一
に
つ
い
て
は
、
文
禄
五
年
正
月
ま
で
越
前
国
大
野
郡
畔
川
村
に
対
し
て

長
谷
川
一
門
か
ら
発
給
さ
れ
た
判
物
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
あ
る
い
は
文
禄
五
年
頃

ま
で
生
存
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。「
大
溝
侍
従
」
の
文
字
脇
に
あ
る
「
サ
ン
法
師

殿
」
の
添
書
き
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
織
田
信
雄
の
嫡
男
・
織
田
秀
雄
が
、
幼
名
・
三
法

師
で
あ
り
、
こ
の
当
時
、
越
前
国
大
野
城
主
だ
っ
た
た
め
、
あ
る
い
は
「
大
野
侍
従
」

の
書
き
間
違
い
の
可
能
性
も
あ
る
も
の
の
確
証
は
無
い
。

中
で
も
本
状
に
は
「
同（
羽
柴
）大
和
中
納
言
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
今

（
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漏
な
く
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
料
理
人
は
、
上
京
下
京
衆
・
堺
衆
・
大
坂
衆
・
奈

良
之
衆
・
賀
茂
衆
・
関
東
衆
を
動
員
し
て
お
り
、
屈
指
の
規
模
の
饗
宴
で
あ
っ
た
。

な
お
、
厨
所
頭
の
大
角
は
こ
の
後
、
大
坂
城
落
城
の
前
日
で
あ
る
慶
長
二
十
年

（
一
六
一
五
）五
月
七
日
に
豊
臣
家
を
裏
切
り
、
大
坂
城
の
厨
所
に
放
火
し
て
城
を
灰
燼

に
帰
さ
せ
た
こ
と
が
「
駿
河
土
産
」
所
収
の
逸
話
と
し
て
『
東
照
宮
御
実
紀
附
録
』
巻

十
六
に
記
さ
れ
て
い
る
。
大
角
は
、
こ
の
行
為
に
よ
っ
て
徳
川
家
に
取
り
た
て
て
も
ら

お
う
と
計
っ
た
が
、ほ
ど
な
く
病
死
し
た
。
家
康
は
、大
角
の
裏
切
り
を
「
恩
し
ら
ず
」

と
し
て
憎
み
、
も
し
生
き
て
い
た
ら
「
刑
戮
」
に
処
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

德
川
方
の
御
献
方
奉
行
は
、
嶋
田
重
次
・
浅
井
道
多
・
加
藤
正
次
・
森
川
氏
俊
・
阿

部
正
広
の
二
千
石
高
の
旗
本
五
人
が
務
め
た
。
膳
符
方
は
、「
御
湯
漬
之
御
膳
符
方
」

「
諸
大
夫
衆
江
御
膳
符
方
」「
御
能
之
時
楽
屋
ニ
オ
イ
テ
膳
符
方
」「
烏
帽
子
着
之
衆
江

膳
符
方
」「
料
理
仕
立
之
膳
符
方
」「
御
菓
子
奉
行
」
の
七
役
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
万

石
級
の
重
臣
が
差
配
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
「
料
理
仕
立
之
膳
符
方
」
を
務
め
た
の
が

本
多
忠
勝
・
井
伊
直
政
・
榊
原
康
政
の
筆
頭
三
重
臣
で
あ
り
、
こ
の
役
務
が
最
も
重
要

だ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
御
菓
子
は
、
茶
屋
家
初
代
の
四
郎
次
郎
清
延
と
亀
屋
栄
任
の

豪
商
が
受
け
持
っ
た
。

儀
式
は
、
当
時
の
通
例
に
従
い
酒
盃
を
取
り
交
わ
す
「
献
」
の
部
か
ら
始
ま
っ
た
は

ず
で
、
一
献
ご
と
に
家
康
か
ら
秀
吉
に
進
物
が
献
上
さ
れ
た
。
初
献
で
は
長
光
の
太

刀
・
黒
毛
鞍
置
の
馬
、
二
献
で
小
袖
百
領
、
三
献
で
光
忠
の
刀
・
助
光
の
脇
差
、
四
献

で
八
丈
嶋
五
百
反
、
五
献
で
銀
子
三
千
枚
、
六
献
で
綿
千
把
、
七
献
で
巻
物
三
百
巻
の

献
上
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
、
家
康
嫡
男
の
徳
川
秀
忠
よ
り
太
刀
・
月
毛
馬
・
小
袖

五
十
領
・
銀
子
五
百
枚
、
家
康
二
男
の
結
城
秀
康
よ
り
太
刀
目
録
・
小
袖
三
十
領
・
井

伊
直
政
よ
り
太
刀
目
録
・
小
袖
五
領
、
家
康
四
男
の
福
松（
後
の
松
平
忠
吉
）よ
り
太
刀

折
紙
・
小
袖
二
十
領
が
納
め
ら
れ
た
。
な
お
、
初
献
が
始
ま
っ
た
と
同
時
に
能
も
始
め

ら
れ
、
式
三
番
か
ら
脇
能
が
終
わ
る
頃
に
御
酌
が
祗
候
し
て
、
脇
能
後
に
献
参
し
、
狂

言
の
間
に
幾
度
も
献
参
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）

（
21
）

同
伊
賀
侍
従

筒
井
定
次

１
５
６
２
│

１
６
１
５

34

従
四
位
下

伊
賀
国
上
野
城
主
２
０
０
、０
０
０
石

同
能
登
侍
従

前
田
利
政

１
５
７
８
│

１
６
３
３

18

従
四
位
下
か
能
登
国
七
尾
城
主

前
田
利
家
次
男
。

同
最
上
侍
従

最
上
義
光

１
５
４
６
│

１
６
１
４

50

従
四
位
下

出
羽
国
山
形
城
主

同
八
幡
山
侍
従

京
極
高
次

１
５
６
３
│

１
６
０
９

33

従
四
位
下

近
江
国
八
幡
山
城
主
２
８
、０
０
０
石

同
大
崎
侍
従

伊
達
政
宗

１
５
６
７
│

１
６
３
６

29

従
五
位
下

陸
奥
国
岩
出
山
城
主
５
８
５
、０
０
０
石
『
寛
政
譜
』
で
は
慶
長
2
年
冬
に
従
四
位
下
少
将
。

同
左
近
侍
従

立
花
宗
茂

１
５
６
９
│

１
６
４
２

27

従
四
位
下

筑
後
国
柳
川
城
主
１
３
２
、２
０
０
石

同
東
郷
侍
従

長
谷
川
秀
一
か

未
　
詳
│

１
５
９
４
？

不
明

従
四
位
下
か
越
前
国
東
郷
城
主

通
説
で
は
文
禄
3
年
2
月
頃
歿
。
但
し
文
禄
5
年
ま
で
長
谷
川
家
一
門
の

判
物
が
確
認
さ
れ
る
。

同
北
庄
侍
従

堀
秀
治

１
５
７
６
│

１
６
０
６

20

従
五
位
下
か
越
前
国
北
庄
城
主
１
８
０
、８
０
０
石

『
寛
政
譜
』
で
は
慶
長
3
年
正
月
に
従
五
位
下
侍
従
。

同
大
溝
侍
従

不
明

添
書
の
「
サ
ン
法
師
殿
」
を
信
じ
れ
ば
、
当
時
、
越
前
国
大
野
城
主
の
織

田
秀
雄(

１
５
８
３
│

１
６
１
０)

が
該
当
す
る
。
秀
雄
な
ら
ば
「
大
野
」
の

誤
記
か
。
た
だ
し
、
秀
雄
の
侍
従
任
官
は
確
認
出
来
な
い
。

同
宇
津
宮
侍
従

宇
都
宮
国
綱

１
５
６
８
│

１
６
０
７

28

不
明

下
野
国
宇
都
宮
城
主

『
寛
政
譜
』
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』、『
寛
永
傳
』
は
『
寛
永
諸
家
系
図
傳
』
の
略
。
両
書
で
確
認
で
き
る
石
高
の
み
を
記
載
。
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史
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四
五

膳

料
理〈
表
記
名
〉
料
理
〈
現
代
名
〉

料
　
理
　
解
　
説

御
本
膳

し
ほ
引

塩
引（
し
お
び
き
）

塩
に
漬
け
た
魚
を
15
〜
20
日
間
干
し
た
後
、
塩
を
落
と
し
乾
燥
さ
せ
る
。
サ
ケ
・
マ
ス
が
使
用
さ
れ
る
。

焼
物

焼
物（
や
き
も
の
）

カ
ツ
オ
の
塩
焼
き
。

桶

桶（
お
け
）

コ
ノ
ワ
タ
の
桶
。
こ
の
わ
た
は
ナ
マ
コ
の
内
臓
を
塩
漬
け
に
し
た
食
材
。
当
時
は
尾
張
国
和
田
産
・
三
河
国
佐
久
島
産
が
著
名
。

あ
へ
ま
せ

和
交（
あ
え
ま
ぜ
）

削
っ
た
イ
カ
と
カ
ツ
オ
を
交
ぜ
て
酒
に
浸
す
。
ス
ル
メ
や
干
し
カ
ツ
オ
な
ど
も
削
り
、
湯
を
か
け
て
戻
し
て
揉
み
洗
い
を
し
、
煎
酒
で
あ

え
る
。

御
ゆ
つ
け

湯
漬（
ゆ
づ
け
）

ご
飯
を
湯
で
洗
っ
て
椀
に
盛
る
。
作
法
は
中
を
少
し
あ
け
て
湯
を
七
・
八
分
注
ぎ
、ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
塩
を
な
め
た
り
、香
の
物
を
食
す
。

か
う
の
物

香
物（
こ
う
の
も
の
）

当
時
は
味
噌
漬
け
の
こ
と
を
い
う
。

か
ま
ほ
こ

蒲
鉾（
か
ま
ぼ
こ
）

タ
イ
の
す
り
身
に
だ
し
汁
を
加
え
て
良
く
摺
り
、
薄
板
に
付
け
て
焼
く
。

御
む
く

フ
ク
メ
ダ
イ

『
群
書
類
従
』
本
で
は
「
帛
綿
鯛
」（
ふ
く
め
だ
い
）と
記
さ
れ
る
。
干
し
た
タ
イ
を
洗
い
、
身
を
焙
っ
て
槌
で
た
た
く
と
毛
の
よ
う
に
細
か

く
な
る
。
現
在
の
タ
イ
そ
ぼ
ろ
に
相
当
す
る
。

表
４　
「
式
御
成
之
次
第
」
に
み
る
「
膳
の
部
」
料
理

御
三
献

鮓

鮓（
す
し
）

ア
ユ
鮓
。
生
成
れ
の
鮓
。
着
け
込
み
に
使
用
し
た
ご
飯
も
一
緒
に
食
す
。

干
鱈

干
鱈（
ひ
だ
ら
）

干
し
た
タ
ラ
を
小
さ
く
割
い
て
火
に
あ
ぶ
り
、
た
た
い
て
細
か
く
す
る
。

桶

桶（
お
け
）

コ
ノ
ワ
タ
や
ウ
ル
カ
を
盛
り
つ
け
る
時
に
は
桶
を
使
用
す
る
。
桶
は
薄
い
檜
の
板
を
丸
く
形
ど
っ
た
「
わ
げ
物
」
で
彩
色
を
施
す
。

鶴

鶴（
つ
る
）

ツ
ル
の
煮
物
。
皮
や
脂
を
除
い
た
肉
を
塩
漬
け
に
し
、
薄
く
切
る
。

御
與
献

摺
物

摺
物（
す
り
も
の
）

「
摺
」
と
は
、
新
鮮
な
魚
や
鳥
の
肉
に
塩
を
振
り
、
酒
を
か
け
た
調
理
法
。

刻
物

割
物（
さ
き
も
の
）

塩
の
供
給
が
充
分
で
な
か
っ
た
当
時
、
割
物
は
塩
を
つ
け
ず
に
干
し
た
。

堅
海
藻

堅
海
藻（
か
た
の
り
）

現
在
の
海
藻
の
何
に
相
当
す
る
か
不
明
。「
ツ
ノ
マ
タ
」
や
「
フ
ノ
リ
」
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

蒸
麵

　
胡
椒
帋
蒸
麵（
む
し
む
ぎ
）

ソ
ウ
メ
ン
を
少
し
堅
め
に
茹
で
て
水
で
洗
っ
て
か
ら
、ま
た
熱
湯
に
浸
し
、湯
を
切
っ
て
器
に
盛
り
、暖
か
い
内
に
た
れ
味
噌
の
汁
に
浸
し
て
食
す
る
。

薬
味
と
し
て
コ
シ
ョ
ウ
を
使
用
。

御
五
献

巻
小
蛸
魚

巻
小
蛸
魚（
ま
き
こ
だ
こ
）

茹
で
た
小
ダ
コ
。

鱧

鱧（
は
も
）

産
地
は
紀
伊
国
。
木
の
芽
焼
き
が
代
表
的
料
理
。

焼
鳥

焼
鳥（
や
き
と
り
）

キ
ジ
を
お
ろ
し
て
酒
を
か
け
な
が
ら
あ
ぶ
る
の
が
一
般
的
調
理
法
。

鯉

鯉（
こ
い
）

コ
イ
の
味
噌
煮
。
薄
め
の
汁
で
じ
っ
く
り
煮
込
む
。

御
六
献

椎
茸

椎
茸（
し
い
た
け
）

煮
た
シ
イ
タ
ケ
。
当
時
は
菓
子
の
一
種
。

藕

蓮
根（
れ
ん
こ
ん
）

煮
た
レ
ン
コ
ン
。
当
時
は
菓
子
の
一
種
。

鶏
冠
苔

鶏
冠
苔（
と
さ
か
の
り
）

鮮
や
か
な
色
彩
の
紅
藻
類
の
海
藻
。

饅
頭

饅
頭（
ま
ん
じ
ゅ
う
）

小
豆
餡
の
入
っ
た
饅
頭
。

御
七
献

御
一
ツ
物

御
一
ツ
物（
お
ひ
と
つ
も
の
）
カ
ザ
ミ（
ワ
タ
リ
ガ
ニ
）を
使
用
。
肉
は
甘
み
が
あ
り
、
茹
で
て
盛
り
つ
け
ら
れ
た
。

鮒

鮒（
ふ
な
）

フ
ナ
の
汁
。
琵
琶
湖
産
。

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

四
四

膳

料
理〈
表
記
名
〉
料
理
〈
現
代
名
〉

料
　
理

　
解

　
説

御
初
献

小
串

小
串（
こ
ぐ
し
）

干
し
ア
ワ
ビ
の
小
串
。

そ
き
物

刎
物（
そ
ぎ
も
の
）

干
し
た
サ
ケ
の
そ
ぎ
物
。

亀
の
か
う

亀
甲（
き
っ
こ
う
）

カ
メ
の
甲
羅
に
め
で
た
い
五
色
の
乾
物（
青
：
ス
ル
メ
・
黄
：
カ
ツ
オ
・
黄
：
ニ
シ
・
白
：
ア
ワ
ビ
・
黒
：
イ
リ
コ
）を
盛
る
。

御
雑
煮

雑
煮（
ぞ
う
に
）

下
に
大
根
、
焼
き
豆
腐
を
敷
き
、
角
餅
を
二
つ
重
ね
、
そ
の
上
に
串
ア
ワ
ビ
・
ノ
シ
・
ワ
ラ
ビ
・
コ
ン
ブ
・
か
ち
ぐ
り
・
ク
シ
コ
の
７
色
を
盛
る
。

御
二
献

蛸

蛸（
た
こ
）

腐
敗
し
や
す
い
イ
ボ
や
皮
は
む
い
て
使
用
。

唐
墨

鱲
子（
か
ら
す
み
）

ボ
ラ
や
サ
ワ
ラ
の
卵
巣
に
塩
を
ふ
り
、
板
の
間
に
挟
み
、
徐
々
に
水
分
を
抜
い
て
干
す
。
土
佐
国
の
特
産
物
。

栄
螺

栄
螺（
さ
ざ
え
）

冬
か
ら
春
に
か
け
て
最
も
美
味
な
貝
。

鯛

鯛（
た
い
）

タ
イ
の
煮
物
。
当
時
は
ヒ
レ
を
立
て
る
の
が
礼
儀
。

表
３　
「
式
御
成
之
次
第
」
に
み
る
「
献
の
部
」
料
理

回
紹
介
し
た
家
康
書
状
と
の
関
連
で
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
文

禄
四
年
三
月
二
十
八
日
時
点
で
、
豊
臣
秀
保
は
病
を
患
っ
て
湯
治
に
出
か
け
て
お
り
、

少
な
く
と
も
徳
川
邸
へ
の
御
成
に
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
家
康
か
ら

見
舞
い
を
兼
ね
て
、
御
成
時
の
秀
吉
の
機
嫌
を
報
告
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、「
無
音
」

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
暫
く
対
面
も
無
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
相
伴
衆
の
中
に
秀
保
の
名
は
あ
っ
て
も
実
際
に
は
列
席
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
状
は
実
際
の
経
過
を
記
し
た
記
録
で
は
な
く
、
御
成
準

備
段
階
で
作
製
さ
れ
た
計
画
仕
様
書
の
可
能
性
が
出
て
く
る
。

仮
に
本
状
を
御
成
に
あ
た
っ
て
の
計
画
仕
様
書
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
実
施
に

お
い
て
は
多
少
の
異
同
は
あ
り
、
相
伴
衆
と
し
て
列
記
さ
れ
た
人
物
が
必
ず
し
も
当
日

に
同
席
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
本
状
の
眼
目
は
、
参
加
形
態
の
実
態
を

記
す
こ
と
で
は
な
く
、
記
述
内
容
か
ら
み
て
も
料
理
献
立
の
伝
承
に
重
き
を
お
い
た
内

容
と
見
な
せ
よ
う
。
本
状
が
後
世
の
規
範
書
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
性
格
か
ら
み
て
、

少
な
く
と
も
料
理
に
関
し
て
は
概
ね
は
こ
の
内
容
で
実
施
さ
れ
た
と
み
て
も
よ
か
ろ
う

と
考
え
る
。
ま
た
、
本
多
忠
勝
・
井
伊
直
政
・
榊
原
康
政
が
請
け
負
っ
た
「
料
仕
仕
立

之
膳
符
方
」
は
「
五
百
膳
計
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
天
下
人
秀
吉
を
迎
え
る
徳
川
家
の

威
信
を
か
け
た
饗
応
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
献
の
部
と
膳
の
部
で
供
さ
れ
た
料
理
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年（
二
〇
〇
四
）

三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
特
別
展
『
目
で
味
わ

う
│
家
康
・
も
て
な
し
の
膳
』
図
録
で
、
学
校
法
人
茶
屋
四
郎
次
郎
記
念
学
園
理
事

長
・
中
島
範
氏
お
よ
び
同
学
園
名
古
屋
医
療
福
祉
専
門
学
校
教
授
・
堅
山
翠
氏
、
同
教

授
・
和
田
恵
美
子
氏
に
よ
る
再
現
料
理
模
型
が
紹
介
さ
れ
、
堅
山
翠
氏
に
よ
る
詳
細
な

料
理
解
説
が
成
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
当
該
分
野
に
お
け
る
識
見
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
た
め
、
詳
細
は
同
書
を
ご
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
表
3
「
式
御
成
之

次
第
」
に
み
る
「
献
の
部
」
料
理
と
、
表
4
「
式
御
成
之
次
第
」
に
み
る
「
膳
の
部
」

料
理
は
同
展
図
録
に
掲
載
さ
れ
た
堅
山
翠
氏
の
解
説
に
依
拠
し
て
、
転
載
・
加
筆
・
抄

略
を
行
っ
た
。

（
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）



新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

四
五

膳

料
理〈
表
記
名
〉
料
理
〈
現
代
名
〉

料
　
理

　
解

　
説

御
本
膳

し
ほ
引

塩
引（
し
お
び
き
）

塩
に
漬
け
た
魚
を
15
〜
20
日
間
干
し
た
後
、
塩
を
落
と
し
乾
燥
さ
せ
る
。
サ
ケ
・
マ
ス
が
使
用
さ
れ
る
。

焼
物

焼
物（
や
き
も
の
）

カ
ツ
オ
の
塩
焼
き
。

桶

桶（
お
け
）

コ
ノ
ワ
タ
の
桶
。
こ
の
わ
た
は
ナ
マ
コ
の
内
臓
を
塩
漬
け
に
し
た
食
材
。
当
時
は
尾
張
国
和
田
産
・
三
河
国
佐
久
島
産
が
著
名
。

あ
へ
ま
せ

和
交（
あ
え
ま
ぜ
）

削
っ
た
イ
カ
と
カ
ツ
オ
を
交
ぜ
て
酒
に
浸
す
。
ス
ル
メ
や
干
し
カ
ツ
オ
な
ど
も
削
り
、
湯
を
か
け
て
戻
し
て
揉
み
洗
い
を
し
、
煎
酒
で
あ

え
る
。

御
ゆ
つ
け

湯
漬（
ゆ
づ
け
）

ご
飯
を
湯
で
洗
っ
て
椀
に
盛
る
。
作
法
は
中
を
少
し
あ
け
て
湯
を
七
・
八
分
注
ぎ
、ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
塩
を
な
め
た
り
、香
の
物
を
食
す
。

か
う
の
物

香
物（
こ
う
の
も
の
）

当
時
は
味
噌
漬
け
の
こ
と
を
い
う
。

か
ま
ほ
こ

蒲
鉾（
か
ま
ぼ
こ
）

タ
イ
の
す
り
身
に
だ
し
汁
を
加
え
て
良
く
摺
り
、
薄
板
に
付
け
て
焼
く
。

御
む
く

フ
ク
メ
ダ
イ

『
群
書
類
従
』
本
で
は
「
帛
綿
鯛
」（
ふ
く
め
だ
い
）と
記
さ
れ
る
。
干
し
た
タ
イ
を
洗
い
、
身
を
焙
っ
て
槌
で
た
た
く
と
毛
の
よ
う
に
細
か

く
な
る
。
現
在
の
タ
イ
そ
ぼ
ろ
に
相
当
す
る
。

表
４　
「
式
御
成
之
次
第
」
に
み
る
「
膳
の
部
」
料
理

御
三
献

鮓

鮓（
す
し
）

ア
ユ
鮓
。
生
成
れ
の
鮓
。
着
け
込
み
に
使
用
し
た
ご
飯
も
一
緒
に
食
す
。

干
鱈

干
鱈（
ひ
だ
ら
）

干
し
た
タ
ラ
を
小
さ
く
割
い
て
火
に
あ
ぶ
り
、
た
た
い
て
細
か
く
す
る
。

桶

桶（
お
け
）

コ
ノ
ワ
タ
や
ウ
ル
カ
を
盛
り
つ
け
る
時
に
は
桶
を
使
用
す
る
。
桶
は
薄
い
檜
の
板
を
丸
く
形
ど
っ
た
「
わ
げ
物
」
で
彩
色
を
施
す
。

鶴

鶴（
つ
る
）

ツ
ル
の
煮
物
。
皮
や
脂
を
除
い
た
肉
を
塩
漬
け
に
し
、
薄
く
切
る
。

御
與
献

摺
物

摺
物（
す
り
も
の
）

「
摺
」
と
は
、
新
鮮
な
魚
や
鳥
の
肉
に
塩
を
振
り
、
酒
を
か
け
た
調
理
法
。

刻
物

割
物（
さ
き
も
の
）

塩
の
供
給
が
充
分
で
な
か
っ
た
当
時
、
割
物
は
塩
を
つ
け
ず
に
干
し
た
。

堅
海
藻

堅
海
藻（
か
た
の
り
）

現
在
の
海
藻
の
何
に
相
当
す
る
か
不
明
。「
ツ
ノ
マ
タ
」
や
「
フ
ノ
リ
」
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

蒸
麵
　
胡
椒
帋
蒸
麵（
む
し
む
ぎ
）

ソ
ウ
メ
ン
を
少
し
堅
め
に
茹
で
て
水
で
洗
っ
て
か
ら
、ま
た
熱
湯
に
浸
し
、湯
を
切
っ
て
器
に
盛
り
、暖
か
い
内
に
た
れ
味
噌
の
汁
に
浸
し
て
食
す
る
。

薬
味
と
し
て
コ
シ
ョ
ウ
を
使
用
。

御
五
献

巻
小
蛸
魚

巻
小
蛸
魚（
ま
き
こ
だ
こ
）

茹
で
た
小
ダ
コ
。

鱧

鱧（
は
も
）

産
地
は
紀
伊
国
。
木
の
芽
焼
き
が
代
表
的
料
理
。

焼
鳥

焼
鳥（
や
き
と
り
）

キ
ジ
を
お
ろ
し
て
酒
を
か
け
な
が
ら
あ
ぶ
る
の
が
一
般
的
調
理
法
。

鯉

鯉（
こ
い
）

コ
イ
の
味
噌
煮
。
薄
め
の
汁
で
じ
っ
く
り
煮
込
む
。

御
六
献

椎
茸

椎
茸（
し
い
た
け
）

煮
た
シ
イ
タ
ケ
。
当
時
は
菓
子
の
一
種
。

藕

蓮
根（
れ
ん
こ
ん
）

煮
た
レ
ン
コ
ン
。
当
時
は
菓
子
の
一
種
。

鶏
冠
苔

鶏
冠
苔（
と
さ
か
の
り
）

鮮
や
か
な
色
彩
の
紅
藻
類
の
海
藻
。

饅
頭

饅
頭（
ま
ん
じ
ゅ
う
）

小
豆
餡
の
入
っ
た
饅
頭
。

御
七
献

御
一
ツ
物

御
一
ツ
物（
お
ひ
と
つ
も
の
）
カ
ザ
ミ（
ワ
タ
リ
ガ
ニ
）を
使
用
。
肉
は
甘
み
が
あ
り
、
茹
で
て
盛
り
つ
け
ら
れ
た
。

鮒

鮒（
ふ
な
）

フ
ナ
の
汁
。
琵
琶
湖
産
。

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

四
四

膳

料
理〈
表
記
名
〉
料
理
〈
現
代
名
〉

料
　
理
　
解
　
説

御
初
献

小
串

小
串（
こ
ぐ
し
）

干
し
ア
ワ
ビ
の
小
串
。

そ
き
物

刎
物（
そ
ぎ
も
の
）

干
し
た
サ
ケ
の
そ
ぎ
物
。

亀
の
か
う

亀
甲（
き
っ
こ
う
）

カ
メ
の
甲
羅
に
め
で
た
い
五
色
の
乾
物（
青
：
ス
ル
メ
・
黄
：
カ
ツ
オ
・
黄
：
ニ
シ
・
白
：
ア
ワ
ビ
・
黒
：
イ
リ
コ
）を
盛
る
。

御
雑
煮

雑
煮（
ぞ
う
に
）

下
に
大
根
、
焼
き
豆
腐
を
敷
き
、
角
餅
を
二
つ
重
ね
、
そ
の
上
に
串
ア
ワ
ビ
・
ノ
シ
・
ワ
ラ
ビ
・
コ
ン
ブ
・
か
ち
ぐ
り
・
ク
シ
コ
の
７
色
を
盛
る
。

御
二
献

蛸

蛸（
た
こ
）

腐
敗
し
や
す
い
イ
ボ
や
皮
は
む
い
て
使
用
。

唐
墨

鱲
子（
か
ら
す
み
）

ボ
ラ
や
サ
ワ
ラ
の
卵
巣
に
塩
を
ふ
り
、
板
の
間
に
挟
み
、
徐
々
に
水
分
を
抜
い
て
干
す
。
土
佐
国
の
特
産
物
。

栄
螺

栄
螺（
さ
ざ
え
）

冬
か
ら
春
に
か
け
て
最
も
美
味
な
貝
。

鯛

鯛（
た
い
）

タ
イ
の
煮
物
。
当
時
は
ヒ
レ
を
立
て
る
の
が
礼
儀
。

表
３　
「
式
御
成
之
次
第
」
に
み
る
「
献
の
部
」
料
理

回
紹
介
し
た
家
康
書
状
と
の
関
連
で
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
文

禄
四
年
三
月
二
十
八
日
時
点
で
、
豊
臣
秀
保
は
病
を
患
っ
て
湯
治
に
出
か
け
て
お
り
、

少
な
く
と
も
徳
川
邸
へ
の
御
成
に
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
家
康
か
ら

見
舞
い
を
兼
ね
て
、
御
成
時
の
秀
吉
の
機
嫌
を
報
告
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、「
無
音
」

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
暫
く
対
面
も
無
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
相
伴
衆
の
中
に
秀
保
の
名
は
あ
っ
て
も
実
際
に
は
列
席
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
状
は
実
際
の
経
過
を
記
し
た
記
録
で
は
な
く
、
御
成
準

備
段
階
で
作
製
さ
れ
た
計
画
仕
様
書
の
可
能
性
が
出
て
く
る
。

仮
に
本
状
を
御
成
に
あ
た
っ
て
の
計
画
仕
様
書
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
実
施
に

お
い
て
は
多
少
の
異
同
は
あ
り
、
相
伴
衆
と
し
て
列
記
さ
れ
た
人
物
が
必
ず
し
も
当
日

に
同
席
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
本
状
の
眼
目
は
、
参
加
形
態
の
実
態
を

記
す
こ
と
で
は
な
く
、
記
述
内
容
か
ら
み
て
も
料
理
献
立
の
伝
承
に
重
き
を
お
い
た
内

容
と
見
な
せ
よ
う
。
本
状
が
後
世
の
規
範
書
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
性
格
か
ら
み
て
、

少
な
く
と
も
料
理
に
関
し
て
は
概
ね
は
こ
の
内
容
で
実
施
さ
れ
た
と
み
て
も
よ
か
ろ
う

と
考
え
る
。
ま
た
、
本
多
忠
勝
・
井
伊
直
政
・
榊
原
康
政
が
請
け
負
っ
た
「
料
仕
仕
立

之
膳
符
方
」
は
「
五
百
膳
計
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
天
下
人
秀
吉
を
迎
え
る
徳
川
家
の

威
信
を
か
け
た
饗
応
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
献
の
部
と
膳
の
部
で
供
さ
れ
た
料
理
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年（
二
〇
〇
四
）

三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
特
別
展
『
目
で
味
わ

う
│
家
康
・
も
て
な
し
の
膳
』
図
録
で
、
学
校
法
人
茶
屋
四
郎
次
郎
記
念
学
園
理
事

長
・
中
島
範
氏
お
よ
び
同
学
園
名
古
屋
医
療
福
祉
専
門
学
校
教
授
・
堅
山
翠
氏
、
同
教

授
・
和
田
恵
美
子
氏
に
よ
る
再
現
料
理
模
型
が
紹
介
さ
れ
、
堅
山
翠
氏
に
よ
る
詳
細
な

料
理
解
説
が
成
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
当
該
分
野
に
お
け
る
識
見
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
た
め
、
詳
細
は
同
書
を
ご
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
表
3
「
式
御
成
之

次
第
」
に
み
る
「
献
の
部
」
料
理
と
、
表
4
「
式
御
成
之
次
第
」
に
み
る
「
膳
の
部
」

料
理
は
同
展
図
録
に
掲
載
さ
れ
た
堅
山
翠
氏
の
解
説
に
依
拠
し
て
、
転
載
・
加
筆
・
抄

略
を
行
っ
た
。

（
23
）



新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

四
七

七
之
御
膳

（
雲
の
臺
よ
せ
盛
）

う
つ
ら

鶉（
う
ず
ら
）

ウ
ズ
ラ
餅
。

は
な
は
す

花
蓮（
は
な
は
す
）

花
形
に
切
っ
た
ハ
ス
。

あ
ま
の
り

尼
海
苔（
あ
ま
の
り
）

天
然
に
採
取
さ
れ
た
岩
ノ
リ
。

た
ち
花
焼

橘
焼（
た
ち
ば
な
や
き
）

魚
の
身
を
摺
り
く
ず
し
て
団
子
に
し
、
ビ
ワ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に
丸
め
て
ク
チ
ナ
シ
で
黄
味
を
つ
け
、
た
れ
味
噌
で
煮
て
タ
チ
バ
ナ
の
枝

に
さ
す
。

ま
は
や
き

間
羽
焼（
ま
は
や
き
）

『
群
書
類
従
』
本
で
は
「
間
羽
盛
」（
ま
は
も
り
）と
記
さ
れ
る
。

舟
盛

舟
盛（
ふ
な
も
り
）

膳
を
美
し
く
豪
華
に
飾
る
た
め
に
、
色
鮮
や
か
な
花
や
鳥
も
飾
ら
れ
た
。

む
す
ひ
花

結
花（
ゆ
か
）

鱸
汁

鱸
汁（
す
ず
き
じ
る
）

ス
ズ
キ
は
タ
イ
・
コ
イ
と
共
に
「
五
魚
」
の
一
つ
と
さ
れ
る
最
高
級
魚
で
、
汁
物
が
最
も
美
味
と
さ
れ
た
。

御
菓
子
十
二
種

や
う
か
ん

羊
羹（
よ
う
か
ん
）

う
す
か
ハ

薄
皮（
う
す
か
わ
）

薄
皮
饅
頭
の
こ
と
か
。

山
の
い
も

薯
蕷（
や
ま
の
い
も
）

大
和
芋
・
山
芋
・
つ
く
ね
芋
な
ど
を
饅
頭
の
皮
に
用
い
た
蒸
し
菓
子
。

ひ
め
く
る
ミ

姫
胡
桃（
ひ
め
ぐ
る
み
）

し
ゐ
た
け

椎
茸（
し
い
た
け
）

煮
た
シ
イ
タ
ケ
。
当
時
は
菓
子
の
一
種
。

く
ハ
す
い
り

葛
煎（
く
ず
い
り
）

葛
菓
子
の
こ
と
か
。

む
す
ひ
の
し

結
熨
斗（
む
す
び
の
し
）

煮
た
コ
ン
ブ
を
結
ん
で
熨
斗
状
と
す
る
。

花
お
こ
し

花
お
こ
し

つ
り
か
き

吊
柿（
つ
り
が
き
）

つ
る
し
柿
・
干
し
柿
の
こ
と
。
美
濃
国
が
有
名
な
産
地
。

き
ん
か
ん

金
柑（
き
ん
か
ん
）

み
か
ん

蜜
柑（
み
か
ん
）

古
来
、
薬
用
植
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。

松
こ
ふ

松
昆
布（
ま
つ
こ
ん
ぶ
）

細
切
り
コ
ン
ブ
を
出
汁
で
炊
き
あ
げ
る
。

表
3
・
表
4
と
も
、
岡
崎
市
・
文
化
国
際
課
編
『
目
で
味
わ
う
〜
家
康
・
も
て
な
し
の
膳
』（
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
特
別
展

　
平
成
16
年
3
月
31
日
発
行
）に
掲
載
さ
れ
た
「『
文
禄
四
年
御
成
記
』
饗
応
料
理
」
に
お
け
る
表
の

形
式
を
踏
襲
し
、
解
説
は
名
古
屋
医
療
福
祉
専
門
学
校
教
授
・
堅
山
翠
氏
の
再
現
料
理
解
説
を
転
載
・
加
筆
・
抄
略
し
た
。

　
　
五
　
史
料
の
評
価

豊
臣
秀
吉
の
御
成
に
つ
い
て
は
、
断
片
的
な
記
録
し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
先
述
し

た
よ
う
に
佐
藤
豊
三
氏
に
よ
る
分
析
が
、
唯
一
の
体
系
的
分
析
事
例
で
あ
る
。
徳
川
家

康
邸
へ
の
御
成
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
『
群
書
類
従
』
所
収
の
「
文
禄
四
年
御
成
記
」

し
か
、
具
体
的
な
内
容
は
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
同
記
録
内
容
が
御
成
の
実
態
を
あ
る
程

度
伝
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
他
に
比
較
す
る
史
料
が
無
い
た
め
、
家
康
邸
へ

の
御
成
の
実
態
を
推
測
す
る
に
は
、
こ
の
内
容
に
依
拠
す
る
現
状
に
は
変
わ
り
な
く
、

徳
川
家
の
威
信
を
か
け
た
饗
応
で
あ
っ
た
と
す
る
評
価
は
揺
る
が
な
い
も
の
の
、
相
伴

者
の
官
職
・
官
位
を
検
討
し
た
結
果
、「
文
禄
四
年
御
成
記
」
と
今
回
紹
介
し
た
「
式

御
成
之
次
第
」
が
必
ず
し
も
同
時
代
史
料
を
正
確
に
筆
写
し
た
わ
け
で
は
な
い
可
能
性

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

四
六

二
之
御
膳

剔
物

刎
物（
そ
ぎ
も
の
）

干
し
た
ア
ワ
ビ
に
タ
イ
、
サ
ケ
な
ど
を
削
っ
て
盛
り
つ
け
る
。

山
枡
は
む

山
椒
鱧（
さ
ん
し
ょ
う
は
も
）
ハ
モ
の
骨
切
り
を
し
て
、
6
㎝
く
ら
い
の
長
さ
に
切
っ
て
茹
で
る
。
山
椒
味
噌
を
塗
っ
て
食
す
。

鯛
之
汁

鯛
汁（
た
い
じ
る
）

ひ
れ
を
立
て
、
す
ま
し
仕
立
て
に
す
る
。

に
し

辛
螺（
に
し
）

「
に
し
の
つ
ぼ
い
り
」
と
い
う
料
理
。
辛
い
ニ
シ
を
さ
ら
に
辛
く
し
た
当
時
の
激
辛
食
材
。

さ
か
ひ
て

酒
浸（
さ
か
び
て
）

魚
を
酒
に
浸
し
、
塩
を
入
れ
、
酢
を
少
し
加
え
る
。

巻
す
る
め

巻
鯣（
ま
き
す
る
め
）

ス
ル
メ
を
巻
い
て
紐
で
固
く
結
び
、
数
日
間
お
い
て
さ
っ
と
茹
で
て
薄
く
切
る
。

集
汁

集
汁（
あ
つ
め
じ
る
）

イ
リ
コ
・
串
ア
ワ
ビ
・
麩
・
シ
イ
タ
ケ
・
大
豆
・
ア
マ
ノ
リ
な
ど
を
入
れ
た
実
の
多
い
汁
で
、す
ま
し
仕
立
て
に
す
る
。
当
時
の
す
ま
し
汁
は「
す

め
み
そ
」
と
い
い
、
味
噌
汁
の
上
澄
み
だ
け
を
と
っ
て
作
る
最
高
の
汁
で
あ
っ
た
。

三
之
御
膳

た
こ

蛸（
た
こ
）

腐
敗
し
や
す
い
イ
ボ
や
皮
は
む
い
て
使
用
。

く
ら
け

海
月（
く
ら
げ
）

コ
ヌ
カ
を
振
り
か
け
て
洗
い
、
そ
の
後
、
酒
で
揉
み
洗
い
す
る
。
芥
子
の
実
と
シ
ョ
ウ
ガ
・
カ
ツ
オ
を
一
緒
に
摺
り
、
酢
を
加
え
た
汁
で

和
え
る
。

く
丶
ゐ
の
汁

鵠
汁（
く
ぐ
い
じ
る
）

白
鳥
の
汁
。

か
い
あ
わ
ひ

貝
鮑（
か
い
あ
わ
び
）

生
の
ア
ワ
ビ
を
貝
に
盛
り
つ
け
る
。
縁
起
物
・
不
老
長
寿
の
食
べ
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。

か
ら
す
ミ

鱲
子（
か
ら
す
み
）

ボ
ラ
や
サ
ワ
ラ
の
卵
巣
に
塩
を
ふ
り
、
板
の
間
に
挟
み
、
徐
々
に
水
分
を
抜
い
て
干
す
。
土
佐
国
の
特
産
物
。

は
い

鮠（
は
や
）

ハ
ヤ（
ハ
エ
）の
ふ
く
め
煮
。
ハ
ヤ（
ハ
エ
）は
日
本
各
地
の
河
川
中
〜
下
流
域
に
生
息
す
る
魚
で
、
冬
が
旬
。

鯉
汁

鯉
汁（
こ
い
じ
る
）

赤
味
噌
で
胡
椒
仕
立
て
に
す
る
。
出
世
魚
と
し
て
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
た
。

与
之
御
膳

い
か

烏
賊（
い
か
）

食
べ
や
す
い
よ
う
に
表
面
に
切
り
込
み
を
入
れ
て
茹
で
る
。
当
時
は
、茹
で
て
か
ら
火
で
焙
り
、た
ま
り
を
か
け
る
の
が
一
般
的
な
調
理
法
。

能
登
・
若
狭
・
備
前
が
産
地
で
、
ス
ル
メ
イ
カ
が
多
か
っ
た
。

ゑ
い

え
い

『
群
書
類
従
』
本
で
は
「
鱈
」（
た
ら
）と
記
さ
れ
る
。

羽
盛

羽
盛（
は
も
り
）

鴫（
シ
ギ
）を
焼
い
て
食
器
の
小
角
に
盛
り
、
頭
と
羽
と
足
を
飛
ぶ
形
の
よ
う
に
置
く
。

お
ち
ん

御
沈（
お
ち
ん
）

魚
の
卵
の
こ
と
で
、
主
に
イ
ク
ラ
を
使
用
。

こ
ち

鯒（
こ
ち
）

4
〜
7
月
に
か
け
て
沿
岸
に
近
づ
い
た
時
が
美
味
と
な
る
。
吸
い
口
に
は
ニ
ン
ニ
ク
を
使
用
。

五
之
御
膳

御
さ
し
み

刺
身（
さ
し
み
）

『
群
書
類
従
』
本
で
は
「
羹
餅
」（
か
ん
も
ち
）と
記
さ
れ
る
。

う
け
い
り

浮
煎（
う
け
い
り
）

タ
イ
の
す
り
身
を
小
梅
ほ
ど
に
丸
め
て
茹
で
、
た
れ
味
噌
を
加
え
て
煮
る
。

か
さ
め

蝤
蛑（
が
ざ
み
）

ワ
タ
リ
ガ
ニ
。
カ
ニ
の
甲
羅
に
茹
で
た
身
を
盛
る
。

ひ
は
り

雲
雀（
ひ
ば
り
）

骨
付
き
で
焼
き
、
骨
ご
と
食
す
。
5
月
に
産
卵
期
に
入
る
た
め
、
３
月
に
旬
の
食
材
と
し
て
食
し
た
。

ゑ
ち
河
い
り

越
河
煎（
え
ち
が
わ
い
り
）

カ
ジ
カ
と
竹
の
子
や
白
瓜
な
ど
を
入
れ
て
作
っ
た
汁
。
カ
ジ
カ
の
代
わ
り
に
ハ
ヤ（
ハ
エ
）・
ゴ
リ
な
ど
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
。

六
之
御
膳（
扇
之
臺

貝
盛
尽
）

は
ま
く
り

蛤（
は
ま
ぐ
り
）

春
の
旬
。
貝
殻
を
付
け
た
ま
ま
盛
る
。

さ
丶
ゐ

栄
螺（
さ
ざ
え
）

『
群
書
類
従
』
本
で
は
「
蠣
」（
か
き
）と
記
さ
れ
る
。

か
い
あ
わ
ひ

貝
鮑（
か
い
あ
わ
び
）

生
の
ア
ワ
ビ
を
貝
に
盛
り
つ
け
る
。
縁
起
物
・
不
老
長
寿
の
食
べ
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。

く
ち
ら
の
汁

鯨
汁（
く
じ
ら
じ
る
）

ク
ジ
ラ
の
身
の
部
分
を
使
用
し
た
味
噌
汁
。
肉
は
塩
漬
け
に
し
て
保
存
さ
れ
、
コ
イ
よ
り
上
級
の
「
魚
」
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。

ほ
た
て
か
い

帆
立
貝（
ほ
た
て
が
い
）

あ
を
か
い

青
貝（
あ
お
が
い
）



新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

四
七

七
之
御
膳

（
雲
の
臺
よ
せ
盛
）

う
つ
ら

鶉（
う
ず
ら
）

ウ
ズ
ラ
餅
。

は
な
は
す

花
蓮（
は
な
は
す
）

花
形
に
切
っ
た
ハ
ス
。

あ
ま
の
り

尼
海
苔（
あ
ま
の
り
）

天
然
に
採
取
さ
れ
た
岩
ノ
リ
。

た
ち
花
焼

橘
焼（
た
ち
ば
な
や
き
）

魚
の
身
を
摺
り
く
ず
し
て
団
子
に
し
、
ビ
ワ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に
丸
め
て
ク
チ
ナ
シ
で
黄
味
を
つ
け
、
た
れ
味
噌
で
煮
て
タ
チ
バ
ナ
の
枝

に
さ
す
。

ま
は
や
き

間
羽
焼（
ま
は
や
き
）

『
群
書
類
従
』
本
で
は
「
間
羽
盛
」（
ま
は
も
り
）と
記
さ
れ
る
。

舟
盛

舟
盛（
ふ
な
も
り
）

膳
を
美
し
く
豪
華
に
飾
る
た
め
に
、
色
鮮
や
か
な
花
や
鳥
も
飾
ら
れ
た
。

む
す
ひ
花

結
花（
ゆ
か
）

鱸
汁

鱸
汁（
す
ず
き
じ
る
）

ス
ズ
キ
は
タ
イ
・
コ
イ
と
共
に
「
五
魚
」
の
一
つ
と
さ
れ
る
最
高
級
魚
で
、
汁
物
が
最
も
美
味
と
さ
れ
た
。

御
菓
子
十
二
種

や
う
か
ん

羊
羹（
よ
う
か
ん
）

う
す
か
ハ

薄
皮（
う
す
か
わ
）

薄
皮
饅
頭
の
こ
と
か
。

山
の
い
も

薯
蕷（
や
ま
の
い
も
）

大
和
芋
・
山
芋
・
つ
く
ね
芋
な
ど
を
饅
頭
の
皮
に
用
い
た
蒸
し
菓
子
。

ひ
め
く
る
ミ

姫
胡
桃（
ひ
め
ぐ
る
み
）

し
ゐ
た
け

椎
茸（
し
い
た
け
）

煮
た
シ
イ
タ
ケ
。
当
時
は
菓
子
の
一
種
。

く
ハ
す
い
り

葛
煎（
く
ず
い
り
）

葛
菓
子
の
こ
と
か
。

む
す
ひ
の
し

結
熨
斗（
む
す
び
の
し
）

煮
た
コ
ン
ブ
を
結
ん
で
熨
斗
状
と
す
る
。

花
お
こ
し

花
お
こ
し

つ
り
か
き

吊
柿（
つ
り
が
き
）

つ
る
し
柿
・
干
し
柿
の
こ
と
。
美
濃
国
が
有
名
な
産
地
。

き
ん
か
ん

金
柑（
き
ん
か
ん
）

み
か
ん

蜜
柑（
み
か
ん
）

古
来
、
薬
用
植
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。

松
こ
ふ

松
昆
布（
ま
つ
こ
ん
ぶ
）

細
切
り
コ
ン
ブ
を
出
汁
で
炊
き
あ
げ
る
。

表
3
・
表
4
と
も
、
岡
崎
市
・
文
化
国
際
課
編
『
目
で
味
わ
う
〜
家
康
・
も
て
な
し
の
膳
』（
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
特
別
展
　
平
成
16
年
3
月
31
日
発
行
）に
掲
載
さ
れ
た
「『
文
禄
四
年
御
成
記
』
饗
応
料
理
」
に
お
け
る
表
の

形
式
を
踏
襲
し
、
解
説
は
名
古
屋
医
療
福
祉
専
門
学
校
教
授
・
堅
山
翠
氏
の
再
現
料
理
解
説
を
転
載
・
加
筆
・
抄
略
し
た
。

　
　
五
　
史
料
の
評
価

豊
臣
秀
吉
の
御
成
に
つ
い
て
は
、
断
片
的
な
記
録
し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
先
述
し

た
よ
う
に
佐
藤
豊
三
氏
に
よ
る
分
析
が
、
唯
一
の
体
系
的
分
析
事
例
で
あ
る
。
徳
川
家

康
邸
へ
の
御
成
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
『
群
書
類
従
』
所
収
の
「
文
禄
四
年
御
成
記
」

し
か
、
具
体
的
な
内
容
は
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
同
記
録
内
容
が
御
成
の
実
態
を
あ
る
程

度
伝
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
他
に
比
較
す
る
史
料
が
無
い
た
め
、
家
康
邸
へ

の
御
成
の
実
態
を
推
測
す
る
に
は
、
こ
の
内
容
に
依
拠
す
る
現
状
に
は
変
わ
り
な
く
、

徳
川
家
の
威
信
を
か
け
た
饗
応
で
あ
っ
た
と
す
る
評
価
は
揺
る
が
な
い
も
の
の
、
相
伴

者
の
官
職
・
官
位
を
検
討
し
た
結
果
、「
文
禄
四
年
御
成
記
」
と
今
回
紹
介
し
た
「
式

御
成
之
次
第
」
が
必
ず
し
も
同
時
代
史
料
を
正
確
に
筆
写
し
た
わ
け
で
は
な
い
可
能
性

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

四
六

二
之
御
膳

剔
物

刎
物（
そ
ぎ
も
の
）

干
し
た
ア
ワ
ビ
に
タ
イ
、
サ
ケ
な
ど
を
削
っ
て
盛
り
つ
け
る
。

山
枡
は
む

山
椒
鱧（
さ
ん
し
ょ
う
は
も
）
ハ
モ
の
骨
切
り
を
し
て
、
6
㎝
く
ら
い
の
長
さ
に
切
っ
て
茹
で
る
。
山
椒
味
噌
を
塗
っ
て
食
す
。

鯛
之
汁

鯛
汁（
た
い
じ
る
）

ひ
れ
を
立
て
、
す
ま
し
仕
立
て
に
す
る
。

に
し

辛
螺（
に
し
）

「
に
し
の
つ
ぼ
い
り
」
と
い
う
料
理
。
辛
い
ニ
シ
を
さ
ら
に
辛
く
し
た
当
時
の
激
辛
食
材
。

さ
か
ひ
て

酒
浸（
さ
か
び
て
）

魚
を
酒
に
浸
し
、
塩
を
入
れ
、
酢
を
少
し
加
え
る
。

巻
す
る
め

巻
鯣（
ま
き
す
る
め
）

ス
ル
メ
を
巻
い
て
紐
で
固
く
結
び
、
数
日
間
お
い
て
さ
っ
と
茹
で
て
薄
く
切
る
。

集
汁

集
汁（
あ
つ
め
じ
る
）

イ
リ
コ
・
串
ア
ワ
ビ
・
麩
・
シ
イ
タ
ケ
・
大
豆
・
ア
マ
ノ
リ
な
ど
を
入
れ
た
実
の
多
い
汁
で
、す
ま
し
仕
立
て
に
す
る
。
当
時
の
す
ま
し
汁
は「
す

め
み
そ
」
と
い
い
、
味
噌
汁
の
上
澄
み
だ
け
を
と
っ
て
作
る
最
高
の
汁
で
あ
っ
た
。

三
之
御
膳

た
こ

蛸（
た
こ
）

腐
敗
し
や
す
い
イ
ボ
や
皮
は
む
い
て
使
用
。

く
ら
け

海
月（
く
ら
げ
）

コ
ヌ
カ
を
振
り
か
け
て
洗
い
、
そ
の
後
、
酒
で
揉
み
洗
い
す
る
。
芥
子
の
実
と
シ
ョ
ウ
ガ
・
カ
ツ
オ
を
一
緒
に
摺
り
、
酢
を
加
え
た
汁
で

和
え
る
。

く
丶
ゐ
の
汁

鵠
汁（
く
ぐ
い
じ
る
）

白
鳥
の
汁
。

か
い
あ
わ
ひ

貝
鮑（
か
い
あ
わ
び
）

生
の
ア
ワ
ビ
を
貝
に
盛
り
つ
け
る
。
縁
起
物
・
不
老
長
寿
の
食
べ
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。

か
ら
す
ミ

鱲
子（
か
ら
す
み
）

ボ
ラ
や
サ
ワ
ラ
の
卵
巣
に
塩
を
ふ
り
、
板
の
間
に
挟
み
、
徐
々
に
水
分
を
抜
い
て
干
す
。
土
佐
国
の
特
産
物
。

は
い

鮠（
は
や
）

ハ
ヤ（
ハ
エ
）の
ふ
く
め
煮
。
ハ
ヤ（
ハ
エ
）は
日
本
各
地
の
河
川
中
〜
下
流
域
に
生
息
す
る
魚
で
、
冬
が
旬
。

鯉
汁

鯉
汁（
こ
い
じ
る
）

赤
味
噌
で
胡
椒
仕
立
て
に
す
る
。
出
世
魚
と
し
て
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
た
。

与
之
御
膳

い
か

烏
賊（
い
か
）

食
べ
や
す
い
よ
う
に
表
面
に
切
り
込
み
を
入
れ
て
茹
で
る
。
当
時
は
、茹
で
て
か
ら
火
で
焙
り
、た
ま
り
を
か
け
る
の
が
一
般
的
な
調
理
法
。

能
登
・
若
狭
・
備
前
が
産
地
で
、
ス
ル
メ
イ
カ
が
多
か
っ
た
。

ゑ
い

え
い

『
群
書
類
従
』
本
で
は
「
鱈
」（
た
ら
）と
記
さ
れ
る
。

羽
盛

羽
盛（
は
も
り
）

鴫（
シ
ギ
）を
焼
い
て
食
器
の
小
角
に
盛
り
、
頭
と
羽
と
足
を
飛
ぶ
形
の
よ
う
に
置
く
。

お
ち
ん

御
沈（
お
ち
ん
）

魚
の
卵
の
こ
と
で
、
主
に
イ
ク
ラ
を
使
用
。

こ
ち

鯒（
こ
ち
）

4
〜
7
月
に
か
け
て
沿
岸
に
近
づ
い
た
時
が
美
味
と
な
る
。
吸
い
口
に
は
ニ
ン
ニ
ク
を
使
用
。

五
之
御
膳

御
さ
し
み

刺
身（
さ
し
み
）

『
群
書
類
従
』
本
で
は
「
羹
餅
」（
か
ん
も
ち
）と
記
さ
れ
る
。

う
け
い
り

浮
煎（
う
け
い
り
）

タ
イ
の
す
り
身
を
小
梅
ほ
ど
に
丸
め
て
茹
で
、
た
れ
味
噌
を
加
え
て
煮
る
。

か
さ
め

蝤
蛑（
が
ざ
み
）

ワ
タ
リ
ガ
ニ
。
カ
ニ
の
甲
羅
に
茹
で
た
身
を
盛
る
。

ひ
は
り

雲
雀（
ひ
ば
り
）

骨
付
き
で
焼
き
、
骨
ご
と
食
す
。
5
月
に
産
卵
期
に
入
る
た
め
、
３
月
に
旬
の
食
材
と
し
て
食
し
た
。

ゑ
ち
河
い
り

越
河
煎（
え
ち
が
わ
い
り
）

カ
ジ
カ
と
竹
の
子
や
白
瓜
な
ど
を
入
れ
て
作
っ
た
汁
。
カ
ジ
カ
の
代
わ
り
に
ハ
ヤ（
ハ
エ
）・
ゴ
リ
な
ど
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
。

六
之
御
膳（
扇
之
臺

貝
盛
尽
）

は
ま
く
り

蛤（
は
ま
ぐ
り
）

春
の
旬
。
貝
殻
を
付
け
た
ま
ま
盛
る
。

さ
丶
ゐ

栄
螺（
さ
ざ
え
）

『
群
書
類
従
』
本
で
は
「
蠣
」（
か
き
）と
記
さ
れ
る
。

か
い
あ
わ
ひ

貝
鮑（
か
い
あ
わ
び
）

生
の
ア
ワ
ビ
を
貝
に
盛
り
つ
け
る
。
縁
起
物
・
不
老
長
寿
の
食
べ
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。

く
ち
ら
の
汁

鯨
汁（
く
じ
ら
じ
る
）

ク
ジ
ラ
の
身
の
部
分
を
使
用
し
た
味
噌
汁
。
肉
は
塩
漬
け
に
し
て
保
存
さ
れ
、
コ
イ
よ
り
上
級
の
「
魚
」
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。

ほ
た
て
か
い

帆
立
貝（
ほ
た
て
が
い
）

あ
を
か
い

青
貝（
あ
お
が
い
）



新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

四
九

岩
桂
初
飄
好
問
　
初
ク
タ
リ
メ
、

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
コ
ノ
字
數
ノ

　
●
●
●
●

　
　
　

　
内
ニ
、
コ
ノ
心
ノ

　
●
●
●
●
●

　
　
　
　
テ
ノ
字
有
り
、

　
●
●
●
●
●

　
　
寶
祐
甲
寅
秋
　
　
ヤ
ク
タ
リ
メ
也
、

　
　
虛
堂
叟
知
禺
（
愚
）書

　
九
ク
タ
リ
メ
也
、

　
　
　
　

　
内
ノ
字
凡

　
　
　
　
　
　
コ
ノ
心
ニ
ア
リ
、

　
現
状
の
本
幅
は
、
本
紙
縦
一
尺
二
分（
三
〇
・
九
糎
）・
本
紙
横
二
尺
七
分（
六
二
・
八
糎
）・

表
具
縦
四
尺
一
寸
一
分（
一
二
四
・
七
糎
）・
表
具
横
二
尺
四
寸
六
分（
七
四
・
六
糎
）、
上
下
は

茶
地
絓
・
中
廻
は
茶
地
小
牡
丹
折
枝
文
金
紗
・
一
文
字
及
び
風
帯
は
花
色
地
一
重
蔓
唐
草
文
金

紗
で
あ
る
。

（
17
）　
註（
16
）前
掲
書
参
照
。

（
18
）　『
當
代
記

　
駿
府
記
』　
続
群
書
類
従
完
成
会

　
平
成
七
年
十
月
十
日
発
行
。

（
19
）　
註（
14
）前
掲
書
参
照
。

（
20
）　
黒
坂
勝
美
・
國
史
大
系
編
集
會
編
『
德
川
實
紀
』
第
一
篇

　
吉
川
弘
文
館

　
昭
和
三
十
九

年
八
月
三
十
一
日
発
行
。

（
21
）　『
群
書
類
従
』
で
は
、
井
伊
直
政
の
小
袖
献
上
は
二
十
領
と
す
る
。

（
22
）　『
福
井
県
史

　
通
史
編
3

　
近
世
1
』
一
九
九
四（
平
成
六
）年
発
行
。

（
23
）　
岡
崎
市
・
文
化
国
際
課
編
『
目
で
味
わ
う
│
家
康
・
も
て
な
し
の
膳
』
三
河
武
士
の
や
か

た
家
康
館
特
別
展
図
録

　
平
成
十
六
年
三
月
十
三
日
発
行
。

〔
付
記
〕　
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
本
状
の
基
本
情
報
に
つ
い
て
江
戸
東
京
博
物
館
の
熊
谷
紀
子
氏

に
多
大
な
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
美
術
館

　
學
藝
員
）

﹇
史
料
１
﹈

　
式
御
成
之
次
第

夫
御
成
之
儀
被
相
定
候
付
而

為
其
御
用
意
都
鄙
之
珍
物

被
相
調
畢 

今
度
者
何
之
御
成
ニ

増
培
一
段
馳
走
可
仕
之
由 

堅
ク

家
老
江
被
申
付 

即
時
ニ
令
調

進
也 

然
者
御
臺
所
大
角
与
左
衛
門

方
被
申
付
候
而 

道
春 

西
道 

道
祐

林
副
此
衆
御
膳
符
方
之
儀
干
要
ニ

付
而 

料
理
之
人
数
申
談
候

上
京
下
京
衆 

堺
衆 

大
坂
衆

奈
良
之
衆 

賀
茂
衆 

関
東
衆
也

一
御
献
方
奉
行
之
事 

嶋
田
次
兵
衛

浅
井
雁
兵
衛 

加
藤
喜
助 

森
河

金
右
衛
門 

阿
部
八
右
衛
門 

御
献

方
之
役
松
波
右
衛
門

一
御
湯
漬
之
御
膳
符
方
石
河

日
向
守
請
取
ニ
テ
被
申
付
候
也

一
諸
太
夫
衆
江
膳
符
方
之
事

大
久
保
十
兵
衛 

伊
奈
熊
蔵 

彦
坂

小
刑
部
三
奉
行
膳
符
之
儀
枕

流
也

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

四
八

註（
1
）　
中
村
孝
也
著
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』　
日
本
学
術
振
興
会

　「
上
巻
」
昭
和
三
十
三

年
三
月
二
十
五
日
発
行（
初
版
）・
昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
八
日
発
行（
新
訂
初
版
）、「
中

巻
」
昭
和
三
十
四
年
三
月
二
十
五
日
発
行（
初
版
）・
昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
八
日
発
行（
新

訂
初
版
）、「
下
巻
之
一
」
昭
和
三
十
五
年
三
月
二
十
五
日
発
行（
初
版
）・
昭
和
五
十
五
年
三
月

三
十
一
日
発
行（
新
訂
初
版
）・
平
成
六
年
十
月
三
十
一
日
発
行（
新
訂
初
版
第
二
刷
）、「
下
巻

之
二
」昭
和
三
十
五
年
三
月
二
十
五
日
発
行（
初
版
）・
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
発
行（
新

訂
初
版
）。

（
2
）　
徳
川
義
宣
著
『
新
修
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』　
徳
川
黎
明
会
編
・
吉
川
弘
文
館
　
昭
和

五
十
八
年
六
月
二
十
日
発
行
。

　
徳
川
義
宣
著
『
新
修
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
第
二
輯
　
徳
川
黎
明
会
編
・
吉
川
弘
文
館
　
平

成
十
八
年
十
一
月
一
日
発
行
。

（
3
）　
黒
坂
勝
美
・
國
史
大
系
編
集
會
編
『
公
卿
補
任

　
第
三
篇
』　
吉
川
弘
文
館

　
昭
和

四
十
六
年
九
月
十
日
発
行
。

（
4
）　
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
記
録

　
言
經
卿
記

　
六
』　
岩
波
書
店

　
昭
和

四
十
四
年
四
月
五
日
発
行
。

（
5
）　
竹
内
理
三
編
『
増
補
續
史
料
大
成
』
第
十
九
巻（
家
忠
日
記
）　
臨
川
書
店

　
昭
和
五
十
六

年
五
月
二
十
五
日
発
行
。

（
6
）　
三
鬼
清
一
郎
「
羽
柴
秀
保
」　（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
十
一
巻

　
吉
川
弘
文
館

　
平
成
二
年
九
月
三
十
日
発
行
）。

（
7
）　
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
本
。

（
8
）　
駒
井
重
勝
著
・
藤
田
恒
春
編
校
訂
『
増
補 

駒
井
日
記
』　
文
献
出
版

　
平
成
四
年
十
月

十
六
日
発
行
。

（
9
）　
辻
善
之
助
編
『
多
聞
院
日
記

　
第
五
巻
』　
角
川
書
店

　
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
三

日
発
行
。

（
10
）　
佐
藤
豊
三
「
将
軍
家
「
御
成
」
に
つ
い
て（
五
）│
織
田
信
長
と
豊
臣
秀
吉
の
御
成
│
」

（『
金
鯱
叢
書

　
第
六
輯
│
史
学
美
術
史
論
文
集
│
』　
徳
川
黎
明
会

　
昭
和
五
十
四
年
五
月

三
十
日
発
行
）。

（
11
）　
平
佐
就
言
著
・
村
田
峯
次
郎
編
『
長
周
叢
書

　
巻
二
十

　
輝
元
公
上
洛
日
記
』　
稲
垣
常

三
郎

　
明
治
二
十
五
年
六
月
発
行
。
本
史
料
の
概
説
書
と
し
て
、
二
木
謙
一
著
『
秀
吉
の
接
待

│
毛
利
輝
元
上
洛
日
記
を
読
み
解
く
』　
学
研
新
書

　
二
〇
〇
八
年
二
月
六
日
発
行
。

（
12
）　
塙
保
己
一
編
・
太
田
藤
四
郎
補
『
續
群
書
類
從
・
二
十
三
輯
下
　
武
家
部
』
巻
第

六
百
六
十
三
　
續
群
書
類
從
完
成
會
　
大
正
十
三
年
十
月
二
十
五
日
発
行
・
昭
和
三
十
四
年
五

月
十
五
日
訂
正
三
版
発
行
。

（
13
）　
註（
12
）前
掲
書
参
照
。

（
14
）　
塙
補
己
一
編
『
群
書
類
從
・
第
二
十
二
輯
　
武
家
部
』
巻
第
四
百
九
　
續
群
書
類
從
完
成

會
　
昭
和
三
年
十
一
月
十
五
日
発
行
・
昭
和
三
十
四
年
八
月
二
十
日
訂
正
三
版
発
行
。

（
15
）　『
朝
野
舊
聞
裒
藁
』
に
お
け
る
「
＊
」
は
、
割
註
を
示
す
。

（
16
）　「
宗
湛
日
記
」　
千
宗
室
編
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
六
巻
　
淡
交
社
　
昭
和
三
十
三
年
十
二

月
二
十
日
発
行
・
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
二
十
日
三
版
発
行
。

　
一
墨
跡
ハ
、
帋
ノ
内
、
立
一
尺
二
三
寸
、
ヨ
コ
二
尺
一
二
寸
、
上
下
コ
ヒ
茶
、
中
白
地
ノ

金
ラ
ン
フ
ン（
シ
）ノ

紋
也
、
一
文
字
風
躰
キ
ン
シ
ヤ
古
、
ミ
ル
イ
ロ
共
、

コ
ン
共
、　

　
　

　
モ
ヱ
キ
共

ミ
ワ
カ
ス
、露
白
シ
、
ハ
チ
軸
ク

ワ
リ
ン
、
表
具
ア
タ
ラ
シ
ク
ミ
ユ
ル
、
先
六
字
ツ
丶
五
ク
タ
リ
、
四
字
一
ク
タ
リ
、
其
ヨ
リ

一
字
サ
ケ
テ
、
四
ク
タ
リ
有
、
奧
ニ
ハ
角
印
一
ア
リ
、
一
寸
方
ホ
ト
、
已
上
十
ク
タ
リ
、
字

數
合
四
十
九
有
、

が
出
て
き
た
。

ま
た
、
今
回
発
見
さ
れ
た
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
の
内
容
に
よ
っ
て
、

「
文
禄
四
年
御
成
記
」
に
相
伴
衆
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
「
大
和
中
納
言
」
こ
と
豊

臣
秀
保
が
、実
際
に
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

本
書
状
の
内
容
か
ら
は
、
御
成
の
実
態
ま
で
は
判
ら
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
御
成
の

実
態
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
「
文
禄
四
年
御
成
記
」
は
、
御
成
準
備
に
あ
た
っ

て
の
計
画
書
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
本
書
状
は
、
豊
臣
秀
吉
の
徳
川
邸
御
成

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
唯
一
の
同
時
代
史
料
で
も
あ
り
、
本
書
状
の
発
見
に
よ
っ
て
、

わ
ず
か
な
が
ら
で
も
、
徳
川
邸
御
成
の
実
態
を
知
る
一
助
と
な
っ
た
点
で
評
価
す
べ
き

史
料
と
い
え
よ
う
。



新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

四
九

岩
桂
初
飄
好
問

　
初
ク
タ
リ
メ
、

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
コ
ノ
字
數
ノ

　
●
●
●
●

　
　
　

　
内
ニ
、
コ
ノ
心
ノ

　
●
●
●
●
●

　
　
　
　
テ
ノ
字
有
り
、

　
●
●
●
●
●

　
　
寶
祐
甲
寅
秋

　
　
ヤ
ク
タ
リ
メ
也
、

　
　
虛
堂
叟
知
禺
（
愚
）書

　
九
ク
タ
リ
メ
也
、

　
　
　
　

　
内
ノ
字
凡

　
　
　
　
　
　
コ
ノ
心
ニ
ア
リ
、

　
現
状
の
本
幅
は
、
本
紙
縦
一
尺
二
分（
三
〇
・
九
糎
）・
本
紙
横
二
尺
七
分（
六
二
・
八
糎
）・

表
具
縦
四
尺
一
寸
一
分（
一
二
四
・
七
糎
）・
表
具
横
二
尺
四
寸
六
分（
七
四
・
六
糎
）、
上
下
は

茶
地
絓
・
中
廻
は
茶
地
小
牡
丹
折
枝
文
金
紗
・
一
文
字
及
び
風
帯
は
花
色
地
一
重
蔓
唐
草
文
金

紗
で
あ
る
。

（
17
）　
註（
16
）前
掲
書
参
照
。

（
18
）　『
當
代
記
　
駿
府
記
』　
続
群
書
類
従
完
成
会
　
平
成
七
年
十
月
十
日
発
行
。

（
19
）　
註（
14
）前
掲
書
参
照
。

（
20
）　
黒
坂
勝
美
・
國
史
大
系
編
集
會
編
『
德
川
實
紀
』
第
一
篇
　
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
三
十
九

年
八
月
三
十
一
日
発
行
。

（
21
）　『
群
書
類
従
』
で
は
、
井
伊
直
政
の
小
袖
献
上
は
二
十
領
と
す
る
。

（
22
）　『
福
井
県
史
　
通
史
編
3

　
近
世
1
』
一
九
九
四（
平
成
六
）年
発
行
。

（
23
）　
岡
崎
市
・
文
化
国
際
課
編
『
目
で
味
わ
う
│
家
康
・
も
て
な
し
の
膳
』
三
河
武
士
の
や
か

た
家
康
館
特
別
展
図
録
　
平
成
十
六
年
三
月
十
三
日
発
行
。

〔
付
記
〕　
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
本
状
の
基
本
情
報
に
つ
い
て
江
戸
東
京
博
物
館
の
熊
谷
紀
子
氏

に
多
大
な
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
美
術
館

　
學
藝
員
）

﹇
史
料
１
﹈

　
式
御
成
之
次
第

夫
御
成
之
儀
被
相
定
候
付
而

為
其
御
用
意
都
鄙
之
珍
物

被
相
調
畢 

今
度
者
何
之
御
成
ニ

増
培
一
段
馳
走
可
仕
之
由 

堅
ク

家
老
江
被
申
付 

即
時
ニ
令
調

進
也 

然
者
御
臺
所
大
角
与
左
衛
門

方
被
申
付
候
而 

道
春 

西
道 

道
祐

林
副
此
衆
御
膳
符
方
之
儀
干
要
ニ

付
而 

料
理
之
人
数
申
談
候

上
京
下
京
衆 

堺
衆 

大
坂
衆

奈
良
之
衆 

賀
茂
衆 

関
東
衆
也

一
御
献
方
奉
行
之
事 

嶋
田
次
兵
衛

浅
井
雁
兵
衛 

加
藤
喜
助 

森
河

金
右
衛
門 

阿
部
八
右
衛
門 

御
献

方
之
役
松
波
右
衛
門

一
御
湯
漬
之
御
膳
符
方
石
河

日
向
守
請
取
ニ
テ
被
申
付
候
也

一
諸
太
夫
衆
江
膳
符
方
之
事

大
久
保
十
兵
衛 

伊
奈
熊
蔵 

彦
坂

小
刑
部
三
奉
行
膳
符
之
儀
枕

流
也

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

四
八

註（
1
）　
中
村
孝
也
著
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』　
日
本
学
術
振
興
会
　「
上
巻
」
昭
和
三
十
三

年
三
月
二
十
五
日
発
行（
初
版
）・
昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
八
日
発
行（
新
訂
初
版
）、「
中

巻
」
昭
和
三
十
四
年
三
月
二
十
五
日
発
行（
初
版
）・
昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
八
日
発
行（
新

訂
初
版
）、「
下
巻
之
一
」
昭
和
三
十
五
年
三
月
二
十
五
日
発
行（
初
版
）・
昭
和
五
十
五
年
三
月

三
十
一
日
発
行（
新
訂
初
版
）・
平
成
六
年
十
月
三
十
一
日
発
行（
新
訂
初
版
第
二
刷
）、「
下
巻

之
二
」昭
和
三
十
五
年
三
月
二
十
五
日
発
行（
初
版
）・
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
発
行（
新

訂
初
版
）。

（
2
）　
徳
川
義
宣
著
『
新
修
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』　
徳
川
黎
明
会
編
・
吉
川
弘
文
館
　
昭
和

五
十
八
年
六
月
二
十
日
発
行
。

　
徳
川
義
宣
著
『
新
修
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
第
二
輯
　
徳
川
黎
明
会
編
・
吉
川
弘
文
館
　
平

成
十
八
年
十
一
月
一
日
発
行
。

（
3
）　
黒
坂
勝
美
・
國
史
大
系
編
集
會
編
『
公
卿
補
任
　
第
三
篇
』　
吉
川
弘
文
館
　
昭
和

四
十
六
年
九
月
十
日
発
行
。

（
4
）　
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
記
録
　
言
經
卿
記
　
六
』　
岩
波
書
店
　
昭
和

四
十
四
年
四
月
五
日
発
行
。

（
5
）　
竹
内
理
三
編
『
増
補
續
史
料
大
成
』
第
十
九
巻（
家
忠
日
記
）　
臨
川
書
店
　
昭
和
五
十
六

年
五
月
二
十
五
日
発
行
。

（
6
）　
三
鬼
清
一
郎
「
羽
柴
秀
保
」　（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
十
一
巻

　
吉
川
弘
文
館
　
平
成
二
年
九
月
三
十
日
発
行
）。

（
7
）　
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
本
。

（
8
）　
駒
井
重
勝
著
・
藤
田
恒
春
編
校
訂
『
増
補 

駒
井
日
記
』　
文
献
出
版
　
平
成
四
年
十
月

十
六
日
発
行
。

（
9
）　
辻
善
之
助
編
『
多
聞
院
日
記
　
第
五
巻
』　
角
川
書
店
　
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
三

日
発
行
。

（
10
）　
佐
藤
豊
三
「
将
軍
家
「
御
成
」
に
つ
い
て（
五
）│
織
田
信
長
と
豊
臣
秀
吉
の
御
成
│
」

（『
金
鯱
叢
書
　
第
六
輯
│
史
学
美
術
史
論
文
集
│
』　
徳
川
黎
明
会
　
昭
和
五
十
四
年
五
月

三
十
日
発
行
）。

（
11
）　
平
佐
就
言
著
・
村
田
峯
次
郎
編
『
長
周
叢
書
　
巻
二
十
　
輝
元
公
上
洛
日
記
』　
稲
垣
常

三
郎
　
明
治
二
十
五
年
六
月
発
行
。
本
史
料
の
概
説
書
と
し
て
、
二
木
謙
一
著
『
秀
吉
の
接
待

│
毛
利
輝
元
上
洛
日
記
を
読
み
解
く
』　
学
研
新
書
　
二
〇
〇
八
年
二
月
六
日
発
行
。

（
12
）　
塙
保
己
一
編
・
太
田
藤
四
郎
補
『
續
群
書
類
從
・
二
十
三
輯
下
　
武
家
部
』
巻
第

六
百
六
十
三
　
續
群
書
類
從
完
成
會
　
大
正
十
三
年
十
月
二
十
五
日
発
行
・
昭
和
三
十
四
年
五

月
十
五
日
訂
正
三
版
発
行
。

（
13
）　
註（
12
）前
掲
書
参
照
。

（
14
）　
塙
補
己
一
編
『
群
書
類
從
・
第
二
十
二
輯
　
武
家
部
』
巻
第
四
百
九
　
續
群
書
類
從
完
成

會
　
昭
和
三
年
十
一
月
十
五
日
発
行
・
昭
和
三
十
四
年
八
月
二
十
日
訂
正
三
版
発
行
。

（
15
）　『
朝
野
舊
聞
裒
藁
』
に
お
け
る
「
＊
」
は
、
割
註
を
示
す
。

（
16
）　「
宗
湛
日
記
」　
千
宗
室
編
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
六
巻
　
淡
交
社
　
昭
和
三
十
三
年
十
二

月
二
十
日
発
行
・
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
二
十
日
三
版
発
行
。

　
一
墨
跡
ハ
、
帋
ノ
内
、
立
一
尺
二
三
寸
、
ヨ
コ
二
尺
一
二
寸
、
上
下
コ
ヒ
茶
、
中
白
地
ノ

金
ラ
ン
フ
ン（
シ
）ノ

紋
也
、
一
文
字
風
躰
キ
ン
シ
ヤ
古
、
ミ
ル
イ
ロ
共
、

コ
ン
共
、　

　
　

　
モ
ヱ
キ
共

ミ
ワ
カ
ス
、露
白
シ
、
ハ
チ
軸
ク

ワ
リ
ン
、
表
具
ア
タ
ラ
シ
ク
ミ
ユ
ル
、
先
六
字
ツ
丶
五
ク
タ
リ
、
四
字
一
ク
タ
リ
、
其
ヨ
リ

一
字
サ
ケ
テ
、
四
ク
タ
リ
有
、
奧
ニ
ハ
角
印
一
ア
リ
、
一
寸
方
ホ
ト
、
已
上
十
ク
タ
リ
、
字

數
合
四
十
九
有
、

が
出
て
き
た
。

ま
た
、
今
回
発
見
さ
れ
た
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
の
内
容
に
よ
っ
て
、

「
文
禄
四
年
御
成
記
」
に
相
伴
衆
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
「
大
和
中
納
言
」
こ
と
豊

臣
秀
保
が
、実
際
に
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

本
書
状
の
内
容
か
ら
は
、
御
成
の
実
態
ま
で
は
判
ら
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
御
成
の

実
態
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
「
文
禄
四
年
御
成
記
」
は
、
御
成
準
備
に
あ
た
っ

て
の
計
画
書
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
本
書
状
は
、
豊
臣
秀
吉
の
徳
川
邸
御
成

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
唯
一
の
同
時
代
史
料
で
も
あ
り
、
本
書
状
の
発
見
に
よ
っ
て
、

わ
ず
か
な
が
ら
で
も
、
徳
川
邸
御
成
の
実
態
を
知
る
一
助
と
な
っ
た
点
で
評
価
す
べ
き

史
料
と
い
え
よ
う
。



新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状

　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

五
一

上
之
通
者
御
小
袖
五
宛 

下
之
通
ハ

一
重
充
進
上
候 

各
持
参
之
御
礼

也 

此
御
禮
済
候
而
御
座
配
有
之
也

一
御
相
伴
之
事

聖
護
院
殿

　
　
　
　

菊
亭
右
太

（
マ
丶
）臣

殿

武
蔵
大
納
言
殿

　
　

久
我
大
納
言
殿

勧
修
寺
大
納
言
殿

　
中
山
大
納
言
殿

烏
丸
大
納
言
殿

　
　

日
野
大
納
言
殿

廣
橋
中
納
言
殿

　
　

藤
宰
相
殿

飛
鳥
井
中
将
殿

　
　
　

以
上

　
一
御
相
伴
之
事

　
　

羽
柴
備
前
中
納
言
殿

　
　

三
方

　
　

同

三
郎
殿

岐
阜

　
中
納
言
殿

　
　

三
方

　
　

同
大
和

　
中
納
言
殿

　
　

三
方

　
　

同

金
吾
殿

筑
前

　
中
納
言
殿

　
　

三
方

　
　

同
安
藝

　
中
納
言
殿

　
　

三
方

　
　

同

筑
前
殿

加
賀

　
中
納
言
殿

　
　

三
方

　
　

同
越
後

　
中
納
言
殿

　
　

三
方

　
　

同
安
藝

　
宰
相
殿

　
　
　

三
方

　
　

同

小
早
河
殿

三
原

　
宰
相
殿

　
　
　

三
方

　
　

同
丹
後

　
少
将
殿

　
　
　

足
打

　
　

同
結
城

　
少
将
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

孫
四
郎
殿

越
中

　
少
将
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

池
田
殿

吉
田

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

金弟 杉
原
大
蔵
殿

吾
殿
同
若
狭

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同
郡
上

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

五
郎
左
衛
門
殿
息

松
任 

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同
伊
賀

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

孫
四
郎
殿
弟能

登
　

侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同
最
上

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

京
極
殿

八
幡
山

　
侍
従
殿

　
　

足
打

　
　

同

伊
達
殿

大
崎

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

法
印
御
息

左
近

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同
東ト

ウ
ゴ
ウ郷

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

久
太
郎
殿

北
庄

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

サ
ン
法
師
殿大

溝
　

侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同
宇
津
宮
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　
　

以
上

一
初
献
御
盞
参
候 

御
雑
煮
参
候
而

御
銚
子
参
候
と
御
能
は
し
め
申
候
と
同

時
也 

式
三
番
よ
り
脇
能
過
候
間

御
𣏐
祇
候
也 

脇
能
過
候
而
献
参

納
申
候
也 

幾
度
も
狂
言
之
間
ニ

参
候
也

○
御
初
献

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

五
〇

一
御
能
之
時 

楽
屋
ニ
ヲ
イ
テ
膳
符

方
之
事 

酒
井
宮
内
大
輔 

石
河

左
右

（
マ
丶
）衛

門
太

（
マ
丶
）夫

平
岩
主
計
頭
被

申
付
候
也

一
烏
帽
子
着
之
衆
江
膳
符
方

請
取
之
事 

本
多
豊
後
守 
鳥
井

彦
右
衛
門 

牧
野
右
馬
允 
小
笠
原

信
濃
守
也

一
料
理
仕
立
之
膳
符
方 

五
百

膳
計 

本
多
中
務
丞

（
マ
丶
）井

侍
従

榊
原
式
部
太

（
マ
丶
）輔

被
申
付
候
也

一
御
菓
子
奉
行
四
郎
次
郎 

永
仁

（
マ
丶
）也

一
亜
相
御
禮
御
進
物
之
次
第

○
初
献
　
御
太
刀
　
長
光

　
　
　
一
腰

　
　
　
　
御
馬
　
　
黒
毛
御
鞍
置

　
一
疋

○
二
献
　
御
小
袖
　
唐
織
縫
薄
（
マ
丶
）　

　
百

○
三
献
　
御
腰
物
　
光
忠

　
　
　
　
御
脇
指
　
助
光

○
与
献
　
八
条
嶋
　
　
　
　
　
　
五
百
端

○
五
献
　
銀
子
　
　
　
　
　
　
　
三
千
枚

○
六
献
　
綿
　
　
　
　
　
　
　
　
千
把

○
七
献
　
巻
物
　
　
　
　
　
　
　
三
百

　
　
　
以
上

　
黄
門
ヨ
リ

一
御
太
刀
一
腰
　
御
馬
　
月
毛
　
一
匹

一
御
小
袖
　
五
十

一
銀
子
　
　
五
百
枚

　
　
　
以
上

　
結
城
少
将
殿

一
御
太
刀
　
　
　
　
御
折
帋

一
御
小
袖
　
　
　
　
三
十

　
　
　
以
上

　
井
侍
従
殿

一
御
太
刀
　
　
　
　
御
折
帋

一
御
小
袖
　
　
　
　
五
縫
薄

（
マ
丶
）

　
　
　
以
上

　
福
松
殿

一
御
太
刀
　
　
　
　
御
折
紙

一
御
小
袖
　
　
　
　
二
十

　
　
　
以
上

一
家
中
諸
太
夫
国
衆
奉
行
衆
何
モ

御
縁
通
之
御
禮
也

進
上
物
者
御
太
刀
御
折
帋
御
小
袖
也



新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状

　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

五
一

上
之
通
者
御
小
袖
五
宛 

下
之
通
ハ

一
重
充
進
上
候 

各
持
参
之
御
礼

也 

此
御
禮
済
候
而
御
座
配
有
之
也

一
御
相
伴
之
事

聖
護
院
殿

　
　
　
　

菊
亭
右
太

（
マ
丶
）臣

殿

武
蔵
大
納
言
殿

　
　

久
我
大
納
言
殿

勧
修
寺
大
納
言
殿

　
中
山
大
納
言
殿

烏
丸
大
納
言
殿

　
　

日
野
大
納
言
殿

廣
橋
中
納
言
殿

　
　

藤
宰
相
殿

飛
鳥
井
中
将
殿

　
　
　

以
上

　
一
御
相
伴
之
事

　
　

羽
柴
備
前
中
納
言
殿

　
　

三
方

　
　

同

三
郎
殿

岐
阜

　
中
納
言
殿

　
　

三
方

　
　

同
大
和

　
中
納
言
殿

　
　

三
方

　
　

同

金
吾
殿

筑
前

　
中
納
言
殿

　
　

三
方

　
　

同
安
藝

　
中
納
言
殿

　
　

三
方

　
　

同

筑
前
殿

加
賀

　
中
納
言
殿

　
　

三
方

　
　

同
越
後

　
中
納
言
殿

　
　

三
方

　
　

同
安
藝

　
宰
相
殿

　
　
　

三
方

　
　

同

小
早
河
殿

三
原

　
宰
相
殿

　
　
　

三
方

　
　

同
丹
後

　
少
将
殿

　
　
　

足
打

　
　

同
結
城

　
少
将
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

孫
四
郎
殿

越
中

　
少
将
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

池
田
殿

吉
田

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

金弟 杉
原
大
蔵
殿

吾
殿
同
若
狭

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同
郡
上

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

五
郎
左
衛
門
殿
息

松
任 

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同
伊
賀

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

孫
四
郎
殿
弟能

登
　

侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同
最
上

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

京
極
殿

八
幡
山

　
侍
従
殿

　
　

足
打

　
　

同

伊
達
殿

大
崎

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

法
印
御
息

左
近

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同
東ト

ウ
ゴ
ウ郷

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

久
太
郎
殿

北
庄

　
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同

サ
ン
法
師
殿大

溝
　

侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　

同
宇
津
宮
侍
従
殿

　
　
　

足
打

　
　
　

以
上

一
初
献
御
盞
参
候 

御
雑
煮
参
候
而

御
銚
子
参
候
と
御
能
は
し
め
申
候
と
同

時
也 

式
三
番
よ
り
脇
能
過
候
間

御
𣏐
祇
候
也 

脇
能
過
候
而
献
参

納
申
候
也 

幾
度
も
狂
言
之
間
ニ

参
候
也

○
御
初
献

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

五
〇

一
御
能
之
時 

楽
屋
ニ
ヲ
イ
テ
膳
符

方
之
事 

酒
井
宮
内
大
輔 

石
河

左
右

（
マ
丶
）衛

門
太

（
マ
丶
）夫

平
岩
主
計
頭
被

申
付
候
也

一
烏
帽
子
着
之
衆
江
膳
符
方

請
取
之
事 

本
多
豊
後
守 

鳥
井

彦
右
衛
門 

牧
野
右
馬
允 

小
笠
原

信
濃
守
也

一
料
理
仕
立
之
膳
符
方 

五
百

膳
計 

本
多
中
務
丞

（
マ
丶
）井

侍
従

榊
原
式
部
太

（
マ
丶
）輔

被
申
付
候
也

一
御
菓
子
奉
行
四
郎
次
郎 

永
仁

（
マ
丶
）也

一
亜
相
御
禮
御
進
物
之
次
第

○
初
献
　
御
太
刀
　
長
光

　
　
　
一
腰

　
　
　
　
御
馬
　
　
黒
毛
御
鞍
置

　
一
疋

○
二
献
　
御
小
袖
　
唐
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縫
薄
（
マ
丶
）　

　
百

○
三
献
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光
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光
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与
献
　
八
条
嶋
　
　
　
　
　
　
五
百
端

○
五
献
　
銀
子
　
　
　
　
　
　
　
三
千
枚

○
六
献
　
綿
　
　
　
　
　
　
　
　
千
把

○
七
献
　
巻
物
　
　
　
　
　
　
　
三
百

　
　
　
以
上

　
黄
門
ヨ
リ

一
御
太
刀
一
腰
　
御
馬
　
月
毛
　
一
匹

一
御
小
袖
　
五
十

一
銀
子
　
　
五
百
枚

　
　
　
以
上

　
結
城
少
将
殿

一
御
太
刀
　
　
　
　
御
折
帋

一
御
小
袖
　
　
　
　
三
十

　
　
　
以
上

　
井
侍
従
殿

一
御
太
刀
　
　
　
　
御
折
帋

一
御
小
袖
　
　
　
　
五
縫
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（
マ
丶
）

　
　
　
以
上

　
福
松
殿

一
御
太
刀
　
　
　
　
御
折
紙

一
御
小
袖
　
　
　
　
二
十

　
　
　
以
上

一
家
中
諸
太
夫
国
衆
奉
行
衆
何
モ

御
縁
通
之
御
禮
也

進
上
物
者
御
太
刀
御
折
帋
御
小
袖
也



新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

五
三

○
与
之
御
膳

い
か
　
　
ゑ
い

　
　
羽
盛

お
ち
ん
　
　
こ
ち

○
五
之
御
膳

御
さ
し
み
　
　
う
け
い
り

　
　
か
さ
め

ひ
は
り
　
　
ゑ
ち
河
い
り

○
六
之
御
膳
　
扇
之
臺
貝
尽
盛

は
ま
く
り
　
　
さ
ヽ
ゐ

　
　
か
い
あ
わ
ひ
　
　
く
ち
ら
の
汁

ほ
た
て
か
い
　
　
あ
を
か
い

○
七
之
御
膳
　
雲
之
臺
よ
せ
盛

う
つ
ら
　
　
は
な
は
す

あ
ま
の
り
　
た
ち
花
焼

　
　
　
　
　
　
　
　
鱸
汁

ま
は
や
き
　
舟
盛

む
す
ひ
花

○
御
菓
子
十
二
種

や
う
か
ん
　
　
う
す
か
ハ
　
　
山
の
い
も

ひ
め
く
る
ミ
　
し
ゐ
た
け
　
　
く
ハ
す
い
り

む
す
ひ
の
し
　
花
お
こ
し
　
　
つ
り
か
き

き
ん
か
ん
　
　
み
か
ん
　
　
　
松
こ
ふ

　
以
上

御
相
伴

○
本
之
御
膳
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「
中
殿
御
会
図
」
の
修
理
報
告

五
七

「
中
殿
御
会
図
」
の
修
理
報
告

吉
　
川
　
美
　
穂

は
　
じ
　
め
　
に

一
　「
中
殿
御
会
図
」
の
研
究
史
と
本
巻
の
位
置
づ
け

二
　
本
巻
の
修
理
前
・
修
理
後
の
概
要

三
　
本
巻
の
修
理
前
の
損
傷
状
況

四
　
修
理
の
方
針
と
方
法

五
　
修
理
で
得
ら
れ
た
知
見

お
　
わ
　
り
　
に

　
　
は
　
じ
　
め
　
に

徳
川
美
術
館
は
、「
特
定
公
益
法
人
」
の
認
定
に
基
づ
く
徳
川
美
術
館
拡
充
整
備
基

金（
第
四
回
）に
よ
り
館
蔵
品
の
「
中
殿
御
会
図
」（
以
下
、「
本
巻
」
と
略
称
す
る
）の
修
理

を
行
っ
た
。
本
巻
は
、
鎌
倉
時
代
に
製
作
さ
れ
た
原
本
を
も
と
に
後
世
に
製
作
さ
れ
た

「
中
殿
御
会
図
」
の
模
本
の
一
つ
で
あ
る
。
尾
張
徳
川
家
に
伝
来
し
た
一
巻
で
、
製
作

は
室
町
時
代
に
遡
る
と
み
ら
れ
、
諸
本
の
中
で
も
代
表
的
な
遺
例
と
し
て
、
ま
た
徳
川

美
術
館
の
中
世
大
和
絵
を
語
る
上
で
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

修
理
前
の
本
巻
は
、
軸
首
が
と
れ
、
扱
い
に
困
難
を
き
た
し
て
い
た
。
ま
た
、
本
紙

に
多
数
の
折
れ
・
皺
が
生
じ
て
い
た
。
萌
黄
地
に
胴
体
を
丸
く
く
ね
ら
せ
た
五
爪
の
龍

を
大
き
く
あ
ら
わ
し
た
表
紙
裂
は
中
国
・
明
時
代（
十
五
〜
十
六
世
紀
）の
繻
珍
と
思
わ

れ
、
本
巻
の
見
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
浮
き
・
破
れ
等
の
損
傷
が
著
し

か
っ
た
。
さ
ら
に
、
過
去
の
修
理
時
に
施
さ
れ
た
補
修
紙
が
違
和
感
を
生
み
、
裏
打
ち

紙
に
施
さ
れ
た
銀
砂
子
が
本
紙
表
面
に
黒
い
汚
れ
を
生
じ
さ
せ
る
な
ど
、
視
覚
的
に
も

作
品
の
価
値
を
損
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
本
巻
の
鑑
賞
や
安
全
な
取
扱
い
の
妨
げ
と
な
る
損
傷
を
軽
減
し
、
ま
た
劣

化
の
進
行
を
と
ど
め
る
べ
く
、
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日
よ
り
翌
二
十
四
年
四
月

二
十
五
日
ま
で
修
理
施
工
を
行
っ
た
。
施
工
に
あ
た
っ
た
有
限
会
社
墨
仙
堂
・
代
表  

関
地
久
治
氏
に
よ
る
詳
細
な
修
理
報
告
書
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
、
以
下
に
報
告
し
た

い
。

（
1
）

新
出
史
料
「
徳
川
家
康
書
状
　
豊
臣
秀
保
宛
」
お
よ
び
「
式
御
成
之
次
第
」
に
つ
い
て

五
六

○
二
之
膳

か
ま
ほ
こ
　
　
唐
墨
　
　
鳥

　
　
に
し

つ
く
ミ
　
　
あ
ふ
ひ
　
　
塩
鯛

○
三
之
膳

こ
つ
し
　
　
か
け
い
り

　
　
桶

羽
盛
　
　
　
　
　
筒
切

○
菓
子

す
ん
き
ん
か
ん
　
　
あ
ま
の
り
　
　
つ
り
か
き

く
り
　
　
ほ
う
ら
い
　
　
山
の
い
も

き
ん
か
ん
　
　
ひ
め
く
る
ミ
　
　
か
や

　
　
　
已
上

右
之
條
々
無
望
人
ニ
不
可
伝 

仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
岡
伊
豫
守
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國

寛
文
三
癸
卯
年
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岡
弥
五
右
衛
門
尉
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月
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日
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山
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